

[image: ]















エリートＳＰはウブな令嬢を甘く激しく奪いたい～すべてをかけて君を愛し抜く～

田崎くるみ










目次




エリートＳＰはウブな令嬢を甘く激しく奪いたい～すべてをかけて君を愛し抜く～


プロローグ

これが私の運命だと受け入れている

全力で私を守ってくれる人

ただ、素直な気持ちを伝えたい

ただの護衛対象だったはず　静馬 SIDE

すべての謎が明かされる

お願い、一生私を離さないで



特別書き下ろし番外編


幸せな結婚に向かって　静馬 SIDE

新しい家族の誕生の瞬間






あとがき
















エリートＳＰはウブな令嬢を甘く激しく奪いたい～すべてをかけて君を愛し抜く～










プロローグ




「紅葉もみじ……」

　キスの合間に切なげに名前を呼ばれただけで、胸がきゅんとなる。

　気づいたら私は彼の首に腕を回して、必死にキスに応えていた。

　互いの息が上がってきた頃、名残惜しそうにリップ音を立てて唇を離すと、彼はこつんと私の額に自分の額を押し当てた。

「最後の確認。……このまま紅葉をベッドに連れていってもいい？」

「……はい。連れていってください」

　もっと触れたい。その一心でギュッと彼に抱きつくと、再び抱きかかえられた。

　寝室に入った私たちは、何度も愛の言葉を囁き合う。

　ずっと好きだと言いたかった。だけど、言ったら迷惑をかけてしまうかもしれないと思うと、勇気を出すことができなかった。

　だって私たちの関係は、普通ではなかったから。

　愛しそうに見つめられ、何度も私を気遣う彼に、好きって気持ちがさらに増していく。

　与えられる快楽にくらくらする中、彼は私の頬にキスを落として、「ずっと、こうやって紅葉に触れたくてたまらなかった」と囁いた。










これが私の運命だと受け入れている




　いつか両親のように、運命の相手と出会って結婚して幸せな家庭を築いていきたい。それが私のささやかで一番の願いだった。

　大きな家に住みたいとか、贅沢な暮らしがしたいとか言わない。ただ、愛する人と支え合いながら生涯ともに生きていければいい。

　だけど私の願いは、神様に届かなかった。




　都内でも有数の高級住宅街。純和風の自宅とは違い、洋風の大きなお屋敷で私、九く条じょう紅葉は針の筵むしろ状態に陥っている。

　さっきから品定めでもするような目で見られ、心ない言葉をいくつ浴びせられただろうか。それでも今の私には耐えるしかない。

「おい、もっと愛想よく笑えよ。お前の存在価値は恵まれた容姿くらいしかないんだから」

　なんとも言えぬ卑しい目で見つめられると嫌悪感に襲われるものの、決して表に出すわけにはいかない。

「……はい、すみません」

「謝るなら、もっと俺の友人を笑顔でもてなせ」

「すみません」

　ひたすら謝っている相手は、私が大学を卒業したのを機に半月前に婚約した円えん城じょう久ひさ次つぐだ。私より八歳年上の三十歳になる久次さんは、身長一七三センチほどでやせ型。薄いブラウンの少し長めの髪から見える釣り目は、いつも私にきつい印象を与えていた。その目で見つめられただけで、睨まれている気がするから。

　彼の父が起業した美容家電が大ヒットし、今では国内でも指折りの美容家電会社の次期社長だ。

　そんな彼と婚約関係となったのには、ある理由がある。それは私の家が公家の末裔だから。

　公家とは日本において、皇族に仕える貴族・上級官人の総称で、私のご先祖様は戦国時代、政まつりごとにも大きく関わっていたようだ。江戸時代から明治時代へと移り、明治時代には華族として爵位を与えられたが、戦後に華族制度が廃止になってから、九条家は経済的に苦しくなっていった。曾祖父の代で分家になり、祖父が所有する土地を切り売りしてしまったことで、父の代には資産と呼べるものがほとんど残されていなかった。

　その後は質素な暮らしではあるが、今でも文化財として本家の屋敷跡などが残っているため、世間からは九条家は公家の末裔という由緒正しい家柄のイメージがある。私も優しい両親と三人で、これまでずっと幸せに暮らしてきた。

　だけどその幸せは長くは続かなかった。私が高校二年生の時に母が病気で倒れてしまい、その治療費のために父が多くの借金を背負うこととなった。

　よりいっそう暮らしは厳しくなったけれど、母が元気になることを信じて父は仕事に励み、私も学校が終わったらバイトをして少しでも家計の助けになればと頑張った。

　しかし私と父の願いも虚しく、私の二十歳の誕生日を待っていたかのように、その数日後に私たちに見守られて母は旅立った。

　母は優しくて、そして芯の強い女性でもあった。病気でつらいはずなのにいつも私と父を笑顔で出迎えてくれて、痛くて苦しい治療に泣きごとひとつ言わなかった。

　そんな母が死に際に泣きながらこう言った。『もっとあなたと紅葉、三人で一緒に生きたかった』と。

　その言葉とともに『幸せをありがとう。ふたりとも、これからも幸せに生きてね』と言った母の言葉はきっと一生忘れられないと思う。

　父と一緒に母を看取り、残ったのは多額の借金だけ。父は母の死の悲しみを乗り越えるように必死に働き続けた。

　幸いなことに私は奨学金を利用して大学に進学することができ、アルバイトをしながら多くのことを学ぶことができた。

　父も次第に心の傷が癒え、貧しいながらも楽しくふたりで暮らしていたのも束の間、幸せはそう長く続かなかった。

　無理をして働き続けた父の身体は気づいた時にはボロボロになっていて、倒れてしまったのだ。しばらく安静が必要で働くことができなくなっても、借金の返済は待ってくれない。

　どうしようもない状況の中、手を差し伸べてくれたのが久次さんの父だった。

　一代で築いた会社にはなにか後ろ盾が欲しかった。公家の末裔である私と結婚することで箔をつけたかったようだ。実態は質素な暮らしをしている我が家だが、それは伏せて「九条家と血縁関係となった」と名前を出せば、取引先からは一目置かれるのかもしれない。

　私の父の勤め先である部品メーカーが、久次さんの父が経営する会社と提携しており、我が家の噂を聞きつけて私に条件付きの結婚話を持ちかけてきた。

　婚姻の対価として借金の返済はもちろん、父の治療費に生活費まで出してくれると言われたら、私に断るという選択肢はなかった。

　婚約者となり、約一年後には結婚する予定の久次さんにたとえどんなひどい扱いを受けようとも、私に抵抗することはできない。

　今日のように夕方急に呼び出され、彼の友人をもてなすよう言われたとしても。

　久次さんは友人三名を招待して、自宅で飲み会をしていた。そこで私はさっきから彼らのグラスが空くたびにお酒を注いでいる。

　つまみがなくなれば家政婦に頼み、お酒が切れれば取りに行く。こういうことは今日が初めてではなかった。

「いや～円城が羨ましくて仕方がないよ。こんなに若くてかわいい子が婚約者でさ」

「おまけにお前の言うことをなんでも聞いてくれるじゃん」

「最高の嫁だな」

　そう言って高こう笑しょうする友人たちに対し、久次さんは満足げにお酒を飲む。

「養ってやるんだから俺を敬い、支えるのが当然の務めだ。なぁ、紅葉」

「……はい」

　必死に笑顔を取り繕って返事をしたものの、心の中は悔しくて惨めでつらい気持ちでいっぱいだった。

　今はまだ婚約中の身だから彼に呼び出されない限り会うことはない。だけど一年後に結婚したら同じ家に住んで、気の休まらない日々が始まるんだと思うと、心のどこかでこのまま結婚してもいいのかと思い悩むことがある。

　だけど大学在学中に婚約話が持ち上がり、卒業後は社会に出て働くつもりだったのに、久次さんに「俺の妻が働くなんて恥だ、みっともない。家にいろ」と命じられてしまい、就職していない私には立て替えてもらった借金を返す術も、療養中の父を養うお金もない。

　収入といえば、趣味で始めたハンドメイドアクセサリーのネット販売の収益のみ。それだけでは食費を賄うのがやっとだった。

　だからどんなに久次さんにひどい扱いをされたって、私はただ笑顔で耐えるしかないんだ。




「ねぇ、紅葉。本当にこのままお兄ちゃんと結婚してもいいの？」

　真剣な面持ちでこの話をされるのは、何度目だろうか。

　ある平日の昼下がり。父が入院する病院にお見舞いに行った帰り、駅前のオープンカフェで待ち合わせをしたのは久次さんの妹である、田上たのうえ由ゆ香か里りだ。

　彼女とは久次さんとの婚約をきっかけに知り合い、同い年ということですぐに打ち解けることができた。

　まだ出会って間もないけれど、いずれ身内になる間柄ということもあって、様々な話を包み隠さずしている。

　ボーイッシュなショートカットが似合う彼女は、兄の久次さんと同じ釣り目だけれど、きつい印象は受けなかった。それは由香里がいつも自然な笑顔を向けてくれているからかもしれない。

　由香里には幼い頃から親の決めた婚約者がいて、相手が十歳年上ということもあり、二十歳になってすぐに結婚したそうだ。

　政略結婚ながら由香里たちは愛を育み合い、誰から見ても幸せな結婚生活を送っている。

　由香里は女性を蔑視する父と、父の考えに共感している兄を毛嫌いしていた。由香里の両親もまた利益が絡んだ政略結婚だった。しかし由香里の母の実家の事業が傾くと同時に父の母に対する愛情もなくなり、つらい日々を過ごしてきたらしい。その心労がたたってか、由香里の母は彼女が幼い頃に病死してしまったそうだ。

　しかし由香里の父には愛人がおり、母が亡くなっても涙ひとつ流さなかったらしい。

　それだけではない、病気を患う母を気遣うこともなかったという。久次さんも母を見下したところがあったようで、亡くなっても悲しまなかったようだ。

　できるなら父と兄と縁を切りたいとさえ言っている。

「何度も言っているけど、私にはその道しかないの」

「でも……っ！　自分の家族のことを悪くは言いたくないけど、お兄ちゃんと結婚したら絶対に幸せにはなれないよ？　紅葉には幸せになってほしいの」

　今にも泣きそうな顔で言う由香里に胸が苦しくなる。

　私だって久次さんと結婚して幸せになれる自信がない。でも私には彼と結婚する以外の選択肢がないんだ。

「幸せって言っても、様々な幸せのかたちがあると思うんだ。だって久次さんと結婚することにならなければ、こうして由香里と出会うことはなかったんだよ？　私、久次さんと結婚することと由香里と親友になれないこと、どっちがいいと聞かれたら絶対に前者を選ぶ。由香里と出会えない人生なんてもう考えられないから」

「紅葉……」

　由香里は私にとってかけがえのない大切な存在だ。

　明るくて優しくて、私の味方になってくれる。学生時代はバイトばかりで友人付き合いも少なく、好きな人も恋人もできなかったし、親友と呼べる存在もいなかった。

　そんな私に初めてできたなんでも話せて、気を許せる友達が由香里だった。

「だからもうそんなことを言わないでほしい。久次さんとの結婚で私もお父さんも救われるんだから。……それに久次さんと結婚したら私たちは義姉妹になれるんだよ？　私はすごく嬉しいのに由香里は違うの？」

「嬉しいに決まってるじゃない！　……だけどやっぱり何度も聞いちゃうよ。紅葉はお兄ちゃんと結婚して後悔しないの？って」

　後悔、か。もちろん私にだって理想の結婚像みたいなものはあった。

　多くのことは望まない、ただ両親のように互いに愛し愛されるような夫婦になりたいと。

　でも望むこと、願うことほど叶うものではないのかもしれない。

「後悔はしないよ。借金だけではなく、お父さんの生活費や治療費はもちろん、今後のことも保障してくれるし、私にだって働かずに家庭に入っていいって言ってくれた。それはきっと誰もが羨む理想の結婚でしょ？」

　そうだ、生活の保障がされていて父の面倒まで見てくれる。久次さんにこれ以上のことを望んだらだめ。

「それはそうかもしれないけれど……。紅葉から愛し愛される相手と幸せになりたいって聞いちゃったから素直に頷けないよ」

　どこまでも私に寄り添い、まるで自分のことのように喜んでくれたり悲しんでくれたりする由香里の存在に心から感謝するよ。

「いつもありがとうね、由香里。だけど私ね、由香里のような親友がいてお父さんがいて、本当に幸せなの。これ以上なにかを望んだら罰ばちが当たると思う。それに結婚したら久次さんだって変わるかもしれないでしょ？」

　最初は愛がなかったとしても、一緒に暮らすうちに互いになくてはならない存在になるかもしれない。

「結婚しても家でやる趣味のアクセサリー作りはしてもいいって言ってくれているし、いずれは子供も授かるだろうし。そうしたら色々といい方向に進むと思わない？」

　できるだけ明るく声を弾ませて言えば、由香里は目を瞬しばたたかせた後、表情を崩した。

「私、紅葉のそういう前向きなところ好きだな。……でも本当に嫌だと思ったら逃げてもいいんだよ？　その時は遠慮なく相談してね」

「ありがとう。頼りにしてる」

「任せておいて！　私は円城家を出た人間だからね。怖いものなんてなにもないし、文句でもなんでも言ってあげる」

　自分の胸を叩いて言う由香里の姿に、思わず笑ってしまった。

　そうだよ、マイナスなことばかりじゃない。結婚したらいいことだって必ずあるはず。どんなに小さな幸せでもかき集めたら大きな幸せになると信じて、久次さんと結婚することを受け入れよう。

　それから由香里の旦那様との惚のろ気け話ばなしを強引に引き出して、私も幸せのおすそ分けをもらったり、大学時代の話で盛り上がったりと、場所を移動して十八時過ぎまで話に花を咲かせた。




「卵と醤油は買ったし、他に買い忘れはないよね」

　帰りに寄ったスーパーの帰り道、エコバッグの中を確認しながら今晩の夕食について考える。

　たしか豚肉と玉ねぎがあったから、生姜焼きにしようかな。お味噌汁は半端な野菜を使って、あと冷蔵庫にあるおかずも食べちゃわないと。

　どうしても父とふたりで暮らしていた時の感覚が抜けなくて、いつもおかずを多く作りすぎていた。冷凍できるものは冷凍して食材を無駄にしないようにしている。

　でも結婚したら料理や家事はしなくて済むようになる。円城家には家政婦が大勢いて、私はなにもしなくていいと言われていた。

　手が荒れることもないし、予算の中で食材を買って献立を考えなくてもいいと思えば幸せなことだけれど、そうすると私はなにをして一日過ごせばいいのだろう。

　なにもせずに過ごすのは退屈な気がしてしまう。なにより料理を作るのが好きだから、それができなくなるのは寂しくもある。

　せめて結婚するまでに父が退院できて、少しの時間でもいいからふたりで暮らせたらいいな。父に手料理を食べさせたいし、できるなら母のレシピを伝授したい。父にはずっと母の味を覚えていてほしい。

　そんなことを考えながら歩を進めていると、見えてきたのは築四十年以上になる二階建てのアパート。

　私が三歳の頃から住み始めたらしいから、二十年近く暮らしている場所だ。

　間取りは３ＬＤＫですべて六畳の畳の部屋。一階の角部屋で隣の一軒家には大家さんが住んでおり、スーパーも徒歩圏内だ。

　歩道には街灯がついているし、人通りも多いからひとりでも安心して暮らせている。

　だけど私が結婚して父の病状も回復しなかったら、ここは引き払うことになるだろう。

　長年住み慣れた場所であり、母と家族三人で暮らした思い出の家から離れなければならないのは寂しいものがある。

　とはいえ、結婚後も久次さんに賃貸料を支払い続けてもらうわけにはいかない。そう思うと結婚したら本当に私には帰る場所がなくなってしまうんだ。

　由香里と会って話をしてせっかく前向きな気持ちになれていたというのに、ひとりになるとマイナスなことばかり考えてしまう。

　これではだめだと自分を奮い立たせ、アパートの敷地内に入ったところで私の家の玄関前に見知らぬスーツを着た男性がいることに気づいた。

　思わず物陰に隠れて相手の様子を窺う。

　いったい誰だろうか。暗くて顔はよく見えないけれど、すごく背が高い人だ。一五八センチしかない私から見ると、おそらく一八五センチ以上はありそう。

　それに鍛えているのかスーツを着ていても、逞しい身体をしているのがわかる。

　あんなに堂々と玄関前に立っている泥棒なんていないし、父の知人でもないと思う。親戚でもないし……もしかして誰かの家と勘違いしているとか？

　それなら家主はいつ帰るのか気になって、周りを見回したりするものじゃない？　私だったら知人を訪ねて家にいなかったら、待つにしても周囲の目が気になる。あの人はそういうの、気にならないのかな？

　そんなことを考えながらジーッと見つめていると私の視線に気づいたのか、彼と目が合ってしまった。

「あっ……！」

　思わず声をあげて急いで視線を逸らした。しかし、いつまでも物陰に隠れているわけにはいかないと自分に言い聞かせる。

　そもそも私が隠れるのがおかしいよね。「なにかご用ですか？」と聞けばいいだけだ。

　そう自分に言い聞かせた時。

「九条紅葉様ですか？」

「キャッ!?」

　急に聞こえてきた声に、自分でも驚くほど大きな声が出てしまった。

「申し訳ございません、驚かせてしまい」

「あっ、いいえ！」

　オーバーに驚きすぎた自分が恥ずかしくて慌てて首を横に振るものの、すぐに名前を知られていたことにびっくりして彼を見上げた。

　少し長めの前髪から見える切れ長の瞳が印象的で、思わず息を呑む。羨ましくなるほど肌が綺麗で、筋の通った高い鼻に厚みのある唇にも、つい目がいってしまった。よくテレビで見る俳優よりもかっこいい。

　初めて男の人を綺麗だと感じていると、彼のかたちのよい唇が動いた。

「九条紅葉様で間違いないでしょうか？」

　確認するように聞かれ、我に返った。

「は、はい。そうです。……あの、あなたはいったい……？」

　そこまで言いかけると、彼は丁寧に頭を下げた。

「はじめまして。このたび、円城家よりご依頼を受けてまいりました木き嶋じま静しず馬まと申します。本日より紅葉様を二十四時間護衛させていただくことになりました。煩わしく思われるかもしれませんが、紅葉様をお守りするのが私の仕事ですので、どうぞご理解いただき、おそばにいることをお許しいただけましたら幸いです」

　ちょっと待って。二十四時間護衛ってどういうこと？　そもそもなぜ私に護衛を？

　頭がパニックになる中、木嶋さんは感情が読み取れない顔で私を見つめるだけ。

　まさか彼との出会いが人生を大きく変えることになるとは、この時の私には知る由もなく呆然とするばかりだった。










全力で私を守ってくれる人




　私の朝は早い。いつも五時半には起きて母の遺影に挨拶をし、それから高齢の大家さんに代わってアパートの花壇の花に水やりをするんだけれど……。

「おはようございます。お変わりはないですか？」

「は、はい。今日もご苦労様です」

　木嶋さんが私の護衛について三日経ったが、いまだに慣れないでいた。

　四月も下旬に入り、綺麗に咲いているチューリップやネモフィラもそろそろ終わりを迎える頃。

　こうして咲いているところを見られるのもあと何日だろうと考えながらも、気になるのは背後から感じる彼の気配。

　木嶋さんがやってきた日の夜に、久次さんに連絡をして確認したところ、円城家が正式に雇った護衛だった。

　どうやら久次さんも詳しい理由は聞かされていないようだったけれど、彼の父が仕事柄なにかと恨まれることが多く安全面を考慮して雇ったようだ。

　それを聞いて以前、由香里に聞いた話を思い出した。久次さんの父のあまりのワンマンな仕事方針に対して反発が強く、嫌気がさして退職した元社員に、襲われそうになったことがあったそう。

　もしかしたらまた同じようなことが起こったのかもしれない。

　身内が誘拐されて脅迫されたり身代金を要求されたりする可能性もあるとして、私や結婚して家を出た由香里にも配備されたらしい。

　昨日由香里から聞いた話によると、彼の父には五人、久次さんには三人の護衛がついているとか。

　今まで護衛を雇ったことなどなかったから、由香里が法を犯すようなことをして、誰かの反感を買って反逆を恐れているのではと勘ぐっていた。

　それは絶対にないよと言ったものの、由香里は父ならあり得る話だから不安が拭えないとも言っていた。

　私はまだ、由香里以外の円城家のことをよく知らないけれど杞憂だと思っている。

　たしかに久次さんも彼の父も女性を見下しているということを、何度か会った時にたびたび感じてはいた。

　でも法を犯すほどのことをする人には見えなかった。

　とはいえ、なんの前触れもなく護衛を雇ったことには疑問を抱いている。しかも息子の婚約者というだけでまだ家族でもないのに、二十四時間そばに置くよう指示するものだろうかとこの三日間、様々なことを考えていた。

　それともうひとつ。木嶋さんとの距離感についても頭を悩ませている。

　水やりを終え、玄関のドアを開けて中に入ったものの、木嶋さんは外で立ったまま。外出する時は同行し、そして家にいる時はいつも外で待機している。

　それも二十四時間だ。いつ寝ているのか昨日聞いてみたところ、夜中の零時から五時まで交代要員が来てくれるようで、シャワーや着替えのために自宅に戻って済ませると、再び戻ってきて近くの駐車場に停めてある車の中で仮眠をとっていると言っていた。

　それが彼の仕事といえばそれまでだけれど、あまりに過酷すぎないだろうか。なにより私の都合で振り回すのが申し訳なく思う。

　朝食作りをしていると、キッチンの窓越しに外で彼が立っているのが見えて気になる。

　そういえば朝ごはんはどうしているんだろう。朝だけじゃなくてお昼もだ。いつ食べているのかな。

　気にはなるものの、なかなか声をかける勇気がなくてできあがった朝食をひとりで食べ進める。

　私が出かけるたびに同行してもらうのが申し訳なくてこの三日間、外出したのは近所のコンビニのみ。

　しかし今日は父の病院に洗濯物を預かりに行かなくてはいけないし、冷蔵庫の中も寂しくなってきたからスーパーにも行きたい。

　だけどその間、木嶋さんがずっとそばにいると思うと、気まずいというか……複雑だ。

　食べ終わったら片づけをして、家事をしながら出かける準備に取りかかる。そうこうしている間に時間はあっという間に過ぎていき、気づけば十時になろうとしていた。

「そろそろ出ないと」

　病院の面会時間は十時から十八時までだけれど、今日は午後から父は検査があると言っていたから午前中に行かなければいけない。

　最後に戸締まりを確認して玄関のドアを開けると、すぐに木嶋さんが気づいた。

「本日は外出されますか？」

「はい、何カ所か回りたいのですが大丈夫ですか？」

「もちろんです。私は数歩後ろからついていきます」

「わかりました」

　鍵を閉めて歩きだすと、言葉通り彼は私の後ろについてきているのがわかる。私を気遣ってくれているのだとわかってはいるけれど、さっきからすれ違う人の視線が痛い。

　黒のスーツ姿でしかも誰もが一度は振り返って見るほどかっこいい人だ。「イケメンすぎる」とか、「前を歩いている女の人の知り合いかな？」とか。さらには「あんなにかっこいいけどストーカーとか？」なんて言葉が聞こえてきて気が気じゃない。

　外出するたびにこれがずっと続くのは困る。

　足を止めて振り返ると、木嶋さんも足を止めた。

「どうかなさいましたか？」

　周囲を警戒しながら聞く彼に近づき、声を潜めた。

「あの、隣を歩いてもらえませんか？」

「それはできかねます。紅葉様は私の護衛対象なので、いかなる時も守れるよう全方向を注視しなければなりませんので」

　迷いなく淡々と言われ、口を閉ざしそうになるものの、すぐに反論に出る。

「正直、私はまだ正式に円城家の人間になったわけではないので、狙われる可能性は低いと思います」

「しかし……」

「それよりも大変申し上げにくいのですが、木嶋さんのような人に守られながら歩いていたほうが、逆に悪目立ちしていると思うのですが」

　声を遮って言うと、木嶋さんは珍しく片眉を上げて表情を崩した。

「ですから歩く時は隣でお願いします」

　頭を下げてお願いをすれば、彼は小さなため息を漏らした。

「たしかに黒スーツの男が周囲を警戒して後ろをずっとついて歩いていたら、高貴な方だと勘違いされて逆に変な輩やからに狙われる可能性もございますね。わかりました、紅葉様のご要望通りにいたします」

「ありがとうございます」

　よかった、これで外出への懸念がひとつ減った。だけどこれはいい機会では？　この際だから思っていることを言ってもいいかな。

　久次さんと結婚する以上、護衛はずっとつくのだから彼とは長い付き合いになる。だったら最初が肝心だ。

　木嶋さんの様子を窺いながらどう切り出すか頭を悩ませていると、私の考えていることがわかったのか、彼は再びため息を零こぼした。

「この際ですので、ご不満に思っていることがございましたらおっしゃってください」

「いいんですか？」

　思わず大きな声が出てしまうと、木嶋さんは驚いたようで目を見開いた後、初めて口もとを緩めた。

「はい、紅葉様の生活に立ち入らせていただくのですから、仕事上すべてを叶えて差し上げることはできかねますが、譲歩させていただきます」

「では言わせていただきます！」

　私はその言葉を待ってましたと言わんばかりに、思いついたことを口にした。

「まず私を護衛していただく際、家の外でするのはやめていただけませんか？」

「すみませんが、それは無理なお願いです」

「では家の中で危険な状況に陥ったらどうすればいいんですか？」

　すぐさま却下されたものの、負けずに言い返したら木嶋さんは言葉を詰まらせた。

「もしかしたら、木嶋さんの目を盗んで家に侵入される可能性だってありますよね？　こうして外出している間に家に入られている場合だって考えられます。それにご近所の目もあります！　さっき木嶋さんが言ったようにずっと家の外に立たれていたら、変に誤解されかねないのではと思うのですが」

　反論の余地を与えぬよう早口で捲し立てた。

　正直、私のためにずっと外で立たせているのを申し訳なく思っている。久次さんと彼の父ならまだしも、私なんかにまで危険が及ぶとは到底考えられないもの。

　そうはいっても私を守ることが木嶋さんの仕事だと思うから、私にはやめてほしいとは言えない。

　だったらせめて少しでも木嶋さんの負担を軽減したい。

「私を守ってくれるなら一番近くで守ってください。そのほうが私も安心します」

　そうすればご飯も一緒に食べられるし、私が家にいる間はゆっくりすることもできるはず。その思いで言っただけなのに、なぜか木嶋さんは気まずそうに咳払いをした。

「紅葉様が純粋にそう思ってくださっているのはわかりますが、結婚を控えている女性が男性に言っていい言葉ではありません」

「えっ？」

　たしかに私のそばにずっといてっていう意味にもとれる。それに木嶋さんは私と久次さんが政略結婚だと知らないよね？　だったらさっきの私の発言は結婚相手がいるのに他の人を誘惑する女だと思われても仕方がないのでは？

「あの、決して変な意味で言ったわけではなく、そのほうが木嶋さんも仕事がしやすいと思ったまででして……っ！」

　必死に弁解していると、木嶋さんは口もとを緩めた。

「もちろんわかっていますよ。さっきも言ったではありませんか？　純粋に思って言ってくださっていると前置きをして」

　初めて見る柔らかい表情に目が釘付けになってしまう。だって出会って三日、いつも木嶋さんは厳しい顔をしていたり、なにを考えているかわからなかったりと感情が読めなかったから。

　こんなにも柔らかい顔ができる木嶋さんは、どんなふうに笑うんだろう。

　見てみたい気持ちが大きくなってジッと見つめていると、木嶋さんはいつもの真面目な表情に戻ってしまった。

「ではご自宅で護衛にあたる際は、家の中でさせていただきます。しかしご就寝中はさすがに家の中にいるのは問題がございますので、同僚の女性を配置させていただき、私は家の外で護衛にあたらせていただきます。それでもよろしいですか？」

　少しだけ違う一面を見られたと思ったのにと残念に思う。

「はい。ありがとうございます」

「わかりました。上にもそのように報告をさせていただきます」

　それから木嶋さんはさっきまでとは違い、ちゃんと隣を歩いてくれた。後ろでついてこられるのは嫌だったけれど、隣は隣で緊張してしまう。

　そもそも父以外の男性とこうやって並んで隣を歩くのは初めてのこと。だからだろうか、こんなにも心が落ち着かないのは。

　変だな、私。木嶋さんはただ仕事として私の護衛についてくれているだけなのに、彼のいつもとは違う表情を見られただけで好奇心を駆り立てられ、もっと見たいと思ったり、隣を歩くだけで緊張したりするなんて。

　男性に免疫がないからだよね、きっと。

　そう自分に言い聞かせて父の入院する病院へと向かった。




　都内にある大きな総合病院、その最上階にある特別室に父が入院している。

　病室が近づいてくると、廊下にまで父の楽しそうな笑い声が聞こえてきた。

「本当に久次君が私の息子になる日が、今から待ち遠しいですよ」

　父の口から出た久次さんの名前に、思わず足が止まる。

「紅葉様、私はここにおりますので、なにかありましたらお声掛けください」

「はい、わかりました」

　木嶋さんは気遣ってか、病室から少し離れた廊下の隅で待機した。

　本音を言えば久次さんに会いたくないけれど、このまま廊下にいて出くわしても大変だ。しっかりと挨拶しないと、また後でなにを言われるか。

　自分を奮い立たせてドアをノックして入ると、私を見て父は顔を綻ばせた。

「紅葉、ちょうどいいところに来たな。久次君にお前が食べたいって言っていたシュークリームの話をしたら、わざわざ買いに行ってくれたんだぞ？　お礼を言いなさい」

「すみません、久次さん。ありがとうございました」

　私と会う時は、そんな気遣いなどしてくれたことなどないのに。もしかしたら今日のことで後から嫌味を言われるかもしれない。

「お義父さん、大丈夫ですよ。紅葉に喜んでほしくて俺が勝手に買いに行っただけですから」

「久次君……」

　私と父の前では久次さんの態度はガラリと変わる。父の目には優しくて真面目な好青年に見えているだろう。

　実際に今の父に対する久次さんの態度は、好青年そのものだから。

「本当はもっとお話をしたかったのですが、仕事があるのでそろそろ失礼します」

「お忙しい中、ありがとうございました」

　父が深々と頭を下げた瞬間、久次さんは心底面倒そうに私を見た。

「紅葉、見送りは大丈夫だから。お義父さんについていて」

　口ではそう言っているけれど、本音はきっと〝お前と一緒にいると面倒だから、絶対に見送りに来るな。俺はさっさとひとりで帰りたいんだからな〟だろう。

「わかりました。今日はわざわざありがとうございました」

　久次さんは最後まで父の前では好青年を演じて、にこやかに病室から出ていった。

「久次さんはいつ来たの？」

　クローゼットを開けて、洗濯物が入っている袋をバッグに詰めて新しい下着をしまいながら聞くと、父は嬉しそうに話しだした。

「一時間半前かな？　仕事が忙しくてなかなか伺えずすみませんって言ってくれてな。本当、円城さんと久次君には頭が上がらないよ」

「そう、だね」

　入れ替えを終えて近くのソファに腰を下ろす。

「紅葉のことも自分にはもったいない相手だって言っていたぞ？　久次君なら紅葉を幸せにしてくれるだろう。きっと母さんも喜んでいると思う」

「……うん」

　父は久次さんのことをとても気に入っていて、私たちの結婚式までには絶対に元気になると意気込んでいる。

　そんな父には本当の彼の姿など言えるはずもなかった。

　父は昔と比べたらかなり痩せてしまった。いや、やつれたといったほうが正しいのかも。

「あ、もちろん肩代わりしてもらった借金は、しっかりと身体を治してから働いて、少しずつ返していくから。紅葉に肩身の狭い思いをさせるわけにはいかないからな。だからあと少し辛抱してくれ」

「ありがとう。でも無理は禁物だからね？」

「わかってるよ」

　私と久次さんの結婚を心から喜んでくれている父を見ると、どうしても結婚したら久次さんが変わってくれて、良好な関係を築けますようにと願ってしまう。

「そうだ、退院したらサバの味噌煮を作ってくれないか？　この前、病院で出たんだけど味が薄くてな。サバの味噌煮だけじゃなく、どの料理もやはり母さん直伝の紅葉の手料理にはかなわないよ」

「ふふ、ありがとう。じゃあ退院日にはお父さんが好きなものだけを作ってあげるね」

「それは楽しみだ」

　笑顔の父につられて私も頬が緩む。

　退院する日がわかったら、すぐに材料を買いに行かないと。

「久次君も紅葉の料理はうまいって言っていただろ？」

「えっ？」

　なにを作ろうか考えていた時に聞かれ、言葉に詰まる。

「どの料理を作ってやったんだ？　まぁ、どの料理でも久次君はおいしいって言ってくれるだろうが」

　確信を持ってうんうんと首を縦に振る父には、久次さんに手料理なんて振る舞ったことはないし、なにより彼は結婚後も料理はプロに任せればいい、素人の作るものは食べたくない人だとは言えそうにない。

「えっと……たくさんあって忘れちゃった」

「そうかそうか。大変な仕事だから、食事面でしっかり久次君のサポートをしてあげなさい」

「……うん、そうだね」

　久次さんとの婚約が決まってからというもの、会うといつも父は彼の話ばかりする。

　複雑な思いを抱えながらも相槌を打ち、父の話に耳を傾けた。




　一時間半ほどで病院を後にし、次に向かう先は手芸屋。

「すみません、買い物に付き合わせてしまい」

「いいえ、私のことはお気になさらずにお買い物をしてください。こちらのお店は店内が狭いですし、私は外で待機しています」

「わかりました」

　木嶋さんを入り口に残して店内に入り、目当てのビーズ売り場へと急ぐ。

　気にするなと言われても、外で待たせていることは申し訳ないし木嶋さんはなにかと目立つ人だから、早く買って店を出よう。

　私が作っているのは、細かなビーズや押し花をレジンで固めて作るピアスやイヤリング、ヘアゴム。

　アンティーク調を取り入れつつ飾りを入れすぎない落ち着いたデザインにしているから、普段使いしやすいという評価をもらえることが多くて、ハンドメイドサイトに商品をアップするとすぐに買ってくれる人がいる。

　私が作ったもので誰かに喜んでもらえていることが嬉しくて、とてもやりがいを感じている。

　だから久次さんが結婚後も続けていいと認めてくれて本当によかった。まぁ、「誰の目にも触れずに家でひとりでやるなら好きにすればいい。小銭を稼いでなにが楽しいのか理解できないけど」と嫌味は言われたけれど。

　円城家にとってマイナスにならないことなら、勝手になんでもやればいいとも言われた。

　収益を考えながら買い物を済ませ、次に向かった先は大型スーパー。店内が広いことから木嶋さんも私の買い物について回ると言ってくれたんだけれど……。

「紅葉様、醤油も買われますか？」

「えっと、はい。お願いします」

　手にしていた醤油を渡すと、木嶋さんはかごに入れて再びカートを押す。

　このスーパーには週に一回来ているけれど、今日ほど注目を浴びたことはない。入店してからすれ違う人は誰もが木嶋さんを振り返り見る。

　中には立ち止まって見惚れている女性もいるほどだ。しかし木嶋さんはまったく気にする素振りなどなく、私に次はどの売り場に行くのか聞いてきた。

「あとは魚や肉を買いたいです」

「かしこまりました」

　こうやって彼にカートを押してもらい並んで歩いていると、夫婦になったような気分だ。

　よく休日には父がカートを押して、母が私と手を繋ぎ並んで歩きながら買い物をしていた。それもあって今の状況がちょっぴり気恥ずかしくもある。

　いやいや、木嶋さんは仕事で仕方なく私の買い物に付き合ってくれているのに、恥ずかしいと思うなんてあり得ないでしょ。そう自分に言い聞かせて次々と食材をかごの中に入れていく。

「円城様にお料理をお届けしているんですか？」

「えっ？」

　急に声を掛けられてびっくりし、思わず手が止まる。すると木嶋さんは少し気まずそうに話しだした。

「すみません、お父様とのやり取りが聞こえてしまったもので。だからおひとりなのに、こんなに食材を買い込んでいるのかと思いまして」

　木嶋さんに言われて改めてかごの中を見ると、どれもふたり分ずつ入っている。だけどこれは決して久次さんの分ではない。これからは木嶋さんが家の中で護衛してくれるというから、普通に彼の分も作るつもりでいたけれど、迷惑だった？

　だけど一緒にいるのに私だけ食事するのは忍びないし、できれば一緒に食べたい。

「あ……違うんです。これは久次さんの分ではなくて、ですね……その、木嶋さんさえよろしければ食べていただけませんか？」

　おそるおそる聞くと、木嶋さんは目を見開いた。

「私の分を作ってくださるんですか？」

「はい、ご迷惑でなければ作らせてください」

　想定外だったようで木嶋さんは少しの間考え込む。

　やっぱり迷惑だったかな？　久次さんのように素人の料理は食べない人だったりする？

　勇気を出して言ったものの、彼の考え込んでいる姿を見ていると後悔してしまう。

　今さらだけど、さっきの話は冗談ですので気にしないでくださいと言おうとした時、木嶋さんは真っ直ぐに私を見つめた。

「円城様は大丈夫なのですか？」

「え？　久次さんですか？」

「はい。婚約者が他の男性に手料理を振る舞うなど、あまり気分のいいものではないと思うので」

　普通の男性だったら、そう思ってくれるのかもしれない。でも久次さんは違う。

「お恥ずかしい話ですが、さっき父に言った話はほとんど嘘なんです」

「嘘、ですか？」

　ずっと私のそばでこれからも護衛をしてくれるなら、いつかはバレることだと思い、正直に打ち明けた。

「久次さんはプロが作った料理しか食べない人なんです。だから一度も手料理など振る舞ったことはありません。結婚したら料理はしないでくれとまで言われています」

　苦笑いしながら言うと、木嶋さんは「そうだったんですか」と驚きの声をあげた。

「それと私と久次さんは、父が言っていたような関係ではないんです。ですので今後、久次さんと会った時に驚かないでください」

　父は政略結婚ながら、私と久次さんが良好な関係を築けていると勘違いしている。父の話だけを聞いたら、きっと初めて久次さんの私に対する態度を見た時にびっくりしてしまうかもしれない。

　だから前もって伝えておこうと思い言ったものの、木嶋さんは眉間に皺を刻んで言葉に困っている様子。

　気まずい空気を打破したくて、慌てて口を開いた。

「話が逸れてしまいましたが、どうでしょうか？　私の作った料理でよろしければ食べてくれませんか？　正直、ひとりでの食事が寂しくて、一緒に食べてくれるとすごく嬉しいです」

　父が入院してからずっとひとりで食事をとっているけれど、同じ味つけのはずなのにおいしいと感じない。それはきっと食卓に誰もいないからだと思う。

　誰かとテーブルを囲んで他愛ない話をしながらとる食事は、最高のスパイスだったんだ。

「どうでしょうか？」

　様子を窺うと、木嶋さんは口もとを緩めた。

「大変でなければぜひお願いします」

　彼の答えを聞き、嬉しい気持ちでいっぱいになる。

「全然大変じゃありません！　木嶋さんの分も作らせていただきますね。あ、嫌いな食べものや苦手なもの、アレルギーがあったりしますか？」

「いいえ、とくにはございません。なんでも食べられます」

　それを聞いたら一気に頭の中に様々なメニューが浮かぶ。

「わかりました。じゃあメニューはお任せください」

「楽しみにしています」

　誰かに手料理を振る舞うのは久しぶりだ。それに家族と友人以外には初めてかもしれない。おいしいと言ってもらえるように頑張って作ろう。

　それから作りたい料理がいっぱい思い浮かび、多くの食材を買い込んでしまった。




　買い物を終えて帰宅したのは、十四時を回った頃だった。

「すみません、荷物を持っていただいてしまい」

「いいえ、これくらいお手伝いさせてください」

　キッチンまで運んでもらった買い物袋を受け取り、冷蔵庫にしまっていく。食材でいっぱいになると満足感で満たされる。

　ドアを閉めてふと木嶋さんを見ると、彼はキッチンの端で後ろに手を組んで立っていた。

　外で護衛してもらうのが申し訳なくて家に入れたわけだけれど、よく考えれば寝ている時間以外はずっと一緒なんだよね？

　いやいや、木嶋さんは仕事でそばにいてくれるわけだし、変に意識したら失礼だと自分に言い聞かせる。

「なにか飲みますか？」

　平静を装って聞くと、木嶋さんは首を横に振った。

「私のことはお気になさらないでください。私はいないものだと思い、お過ごしいただいて結構です」

　とは言われても気になるし、いないものとは思えそうにない。

「あの、もしかして家にいる間はずっと立っているんですか？」

「それが仕事ですので」

　じゃあ私が家事をしている間も、アクセサリー作りをしている間も、寛くつろいでいる間もずっと壁際に立っているってこと？

　家の中だもの、危険なことなんてあるわけがない。だったら立っている必要もないのでは？

「あの、家の中では普通にしてもらえませんか？」

「これが私の普通です」

「私には普通ではありません」

　間髪を容れずに答えた彼に、思わず大きな声で突っ込んでしまった。

「鍵はしっかりと施錠していますし、誰か入ってきたら狭い部屋ですからすぐに気づくはずです。だから木嶋さんも家の中では寛いでいてください」

　私の話を聞き、木嶋さんは困惑する。

「寛げと言われましても……」

「じゃあせめて座っていてくれませんか？　あ、もしデスクワークがあるならリビングでしていただいてかまいません」

「しかし……」

　なかなか首を縦に振らずに渋る木嶋さんに畳みかけていく。

「そうしていただかないと私が落ち着きません。木嶋さんだって自分の家で誰かがずっと立っていたら気が休まらなくないですか？　なにかあったらすぐに声をかけますからお願いします」

　頭を下げると、少しして木嶋さんは小さく息を吐いた。

「わかりました。ご自宅の中で立って護衛することはやめます。その代わりずっと座っているわけにもいきませんので、掃除や洗濯などのお手伝いをさせていただけませんか？」

「え？　お手伝いですか？」

「はい。どうでしょうか？　させていただけないようでしたら、家の中でもこうして立って護衛させていただくことになるのですが……」

　そこまで言いかけた彼の声に被せて慌てて「お願いします！」と答えた。

「ではそのようにしましょう。改めまして今後も紅葉様の安全をしっかりと守らせていただきます」

　丁寧に頭を下げた木嶋さんに釣られるように私も下げて、「はい」と返事をする。

「さっそくですが、外に洗濯物が干してあるようなので取り込んできて構いませんか？」

「じゃあ、お願いします」

「かしこまりました」

　ベランダに向かう木嶋さんの後ろ姿を見つめながら、護衛の彼に家事をやらせることになり、これでよかったのだろうかと疑問に思ってしまう。

　でも家にいる間、ずっと立っていられるよりはマシだよね。

　木嶋さんが洗濯物を取り込んでくれるなら、その間にご飯を炊こうとキッチンに向かった足が止まる。

「下着っ……！」

　そうだ、いつも部屋に干していたのに今日に限ってうっかり下着も外に干してしまったんだった。見られたら恥ずかしい！

　急いでベランダに向かうと、洗濯物を畳みながら近くに置いたままだったかごの中に入れていた。まだ下着は取り込まれておらず、私は急いでピンチから外して後ろに隠した。

「すみません、お目汚ししてしまい」

　木嶋さんからしたら、私の下着を見せられるなんて、なにかの罰ゲームのようだよね。申し訳ないやら恥ずかしいやらで、近くに穴があったら入りたい。

「本当にすみませんでした」

　ひたすら謝る私に対し、木嶋さんは真顔で「私は気にしませんよ」なんて言う。

　これまでにも護衛をした依頼主の家で、同じように家事を手伝ったことがあったりして慣れているのかもしれないけれど、私は違う。

「私が気にします！」

　すぐに言い返して、ジロリと彼を睨んだ。

「できるだけ自分の部屋に干すようにしますが、もし今後うっかり干しちゃうことがあったら、取り込まずに私を呼んでください」

「……わかりました」

　よほど私がすごい剣幕だったのか、木嶋さんは目を瞬かせる。そして次の瞬間、顔をクシャッとさせて笑いだした。

「アハハッ。そんな睨むこともないでしょうに」

　初めて見る彼の笑い顔に胸がギューッと締めつけられて、苦しくなる。

　いつもは怖い印象を与えている切れ長の瞳も、目尻に皺がたくさん刻まれるほど笑うと優しさを感じる。笑顔が素敵で目を逸らすことができない。

「に、睨む案件ですよ」

　ドキドキして胸を苦しくさせていることに気づかれないよう、平静を装いながら声を絞り出すと、彼はさらに目尻に皺を刻んで笑う。

「どんな案件ですか。……ふふ、わかりました。今後は干してあったら触れずに紅葉様を呼びますね」

「そうしてくださると助かります」

　なんだろう、この胸の高鳴りは。ただ笑っただけじゃない。初めて笑った顔を見たから？　うん、きっとそうだ。

　必死に胸の高鳴りを抑さえて、「残りの洗濯物をお願いします」と言いながら逃げるようにベランダから出た。

　そのまま自分の部屋に飛び込み、手にしている下着を見ては深いため息が零れた。

「これからは気をつけよう」

　もうこんな恥ずかしい思いはしたくない。

　熱くなった頬の熱を冷ましてから部屋を出て、夕食の準備に取りかかった。

　木嶋さんは私が料理をしている間、お風呂掃除やトイレ掃除をしてくれて、料理ができあがると皿に盛りつけたり、テーブルまで運んだりしてくれた。

　その手際のよさに思わず「護衛の方はなんでもできないとだめなんですね」と言ったら、なぜかまた彼に笑われてしまった。

「え？　違うんですか？」

　どうして笑われたのかわからなくて聞くと、木嶋さんは「身体能力や格闘技術、射撃スキルや時には語学力が必要になりますが、こういった家事技術は求められていません」と答えてくれた。

「ただ単にひとりで生活していたら、自然と身についたスキルです」

「そうでしょうか？」

「えっ？」

　驚いた顔で私を見つめる彼に思ったことを口にした。

「自分でやろう、覚えようという気持ちがなければ身につきません。大変な仕事をされているのに、すごいことだと私は思います」

「紅葉様……」

　数日間、ずっと私につきっきりで家にはほとんど帰れていないはず。一度誰かの護衛につくとこんな感じに日々を過ごしているんでしょ？

　その中で自分の身の回りのことをするのは大変なことだと思う。

「もしかして料理もなさるんですか？」

「紅葉様ほどではありませんが、人並みには多少」

　謙遜するけれど、きっと彼のことだ。料理も完璧で私より上手かもしれない。そう思うと安易に料理を作ると言ったことを後悔し始める。

「あの、自分から作ると言っておきながらあれですが、あまり味には期待しないで召し上がってください」

　急に自信がなくなって言うと、木嶋さんは頬を緩めた。

「申し訳ございませんが期待しますよ。それに私のために作ってくださったことがなにより嬉しいのでさらにおいしく感じると思います」

　ナチュラルにハードルを上げられたと思うのは考えすぎ？

「冷めないうちにいただいてもよろしいでしょうか？」

　テーブルに並ぶ料理を見て言われ、「はい、どうぞ」と答えると、彼は椅子に座った。私が正面の椅子に座ったのを確認すると、木嶋さんは手を合わせた。

「いただきます」

　彼がまず手に持った箸を伸ばしたのは、ぶりの照り焼き。綺麗な箸使いで口に運ぶ様子をジッと見つめる。

　どうかな？　木嶋さんの口に合うといいんだけれど……。

　緊張しながら反応を窺っていると、彼は私を見て顔を綻ばせた。

「とてもおいしいです」

「本当ですか？」

「はい。他の料理もいただきます」

　次々とおいしそうに口に運ぶ姿を見て、ホッと胸を撫で下ろす。

　メインがぶりの照り焼きだったから、他には肉じゃがにひじきの煮物、キュウリとなすの浅漬け、味噌汁と和食でまとめてみた。

　私も手を合わせてさっそく食べると、いつも以上においしく感じた。

「浅漬けもさっぱりしていて、とてもおいしいですね」

「ありがとうございます」

　それはきっと、木嶋さんと一緒に食べているからだと思う。

　こうして誰かと食卓を囲むのは久しぶりだし、なにより自分の作った料理をおいしそうに食べてくれる姿を見たら、嬉しくて胸がいっぱいになっていく。

　やっぱり私、結婚したらこんなふうに家族と食卓を囲みたいな。私が作った料理を旦那さんといつか生まれてくる子供に「おいしい」と言って食べてもらいたい。

　久次さんには料理は作らなくていいって言われたけれど、作らせてほしい。できれば食べてもらいたいってお願いしてみてもいいかな。

　もしかしたら少しずつ久次さんが変わっていって、木嶋さんのように私の手料理を笑顔でおいしいと言って食べてくれる日がくることを夢見てもいいだろうか。

　いつの間にか箸を持つ手が止まってしまい、それに気づいた木嶋さんが不思議そうに私を見る。

「どうかされましたか？」

「すみません、ちょっと考え事をしていて……」

　ご飯を口に運んだものの、またすぐに手が止まる。

「結婚しても家族に自分の手料理を振る舞って、こうして食卓を囲みたいなって思って。……素人の料理は食べない久次さんには無理な話だと思うんですけど、やっぱり諦められないなって」

　胸の内を素直に打ち明けると、木嶋さんも箸を置き、真っ直ぐに私を見つめた。

「では諦めなければいいのではありませんか？」

「えっ？」

　諦めなければいいってどういうこと？

　びっくりする私に木嶋さんは続ける。

「円城様に正直なお気持ちを伝えればいいんです。それと一度、紅葉様の手料理を振る舞うのはいかがでしょうか？　円城様もこんなにおいしい料理が毎日食べられるならご自分の考えを改めるはずです」

「木嶋さん……」

　そう、だよね。私、自分の気持ちを久次さんに一度も伝えたことがない。ただ、彼に言われるがままだった。でも今さら自分の思いを伝えたところで、彼を不快にさせないだろうか。

「久次さんは私の話を聞いてくれるでしょうか？」

　不安で思わず弱音を漏らすと、木嶋さんはすぐに「当然です」と答えてくれた。

「始まりがどんなかたちであれ、生涯をともにする仲なのですから円城様も紅葉様を大切にしてくださるはずです」

　なぜだろう、木嶋さんがあまりに優しい声で話すからか、泣きそうになってしまう。「おふたりが今、どんな関係なのかわかりませんが、でもきっと紅葉様から歩み寄れば変わると私は思います」

　あの久次さんが変わることがあるのかな？　でも変わってくれたらどんなに嬉しいか。

　多くのことを望んだりしないから、一緒に食卓を囲んで他愛ない話ができる関係になりたい。そのためには木嶋さんの言う通り、私から動かなければいけないよね。

「ありがとうございます、木嶋さんのおかげで勇気が出ました。私、頑張ってみます」

　今度、手料理を持って彼を訪ねてみよう。料理を食べてもらってそれで自分の気持ちを伝えたい。

「円城様にお会いになる際は、もちろん私も同行させていただきます」

「それは心強いです」

　木嶋さんがそばにいてくれたら、怖気づかずに自分の気持ちを伝えられそうな気がするよ。

　木嶋さんはご飯をおかわりして完食してくれた。片づけも手伝ってくれて私が就寝する頃に同僚の女性スタッフを呼び、交代して帰っていった。




　それからの数日間で、私は木嶋さんとの生活にも慣れていった。

　目覚める頃にはいつの間にか女性スタッフと交代した木嶋さんがいて、私が朝食を作っている間、彼は洗濯や掃除をしてくれる。

　私がのんびり寛いでいる時間には、木嶋さんは持ち込んだノートパソコンを開いてデスクワークをしていた。

　家事が終わり、リビングでテレビを眺めながら珈琲を飲んで一息ついている間、木嶋さんはカタカタとキーボードを叩いている。

　護衛の仕事にも事務作業があるんだと思いながら、私もアクセサリー作りをするために材料を部屋に取りに行った。

　木嶋さんがリビングで仕事をしているのだから、邪魔しないように自分の部屋で作業をすればいい話なのに、つい足がリビングへ向かってしまう。

　父が入院して初めてひとりで暮らしてみて、自分で思った以上に寂しかったのかもしれない。

　なにも話さなくても、誰かが近くにいるだけで安心してしまうんだよね。

　リビングに戻ると、木嶋さんは難しい顔でパソコン画面を見ていた。なにか問題でも発生したのだろうか。

　ますます邪魔しないように静かにアクセサリー作りを開始した。

　今日作るのは押し花を使用したレジンのピアス。ワンポイントにビーズをつけようと考えているんだけれど、色の組み合わせによってまた印象が違ってくるから悩んでしまう。

　黙々と集中して作業していると、ふと視線を感じて顔を上げれば、隣から至近距離で覗く木嶋さんがいた。

　彼の髪が頬に触れそうなほど近い距離に、一瞬息が詰まる。

　微動だにできなくなる中、木嶋さんはやっと距離が近いことに気づいてくれたのか、「すみません」と言って離れた。

「紅葉様がすごいものを作られていたので、思わず見入ってしまいました」

「すごいものだなんて、そんな……。ただの趣味で作っているだけです」

　周りの子がオシャレなアクセサリーをつけているのを見て自分も欲しいと思うようになったが、いいものはそれなりの値段がする。

　そんな時にハンドメイドキットが売られていることを知り、自分で作ればいいんだと思ったのがきっかけだった。

　初めて作ったイヤリングを大学につけていったら、由香里をはじめ、友達みんながかわいいと褒めてくれた。それが嬉しくて友達にも作ってプレゼントしたところすごく喜んでくれて、売ってみたらどうかと提案されたのだ。

「それで販売できるアプリサイトも教えてもらって、少しずつ売り始めるようになったんです」

「そうだったんですね。すごく売れているんじゃないですか？　手作りとは思えないクオリティですよ」

　真面目な顔で褒められると、胸の奥がむず痒くなる。

「紅葉様はすごいですね。しっかりと自立なさっていて、お父様思いで料理はプロ並みですし、アクセサリー作りという才能までお持ちなんですから」

　立て続けに褒められ、いよいよ恥ずかしさの限界を迎えてしまう。

「あの、木嶋さん。もう大丈夫です」

「え？　なにが大丈夫なんですか？」

　わかっていない彼に羞恥心を押し殺して伝えた。

「そんなに褒められたら恥ずかしさが爆発します」

「恥ずかしさが爆発……」

「はい。爆発しますよ、大人なんですから自立するのは当たり前ですし、料理もアクセサリー作りも趣味の範囲内ですから」

　だからそんな真面目に褒めちぎらないでほしい。その思いで言ったものの、木嶋さんは「フフッ」と目を細めて笑った。

「な、なんで笑うんですか？」

　木嶋さんの笑顔は心臓に悪い。見た人の心をこんなにも乱すのだから。

　ドキドキしていることを悟られないように平静を装って聞けば、木嶋さんは「すみません」と謝りながらも笑いは収まらない。

「紅葉様は、時々おもしろいことを言われるなと思いまして」

「そうでしょうか？」

「はい。この前の〝睨む案件〟もですが、恥ずかしさが爆発とは……。なかなかおもしろい言葉の選択をなさる」

　えっと、これは褒められているの？　それともばかにされている？

　なんとなく後者の気がするけれど、あまりに木嶋さんが楽しそうに笑うから、怒るに怒れない。

「円城様の前でも、今のような素直な紅葉様でいらっしゃればいいと思います。そうすれば円城様も紅葉様の魅力に気づき、あなたのことを大切にしなくてはと思うはずです」

　ドキッとするような言葉を言われ、心臓が暴れだす。今度は平静を装えず、言葉がなかなか出てきてくれない。

　だってなんか、木嶋さんが久次さんの立場だったら……みたいな言い方をするから。まるで木嶋さんがそう思っているかのような錯覚を覚えてしまう。

「円城様に紅葉様がどんなふうに接しているのかわかりませんが、夫婦になるのですから、対等な立場であるべきです」

　対等な立場、か。結婚とは愛し合う者同士が結ぶ契りなのだから対等であるべきだ。でも私と久次さんは違う。

「それは無理な話だと思います」

「なぜですか？　……上司からチラッと聞かせていただきましたが、両家の利害の一致で結婚するのですよね？」

　そうだよね、護衛について少なからず私と久次さんの事情は聞いているはず。じゃあ話しても問題はないかな。

　たしかに久次さんたちは公家の末裔という肩書きを欲し、私たちは金銭的援助を求めていた。利害が一致してはいるけれど、立場は完全に向こうが上だ。

「私の家系は公家の末裔ですが、それだけです。なんの力もないんですよ。それに比べて久次さんたちには大きな負担を負わせてしまっています。母の治療のために作った借金の返済に父の治療費。それと私と父の生活費まで……。だから対等な立場にはなれないんです」

「紅葉様……」

　木嶋さんの瞳が切なげに大きく揺れるのを見て、泣きそうになる。

　最初から久次さんには逆らえない、どんな扱いをされたって仕方がないと言い聞かせてきた。だから今さら傷つくこともないのに、彼の顔を見たら本当は愛し愛される相手と結婚したいという夢を諦めきれずにいる自分がいることに気づかされてしまう。

　今さら私にはこの結婚を回避する方法も勇気もないくせに。

「だからせめて、自分のしたいことをさせてもらえるように努力するつもりです。アクセサリー作りは認めてもらえているので、料理もきっといいと言ってくれると思います」

　料理の話になって、十一時半を過ぎていることに気づいた。

「あ、もうこんな時間！　お腹空きましたよね。すぐ準備しますね」

　急いで片づけをして立ち上がると、木嶋さんもすぐに腰を上げた。

「お手伝いいたします。なにごともふたりでやったほうが早いですし」

　懐かしいな、その言葉。昔、よく両親が言っていた。なにをするにもふたり一緒で、幼かった私が『どうしていつもふたりでやるの？』と聞いたら、『なにごともふたりでやったほうが早いからね』って言っていたっけ。

　そして『なによりふたりで一緒にいたいからだよ』とも。両親の仲睦まじい姿は私の理想そのものだった。

「……そう、ですね。じゃあお願いします」

「私はなにをすればいいですか？」

「じゃあサラダを作ってもらってもいいですか？　お昼はパスタにしようと思っているので」

「わかりました」

　さっそく彼はワイシャツの袖のボタンを外して腕をまくり、サラダ作りに取りかかる。

　こうして結婚した人と並んでキッチンに立って、料理を作ることにも憧れていた。そんな私の夢を叶えてくれちゃうのだから、絶対に思ってはいけないこととわかっているのに考えてしまう。木嶋さんと結婚する人は、幸せだろうなって。

　強くて優しくて笑顔が素敵な人だ。それにどんな私も否定しない。仕事とわかってはいるけれど、木嶋さんは私を強くしてくれ、勇気が出る言葉をくれる。

　時にはさっきのように、嬉しい言葉もかけてくれるよね。こんなに素敵な人と生涯をともにできたら、どんなに幸せだろうか。

　それに食事は三食ともにふたりでテーブルを囲んで完食してくれるし、必ずどの料理も「おいしいです」と言って褒めてくれる。

　この日のスープパスタも、やっぱりおいしいと言いながら完食してくれた。木嶋さんと一緒にいると、久次さんとの結婚生活に夢を抱いてしまう。

　料理にもさらに自信が持てるようになってきたし、ここ最近は久次さんに初めて振る舞う手料理はなににしようかと考えるようにもなった。

　どうかこの結婚がマイナスなことばかりじゃありませんように、と願った。




　木嶋さんが護衛について十日経った頃、ついに久次さんから話があるから家に来るよう連絡が入った。

『十五時に来るように』

「はい、わかりました」

　用件だけ伝えてすぐに通話が切られた。いつもと変わらない冷たい声に胸がギュッとなる。

「円城様からですか？」

　近くにいた木嶋さんに心配そうに聞かれ、深く頷いた。

「十五時に家に来るように言われたので、なにか作って持っていこうと思います」

　今はまだ十時過ぎ。作る時間は充分にある。

「それはいい考えですね。もしお手伝いできることがありましたら、遠慮なくおっしゃってください」

「ありがとうございます」

　十五時ならちょうどお茶をする時間帯だ。いきなり料理を作って持っていっても、食べてくれない可能性が高い。

　だからお茶請け用にお菓子を作っていこう。

「あの、お菓子を作っていこうと思うのですが、なにがいいと思いますか？」

　お菓子といってもたくさんの種類がある。久次さんの好みなどわからないし、無難なのはやはりクッキーだろうか。

　正解がわからなくて木嶋さんに尋ねると、彼は目を丸くさせた。

「もしかして紅葉様はお菓子も作れるんですか？」

「はい、一通りは」

　もちろんプロには負けるけれど、それなりには毎回作れていると思う。

「そうですか、すごいですね。お菓子まで作れるとは」

　口に手を当てて感心する木嶋さんを見て、ハードルを上げてしまった気がしてならない。

「あの、本当に趣味程度のクオリティですよ？　料理ほどは自信がないですし」

「それでも作れるのはすごいことですので、自信を持って円城様に差し入れしましょう。きっと喜んでいただけると思います」

　久次さんが私の作ったお菓子を食べて喜ぶ姿なんて想像できないけれど、木嶋さんに言われるとそうなる気がするから不思議だ。

「ありがとうございます。……えっと、じゃあ無難にクッキーでもいいと思いますか？」

「はい。クッキーを嫌いな方は少ないかと思います」

「じゃあ、そうします」

　幸い材料は揃っていたから、すぐに取りかかった。

　普段はチョコチップクッキーや、アイスボックスクッキーを作ることが多いけれど、久次さんは甘いものが苦手な可能性もある。

　だからバターや甘さを控えたクリームチーズクッキーを作ってみよう。

　何度も作ってはいるけれど、今日ばかりは失敗できない。型抜きしてオーブンに並べたクッキーが焼かれる様子を離れずに見守ること数十分。キッチンには香ばしい香りが漂い始める。

　火傷しないように取り出すと、いい感じに焼けていた。

　少し冷ましてからさっそく味見をすると、いつも以上においしくできている。

「どうですか？　うまくできました？」

「はい。よかったら木嶋さんも味見していただけませんか？」

「いいんですか？　私がいただいても」

「もちろんです。手伝ってくださり、ありがとうございます。あ、まだ少し熱いので気をつけてくださいね」

　そっとクッキーがのった皿を差し出すと、彼は「ありがとうございます」と言って一枚手に取る。

　サクッと音を立てて食べると、木嶋さんは顔を綻ばせた。

「クリームチーズがとてもいいアクセントになっていますね。これなら甘いものが苦手な男性でも食べやすいと思います」

「本当ですか？」

「はい。自信を持ってお渡しください」

　そう言って微笑む彼に、胸がきゅんとなる。

「ありがとうございます。えっと、じゃあラッピングしちゃいます」

「お手伝いしますよ」

　クッキーを袋に入れ始めた木嶋さんの隣で、私のラッピングする手は少し震えていた。

　さっきから感じるときめきは、木嶋さんが私を勇気づける言葉を言ってくれたからであって、深い意味はない。

　これから久次さんに会うんだから、早くこの胸の高鳴りを抑えないと。

　そう自分に言い聞かせて綺麗にラッピングを施していった。




　それから身支度を済ませて家を出た。

「え？　円城家から迎えの車は手配されず、電車とバスで向かわれるんですか？」

「はい、いつもそうですよ」

　迎えの車なんて滅相もない。

「我が社に護衛を依頼するくらいですから、てっきり車で行かれるものだとばかり……」

　驚きを隠せずにいる木嶋さんに、乾いた笑い声が漏れてしまう。

「前にも言いましたが、私と久次さんは普通の関係ではないんです。正直、どうして私なんかに護衛をつけてくれたのかも謎なくらいで」

　でも今は木嶋さんを私につけてくれたことに感謝している。

「ですから気になさらないでください。こんなことで動揺されていたら、実際に久次さんに会った時、もっと驚くことになると思いますよ？」

　自分の父が雇った護衛がいる前で辛しん辣らつな言葉を口にすることはないと思いたいけれど、これまでのことを考えるとないとは言いきれない。

　木嶋さんも以前、自分がいても気にせずに普段通りに過ごしてくださいって言っていたし、護衛の存在を気にせずに心ない言葉を言ってくる可能性もある。

「前にも言いましたが、私に対する久次さんの態度は普通のことなので、いっさい気になさらないでください」

「……わかりました」

　小さく一礼をすると木嶋さんはいつものように私の隣に並ぶ。

「じゃあ行きましょうか」

「はい」

　久次さんがどんな用事で私を呼んだのかわからないけれど、タイミングを見てクッキーを渡して、そして自分の気持ちを伝えられたらいいな。

　これまでは久次さんに呼ばれるたびに円城家に行くのが億劫だったのに、今は木嶋さんがいるからだろうか。早く久次さんに会って、話をしたいと思えている。これも全部木嶋さんのおかげだ。

　心の中で何度も彼に感謝をして円城家へと向かった。




　電車とバスに揺られ、バス停からさらに歩くこと十分。見えてきた大きな邸宅。それに似合う門扉の前で足を止めた。

「立派なお屋敷ですね」

「木嶋さん、こちらに来るのは初めてなんですか？」

「はい。契約は会社が執り行いましたし、私の護衛対象者は紅葉様ですから。久次様には先日、お父様の病室を出られた際に挨拶させていただきましたし、円城様にもお会いしたことはありますが、ご自宅に伺うのは初めてです」

　そうだったんだ、意外。てっきり家にも足を運んでいたと思っていた。

「中も豪華なので、もっとびっくりすると思いますよ」

　私も初めて円城家を訪れた時は、本当に驚いた。どこを見ても高価そうな絵画や美術品であふれていて、家具一つひとつだってそう。

　有名な職人にオーダーメイドしたものや、世界的にも有名な家具ブランドの一点ものだったりする。

　だから初めの頃はソファに座ってお茶を飲むことさえ緊張した。カップも高価なものだったし、壊したら大変なことになるから。

　インターホンを押すとすぐに家政婦が出迎えてくれた。

「いらっしゃいませ、紅葉様。久次様がすでにお待ちです。お急ぎください」

　嘘、まだ十五時になる十五分前だよね？　今日は平日で久次さんは仕事だったはず。それなのに私に話すために帰宅したってことは、思った以上に重要な話なのかもしれない。

　そう思うと一気に緊張がはしる。

　家政婦に案内されてリビングへ向かう。

「久次様、紅葉様がいらっしゃいました」

「通せ」

　部屋の中から聞こえてきたのは、久次さんの不機嫌な声。どこか怒っているようにも感じる。

　いったいなにがあったのだろうか。この前、病院で鉢合わせしてしまい、無駄な労力を使ったことを今も根に持っているとか？　でもあの日の夜に電話で文句を言われたし、それ以降はなにもなかったのに。それとも私が気づかないうちに彼を怒らせるようなことをした？　ううん、最近は会っていなかったし、そんなことはないと思うんだけれど。

　身に覚えがないから余計に不安になる。

「どうぞ」

　家政婦にドアを開けてもらいリビングに足を踏み入れる。

「遅かったじゃないか！　忙しい俺を待たすとはいい身分だな」

「すみません。次からは三十分前には伺うようにします」

　一歩足を踏み入れた瞬間に罵声を浴びせられ、私は深く頭を下げた。

「わかればいい。さっさと座れ」

「はい」

　やっと座ることを許され、久次さんが首で合図を送ったのに従い彼から見て右側のソファに腰を下ろした。

　するとなぜか久次さんは鋭い目で私の背後に立つ木嶋さんを見る。

「またお前か。平気な顔して現れるなんていい度胸だな」

「なんの話でしょう」

　すると久次さんは、嫌悪感を露わにした。

「とぼけるな。お前のせいで俺はとんだ恥をかいたんだぞ？　友人から俺の婚約者が男を引きつれて楽しそうに街を歩いていたと聞いてな。婚約者に浮気されていると勘違いされたんだ」

「申し訳ございません。すべて私の責任です」

　すぐに木嶋さんが謝罪をしたが、久次さんの怒りは収まらないようでヒートアップしていく。

「ただの護衛がなぜ依頼主の隣を歩いていたんだ？　それも仲睦まじく歩いていたそうじゃないか。まさか紅葉、俺を裏切るようなことをしているんじゃないよな？」

　疑いの目を向けられ、慌てて答えた。

「誤解です。それに悪いのは木嶋さんではなく私なんです。……私に護衛をつけていただけるなんて身に余ることで慣れていなくて、後ろについて歩かれるのが嫌だと無理を言ったんです」

　私のせいで木嶋さんに迷惑をかけるわけにはいかない。

「木嶋さんは私のつまらない話に合わせて、笑ってくださっただけです。ですが久次さんにご迷惑をおかけしてしまうなら、私に護衛はつけてくださらなくて結構です」

　これ以上木嶋さんが私の護衛としてそばにいたら、また変な噂が飛び交うかもしれない。

　そうなったら木嶋さんに恩を仇で返すことになる。久次さんにだって悪い印象を持たれてしまう。

　それだけは避けたくて必死に言うと、久次さんは「ふん」と言ってソファの背もたれに体重を預けた。

「父さんの決定を俺が変えることなどできない。今後、行動には気をつけるように」

「はい。本当にすみませんでした」

　次に久次さんは木嶋さんを見上げた。

「今回は紅葉に免じて父さんに報告はしないが、お前も今後気をつけろよ。婚約者が護衛と浮気だなんて噂がこれ以上流れたら、俺のメンツが丸潰れだ」

「申し訳ございませんでした。今後は細心の注意を払って紅葉様の護衛にあたらせていただきます」

　再度木嶋さんが誠心誠意謝罪したことで久次さんの怒りも収まったのか、小さく息を吐いた。

「あぁ、そうしてくれ。……どうやら父さん、何者かに命を狙われているようなんだ」

　頭を抱えてポロッと漏らした久次さんの一言に耳を疑う。

「それは本当ですか？」

「嘘を言ってなにになる。どうしてそうなったのか、詳しい経緯は知らないが身の危険を感じたから俺たちにも護衛をつけたそうだ。いいか？　不意に近づいてくる者がいたらとにかく疑うんだ。身内である俺たちを餌に父さんを脅かす可能性もある」

　そこまでして彼の父が命を襲われる原因はなんだろうか。ひとつの企業のトップに立つのは容易なことではないと思う。でもいくら物騒な世の中で敵も多い世界だとしても、命を狙われるほどのことなんてあり得る？

　ふと由香里が以前、冗談交じりに言っていたことを思い出す。

　まさか本当に法を犯すようなことをしたとか？

　浮かんだ考えを必死に頭の中から払ふっ拭しょくする。

「それとくれぐれも俺の婚約者として品位に欠ける行動だけはとるなよ。結婚してからも誰もが羨む妻になるんだ。いいな？」

「……はい」

　威圧的な態度に、バッグの中に入っているクッキーを出すか出すまいか、今さらながら躊躇してしまう。

　やっぱり作ってこなければよかっただろうか。差し出しても受け取ってくれない気がする。

「喉が渇いたな。おい、外にいる家政婦に珈琲を淹れてこいと伝えろ」

　命令口調で言われた彼の護衛のうちのひとりが、小さく頭を下げて廊下に出ていった。

　もしかして普段から久次さんは護衛にあたってくれている人に対し、こんな態度をとっているのだろうか。

　久次さんの残りのふたりの護衛の様子を窺うと、予想は当たっているのか疲労の色が見える。

「遅いな。おい、もうひとり行って珈琲に合う菓子を持ってこい」

「はい」

　久次さんに言われ、出ていったもうひとりの護衛の背中を見送ると、木嶋さんと目が合った。すると彼は口を動かしながら、私が手にしているバッグを指差した。

　そうだ、今日はこのクッキーを渡して自分の気持ちを伝えると決めてきたんだ。

　それにさっき久次さん、珈琲と一緒にお菓子を食べたいと言っていたし渡す絶好のチャンスだ。

　緊張で心臓が早鐘を打つ中、勇気を振り絞って口を開いた。

「あの、久次さん」

「なんだ？」

　ぶっきらぼうに返事をした彼に、バッグの中から綺麗にラッピングをしたクッキーを差し出した。

「これはなんだ？」

　怪訝そうに片眉を上げた彼に「私が作ったクッキーです」と伝えた。

「クリームチーズを使って甘さ控えめに作ってきました」

「そうか」

　即刻「いらない」と言われることも覚悟していたから、予想外の返事をされ、期待に胸が高まる。

「実は私、お菓子や料理を作ることが好きで、結婚したら家族に手料理を振る舞うことにずっと憧れてきたんです」

　初めて久次さんに伝えた夢。どうか叶えさせてほしい。

「もし私が作ったお菓子や料理が久次さんのお口に合ったら、結婚後の食事は私に任せていただけませんか？　……久次さんと毎食、食卓を囲みたいんです」

　最後まで話を聞いてもらえた。これには私の提案を受け入れてくれるかもと期待してしまう。

　緊張が高まる中、ジッと久次さんの答えを待つ。

　さっきから表情を変えずに彼もまた私を見つめている。久次さんは今、なにを考えているのだろう。

　たった十数秒間が異様に長く感じる中、久次さんはにっこりと微笑んだ。その姿に安堵した次の瞬間、彼の手がクッキーの入った袋を払いのけた。

「素人の作ったものはいっさい食べないと言った俺に対して、よくも手作りのものなど差し出せたな」

　怒りを露わにした久次さんは立ち上がり、クッキーの入った袋を思いっきり踏みつけた。

「しかも結婚後は、食事を作らせてほしいだと？　厚かましいにもほどがある！」

　何度も踏みつけられるたびに、袋の中でクッキーが粉々に砕ける音が聞こえてくる。

　その様子を目の当たりにして、じわっと涙が滲む。

　やっぱり久次さんと理想の結婚生活を夢見たらいけなかったんだ。彼は私を自分の利益に繋がる道具としか思っていない。

　私と普通の結婚をするつもりも、夫婦になるつもりもないんだ。

「生活の保障だけではなく、楽な暮らしをさせてやると言っているのに、よくそんなことが言えたな！　いいか？　また俺を怒らせるようなことを言ったら、肩代わりした借金や父親の治療費など一生をかけて返してもらう」

「すみませっ……」

　あまりに久次さんがすごい形相で怒るものだから、恐怖で声がうまく出てこない。それでも必死に頭を下げて謝る。

「わかったら、早くこのごみを持ってさっさと帰れ！」

　さんざん踏みつけた袋を手にすると、久次さんは私に向かって投げつけた。

　痛みを覚悟して固くギュッと目を閉じたが、いつまで経っても痛みは襲ってこない。おそるおそる目を開けると、私を庇かばうように木嶋さんが立っていて近くには袋が落ちていた。

「木嶋さん……？」

　私を庇ってくれたんだよね？　怪我はしていない？

　心配になって様子を窺うものの、木嶋さんは真っ直ぐに久次さんを見つめている。その姿に久次さんはたじろいた。

「な、なんだその目は！　俺に対してそんな態度をとっていいと思っているのか!?」

　声を荒らげる久次さんに対し、木嶋さんは冷静に言った。

「私はあくまで、依頼主から紅葉様を守るよう命じられた自分の仕事をまっとうしたまでです」

「……っ」

　悔しそうに唇を噛みしめる久次さんに、木嶋さんは続ける。

「それと円城様の先ほどの言動は、目に余るものがございます。今後、紅葉様に危険を及ぼす可能性のある人物として上にも報告をさせていただきます」

「なにを言って……っ」

「なにより婚約者にとる行動とは、到底思えません。ここからは個人的な意見として言わせていただきますが、あなたのような他人の痛みを知らない人間がトップに立つ会社になど、未来はないでしょう。そこに勤める従業員がかわいそうだ」

　木嶋さん……。

　怒りのこもった声で放たれた言葉に、鼻がツンとなる。

「もちろん事情があるにせよ、あなたのような男と結婚しなくてはいけない紅葉様もです。あなたに紅葉様はもったいない。……結婚なさるまでに少しでも見合う男になるべきだ」

「言わせておけば調子に乗りやがって……！」

　今にも木嶋さんに殴りかかりそうな久次さんを、彼の護衛が身体を張って止める。

「離せ！　こいつだけは一発殴らないと気が済まない！」

「落ち着いてください。……久次様がかなうお相手ではございません」

「なに!?」

　癇しゃくに障ったようで久次さんは護衛の胸ぐらを掴んだ。

「どういう意味だ。俺が弱いとでも言いたいのか？　いや、それよりも俺の護衛のくせに、なぜ俺を守らない！　そうだ、俺の護衛ならあいつを殴ってこい」

　とんでもない命令をする久次さんに、彼は固く目を閉じた。

「無理ですよ。私たち三人がかりでもあの方に力ではかないませんから」

「なんだと!?」

　嘘、木嶋さんってそんなに強いの？

　護衛の男性が嘘を言っているようには見えず、久次さんは狼うろ狽たえだした。その姿を見て木嶋さんは私の手を取る。

「今後、紅葉様に対しての言動には充分にお気をつけください。いいですか？　これは警告です」

「……っ」

　怒りのこもった目を向けられるが、すぐに久次さんから隠すように木嶋さんが私の前に立った。

「帰りましょう、紅葉様」

「でも……」

　大丈夫だろうか、久次さんを怒らせたまま帰っても。後になって大変なことになったりしない？

　その不安が拭えず、立ち上がることができずにいると、木嶋さんが優しい声色で言った。

「ご安心ください。紅葉様は全力で私がお守りしますから」

「木嶋さん……」

　ここで素直に帰ったりしたら久次さんのことだ、さんざん嫌味を言われ続けるだろう。そうわかっているのに、木嶋さんのことを信じたくてたまらない自分がいる。

　彼ならすべてのことから私を守ってくれると。そう、信じてもいい？

「さぁ、紅葉様。こんなところに長居は無用です」

　この先、どうなるかなんてわからない。後日、久次さんにひたすら頭を下げ続けることになるかもしれないし、最悪の場合は肩代わりしてもらった借金を返せと言われる可能性もある。

　それでも今は……今だけは木嶋さんを信じたい。

「……はい！」

　彼の手をギュッと握り返し、ゆっくりと立ち上がった。そして呆気にとられている久次さんに目を向ける。

「すみません、久次さん。今日はここで失礼します」

　頭を下げると木嶋さんはそっと私を守るように背中に腕を回した。

「失礼します」

　小さく頭を下げて言った木嶋さんに対し、久次さんは「二度と来るな！」と怒鳴った。さらに「紅葉、今度会ったら覚えていろよ！」と怖いことを言う。

「大丈夫です、紅葉様。……あんな言葉を鵜呑みにして怖がることはございません」

　進むスピードを速め、木嶋さんはリビングのドアを開けてくれた。出る前に少しだけ振り返って見ると、今にも襲ってきそうな勢いの久次さんを、護衛の男性たちが必死に押さえつけて宥なだめていた。

　あの姿を見る限り、久次さんとこれ以上歩み寄ることは不可能なんだろうな。些細な憧れも叶えてくれそうにない。

　さっきの光景が脳裏に浮かび、涙があふれそうになる。

　それに気づいたのか、木嶋さんは足を止めて「失礼します」と言うと軽々と私を抱き上げた。

「キャッ!?」

　いきなりお姫様抱っこされて、咄嗟に彼の首に腕を回してしがみついた。

「き、木嶋さん？」

　初めての経験に恥ずかしいやら重くないか心配になるやら、頭の中はパニック状態。しかし木嶋さんは平然と私を抱きかかえたまま玄関へと歩を進める。

「あんなやつのために泣くことはありません。……と言いたいところですが、泣きたい時は我慢せずに泣いてください。そうすればすっきりするはずです。泣き顔を見られたくなかったら、私に顔を埋めてくださってけっこうです」

「木嶋さん……」

　本当にどうして彼はこんなにも優しいのだろうか。私を守るのが仕事だとわかっていても、甘えたくてたまらなくなる。

「すみませっ……」

　こらえきれずあふれた涙を隠すように、私は彼の肩に顔を埋めた。

「大通りに出たらタクシーを拾って帰りましょう。……それまでは思う存分泣いてください」

「は、い」

　今だけは木嶋さんに甘えたい。

　円城家を出た後、彼は私が泣き止むタイミングに合わせるようにゆっくりと大通りに向かった。










ただ、素直な気持ちを伝えたい




「ふ～ん……。それで私の護衛も一緒に遠い席に座らされたんだ」

「うん。それに木嶋さんも由香里の護衛と仕事の話があるって言っていたし」

「そうだとしても、端と端のテーブルに座る必要はなかったでしょうに」

　ため息交じりに言う由香里に、私はチラッと遠くの席で真剣な表情で話すふたりに目を向ける。

　久次さんとの一件から一週間余り経つが、私はこれまでのように木嶋さんに接することができなくなっていた。

　自分では普通に接しているつもりだけれど、何気ない言葉や仕草にドキッとしてしまい、今までどんなふうに木嶋さんと過ごしていたのかさえ、わからなくなるほどだった。

　久次さんという婚約者がいるのに、他の男性を意識しているなんてあってはならないこと。そう頭ではわかっているけれど、心がいうことを聞いてくれない。

　ひとりでは抱えきれない悩みとなり、意を決して由香里に相談するために彼女をランチに誘った。

　不ふ埒らちだと文句を言われたり、軽蔑されたりすることも覚悟して打ち明けたら、由香里の反応は違った。

　なぜか嬉しそうに頬を緩めては、さっきのように言ってきたわけだ。

「でもまぁ、さすが紅葉ね。男を見る目があるわ」

「どういうこと？」

　聞き返すと、由香里は人差し指を立てて、得意げに話しだした。

「私の護衛の溝みぞ口ぐちさんに聞いたんだけどね、溝口さんと木嶋さんは、元警察のＳＰだったんだって」

「そう、だったんだ」

　ってことは、木嶋さんは元警官だってことだよね？　意外な事実に驚きを隠せない。

「警察のＳＰって誰でも簡単になれるものじゃないらしいよ。その中でも木嶋さんはエリート中のエリートで、総理大臣や国賓の護衛にあたっていたみたい」

　総理大臣に国賓？　それってかなりすごいことだ。そんな仕事を辞めてどうして今は民間の警備会社に勤めているんだろう。

「それだけ厳しい訓練を積んでいる人だし、警察内でも木嶋さんに勝てる人はいなかったらしい」

「そうなんだ」

　こんな話を聞くと私は木嶋さんに関して、なにも知らないんだなって痛感する。

　これまで彼がどんな人生を歩んできたのかはもちろん、なにに興味があってどんなことが好きなのか、ほとんど知らない。

　知っているのは好き嫌いなくなんでも食べることと、器用な人ですべてにおいてソツなくこなすことができること。それと笑顔が素敵なことくらいだ。

「正義感にあふれていて真面目で誰からも慕われていたんだって。加えてあの容姿でしょ？　かなりモテたらしいけど、仕事人間で女の影もなかったらしいよ。ちなみに溝口さん情報によると結婚はもちろん、恋人もいないらしい」

「そ、そう、なんだ」

　いつの間にか前のめりになって顔を近づけては力説する由香里に、私は思いっきり身体をのけ反らせた。

「だから紅葉！　今がチャンスよ」

「チャンスって……？」

　小首を傾げる私に、由香里は焦れったそうに続けた。

「もう！　とぼけないの！　こうして私を呼び出して打ち明けるほど木嶋さんに惹かれているんでしょ？」

「それはっ……！」

　事実だから言葉が続かない。いや、あんなに素敵な人に好意を寄せないほうがおかしいと思う。

「紅葉は不埒だって言っていたけど、私はいいと思うな。だってお兄ちゃんとはまだ婚約段階で結婚しているわけじゃないし！　もちろん様々な事情があって簡単なことではないと思うけど、人生は一度きりだもん。なにがあっても紅葉には幸せになってほしい」

「由香里……」

　本当に由香里は私の気持ちに寄り添ってくれる。

「お兄ちゃんと結婚しちゃったら、告白さえもできなくなるんだよ？　紅葉にとって初恋なんでしょ？　だったらなおさら後悔してほしくないし、素直になってほしい」

「うん……ありがとう」

　笑顔を見ただけで胸が苦しくなるのも、どんな私も肯定してくれて嬉しく思うのも、彼と過ごす時間を心地よく感じたのも全部が初めての経験だった。

　きっと……ううん、絶対にこれが恋なんだと思う。できるなら由香里の言うように後悔したくない。報われなくてもいいから好きって気持ちを伝えたいよ。

「告白、してもいいと思う？」

「いいに決まってるじゃない！　むしろ婚約破棄も念頭に置いて、結婚回避に全力で取り組んでいいと思う！」

「いや、さすがに久次さんとの結婚は避けられないよ」

「どうして？」

　間髪を容れずに聞くと、由香里は真剣な表情で私に言い聞かせるように話し始めた。

「これまでは紅葉に好きな人がいなかったし、前にお兄ちゃんも結婚したら変わるかもしれないって前向きだったから強く言わなかったけど、まだ諦めるには早いんじゃない？　お兄ちゃんと結婚しなくて済む方法があるかもしれないじゃない」

　久次さんと結婚しない方法なんて、そんなのないよ。父は抱えている借金の正確な金額を教えてはくれなかったけれど、おそらく何百万とあったはず。

　それに加えて父の入院費用や治療費、生活費をあわせたらかなりの金額になる。

　この前会って以来、久次さんからの連絡はないけれど、このタイミングで結婚をなかったことにしたいと言ったら、またなにを言われるか。

「まずは紅葉のお父さんに事実を伝えてみたら？　お兄ちゃんの傲慢な性格を知ったら結婚に反対してくれると思う。それに紅葉の気持ちだって言っていないんでしょ？」

　なにも言わない私に対して、由香里は力強い声で私に訴える。

「紅葉は本当のことを言ったらお父さんの病気に障ると思っているのかもしれないけど、私は結婚してから事実を知ったらお父さん、悲しむんじゃないかなって思うよ。だって紅葉には誰よりも幸せになってほしいって言われたんでしょ？　いいの？　お父さんの願いを叶えてあげなくて」

　由香里ってば、ここぞとばかりに痛いところを突いてくる。いつもお見舞いに行くたびに、嬉しそうに久次さんの話をする父には、ずっと事実を告げられずにいた。

　久次さんは父の前では誰もが羨む婚約者を演じてくれているし、結婚後も続けてくれるなら父に心配かけることもないからいいと思っていた。

　でもこの前の一件以降、本当にそれでいいのかと悩み始めている。

　あれほど激昂した久次さんは初めて見た。結婚後、あんなふうに何度も罵られても耐えられるのか。父にもいつか本性を出さないかと不安になってしまう。

　そうしたら父は久次さんとの結婚を祝福した自分を後悔し、苦しんでしまうかもしれない。

　大切に育ててくれた大好きな父を悲しませてまで、久次さんと結婚する意味ってなんだろう。

　久次さんと結婚したら苦労をせずに楽な生活ができる。でもそれは私が望む幸せではない。貧しくたって好きな人と支え合いながら暮らしていきたい。

　毎日笑って過ごせたら、どんなに幸せか。そんな日々は、久次さんと結婚したら絶対に訪れることはないよね。

　お金ならどんなに時間がかかってでも、一生をかけて返していけばいい。大切なのは、自分らしく生きていくことだ。父だってそれをなによりも望んでいるはず。

　どうしてそんな大切なことに気づかなかったんだろう。

「幸せになれない結婚をしたって、お父さんは喜んでくれないよね」

　ポロッと本音を漏らすと、由香里は何度も首を縦に振った。

「う、うん！　そうだよ、紅葉！」

　勢いあまって立ち上がった由香里にギョッとなる。

「ゆ、由香里」

「あ……ごめん。つい」

　一気に周囲の視線を集めたことに気づき、由香里は背中を丸めて静かに座った。

「紅葉がやっと自分の幸せを考え始めてくれたことが、ものすごく嬉しくてさ」

「うん、由香里に言われて今さらながら気づくことができたよ。……お父さんのためとか、お金のためとか、理由をつけて望んでいない結婚をしたってお父さんは絶対に喜ばないって。なんの資格も経験もない私にはアルバイトしかできないかもしれないけど、かけもちでもして頑張ってお金を貯めればいいし、お父さんならきっと結婚しなくていいって言うと思う」

　父は誰よりも母と私を大切にしてくれた。だからこそ私も父を大切にしたいと思い、久次さんと結婚しようと決めた。それがすべて間違いだったんだ。

「たとえ家族になれなくたって、紅葉の一番の味方で親友は私だからね？　なにかあったら本当にどんなことでもいいから言って。……ひとりで抱え込むことはしないこと！　わかった？」

「はい」

　まるで子供に言い聞かせるように言うものだから、クスッと笑みが零れる。

「じゃあ、まずはお兄ちゃんとの婚約を破棄して、それから木嶋さんに告白だね！　結婚がなくなれば紅葉に護衛はつかなくなっちゃうし、告白するタイミングは重要だよ？」

「それはわかっているけど、でもまだ告白するとは決めていないから。……護衛対象からの告白なんて、木嶋さんにとって迷惑でしかないと思うし」

　真面目な彼だもの、自分のせいで私と久次さんの婚約が破棄されたと知ったら責任を感じるかもしれない。

「でもすべて解決して落ち着いたら結果がどうであれ、気持ちは伝えたいな」

「うんうん、そうだよね。でも私は脈ありだと思うけどなー。だって普通、いくら護衛対象だからって庇ってくれて、お姫様抱っこまでしちゃう？」

　先日の一件が脳裏に浮かんでしまい、顔が熱くなっていく。

「それは木嶋さんが優しい人だから」

「一緒に過ごすうちに惹かれたのは、紅葉だけじゃないかもしれないでしょ？　私は期待してもいいと思うよ」

　それ以上の理由はないと思うし、彼にとって私はただの護衛対象でしかないはず。だけど由香里は私の心を乱すことを続けて言うから、たまらず手をパンと叩いて止めに入った。

「はい、もうこの話はおしまい！」

「あ、逃げた」

「逃げてないよ。由香里がからかうのがいけないんでしょ？」

「そりゃからかいたくなるよ。紅葉の初恋だもん。全力で応援しているからね」

　親指を立ててウインクする由香里に、乾いた笑い声が漏れる。

　だけど話を聞いてくれて、大切なことに気づかせてくれた由香里には心から感謝するよ。

　まずは父に久次さんのことと、自分の思いを伝えよう。

　それから由香里と楽しい時間を過ごした。




「ご友人との会食は楽しまれましたか？」

「はい、おかげさまで。……すみません、長い時間お待たせしてしまい」

　由香里と別れたのは十四時過ぎ。ランチ時間ギリギリまでカフェで過ごしてしまった。

　話が盛り上がり、店員にラストオーダーを聞かれてだいぶ長い時間盛り上がっていたことに気づき、慌ててカフェを出た。

　電車に乗って最寄り駅で降り、いつものように並んで自宅アパートへ向かう。

　久次さんには、いつ誰に見られているかわからないから気をつけるよう言われたけれど、木嶋さんは「私が守るべきは紅葉様なので、あなたの頼みごと以外は聞くつもりありません」と言い、これまでのように対応してくれている。

「いいえ、私も同僚と情報交換ができましたので助かりました。しかし兄妹というのが信じられないほど由香里様はお兄様と似ていらっしゃらないですね」

　木嶋さんは真面目な顔で淡々と言うものだから、なんだか可笑しくて笑ってしまった。

「どうして笑われるんですか？」

　また真面目な表情で聞かれ、「すみません」と謝りながらその理由を伝えた。

「木嶋さんがあまりにサラッと辛辣なことを言うのが可笑しくて。それとさっきの話を聞いたら、由香里は『そうでしょ！』って言って喜ぶだろうなって思ったら笑えちゃいました」

「辛辣でしたか？　私は事実を述べたまでですけど」

「けっこうな辛辣具合でしたよ？」

　自覚のない木嶋さんに念を押すように言う。

「でも私も同意見です。久次さんと由香里は似ていませんから」

　本当に兄妹なの？と思うほど性格は正反対だ。

　思ったことを口にすると、今度は木嶋さんが「フッ」と笑みを零した。

「紅葉様もたいがい辛辣ですよ。まぁ、事実なので仕方のないことですが」

　ボソッと付け足して言った言葉に耳を疑う。

　え？　今の木嶋さんが言ったんだよね？

　普段の彼からは想像できない言葉に思わず足を止めると、木嶋さんもまた足を止めて振り返りながら聞いてきた。

「どうされましたか？」

「あ、いいえ。なんでもありません」

　彼もチクリと嫌味を言ったりするんだ。そうだよね、それが普通だ。でもそれも新たな彼の一面を知れた気がして頬が緩む。

「そういえば木嶋さんはご兄弟はいらっしゃるんですか？」

　ふと気になって再び歩を進めながら尋ねたものの、すぐにプライベートなことを聞くのはまずかったのでは？と後悔する。

　しかし木嶋さんは気にする素振りも見せず、すぐに「兄がひとりいます」と答えてくれた。

「兄は七つ上ということもあり、頼りになる大切な存在です。兄になにかあれば、全力で守りたいと思っています」

　そう話す木嶋さんはとても優しい顔をしていて、彼にとってお兄さんの存在がどれほど大きいのかが垣間見られる。

「仲がいいんですね」

「そうですね、兄弟仲はいいほうだと思います。時間が合えば酒を飲み交わしていますし」

　木嶋さんがお兄さんとお酒を飲む様子は、ちょっと想像できないな。いつも真面目に働く姿しか私は知らないから。

　家族の前では木嶋さんも表情を崩して、いつも笑っているのかな？　家ではどんなふうに過ごしているんだろう。

　ひとつのことを知ると、もっと知りたいという欲求が生まれる。これは誰かを好きになるとみんな抱く感情なのだろうか。

「小さい頃はよくふたりで遊び、兄が社会人になってからですが、何度かふたりで旅行にも出かけていました。今は旅行することはなかなか難しいですが、いい思い出です」

「私はひとりっ子だったので、兄妹に憧れがあって……。ふたりで旅行とか羨ましい話です」

　木嶋さんが饒舌に自分の話をしてくれるのが、たまらなく嬉しい。

「今では私も兄弟がいてよかったと思いますが、幼い頃は逆にひとりっ子に憧れていたんですよ」

「そうなんですか？」

　仲がいいって言っていたのに、どうしてだろう。

「兄は本当に優秀で、なにかにつけて周りからは比べられてきました。それがたまらなく嫌で、兄弟なんていらないと思った時期もありました」

　私は兄妹がいたら毎日が楽しいだろうなって単純に考えていたけれど、いたらいたで大変なこともあるんだ。

「しかし両親は兄と私を比べることなく、変わらない愛情を注いでくれました。そのおかげで兄を嫌うことはありませんでした。……私と兄を比べた親戚たちは嫌いになりましたがね」

　含み笑いを浮かべる木嶋さんだけれど、私だって彼の立場だったら親戚のことを嫌いになりそう。きっと木嶋さんのご家族も素敵な人たちなんだろうな。

「すみません、こんな話を聞かせてしまい」

「いいえ、そんな。聞けて嬉しかったです」

　プライベートな話をするくらい、少しは私に気を許していると自うぬ惚ぼれてもいいよね。

　父に久次さんのことを伝えて婚約も解消したいと話したら、近いうち木嶋さんは私の護衛ではなくなる。

　そうしたらこうして彼とふたりで並んで歩くことも、守ってもらうこともできなくなるのはもちろん、会うこともかなわなくなるんだ。

　木嶋さんと一緒に過ごせる、あと僅かな時間を大切にしたい。そして別れの日に、できたら好きだと伝えたい。

　迷惑だとわかってはいるけれど、会えなくなってから後悔したって遅いもの。

「帰りにスーパーに寄られますか？」

「はい、お願いします」

「わかりました。あ、エコバッグを忘れてしまいましたね」

「そういえばそうですね。仕方ありません、袋を買いましょう」

　木嶋さんが初めて家に来た日は、こんな会話をする仲になれるとは夢にも思わなかった。本気でエコバッグを忘れたことを悔やむ彼の姿に笑みを零しながら、いつものスーパーへと向かった。

　次の日、夕食を食べ終えてソファで寛いでいる時に、久しぶりに久次さんから連絡がきた。

　ただ、いつもは電話なのに今回に限ってはメッセージが送られてきただけで、それも今すぐ来いなどではなく、一カ月後に彼の家で親戚の集まりがあるらしく、食事会に私も参加するようにという内容だった。

「食事会ですか」

「はい、親戚が集まるようです」

　メッセージの内容をデスクワークをしていた木嶋さんに伝えながら、動揺してしまう。

　久次さんと結婚しないと決めた以上、彼の親族と関わらないほうがいい。明日にでも父に打ち明けて、早々と婚約破棄に向けて話を進めていかないと。

　きっと久次さんたちは公家という格式ある後ろ盾が必要なのだから、そう簡単に婚約破棄をしてはくれないだろう。

「すみません、木嶋さん。明日、父の病院に行ってもいいですか？」

「もちろんです。……大丈夫ですか？　顔色が優れませんが」

　私のただならぬ様子に気づいたのか、心配そうに聞かれて慌てて答えた。

「いいえ、その、急に父の顔が見たくなってしまって」

　平静を装いながら言うと、木嶋さんはどうにか納得してくれた様子。

「そうですか。……わかりました。何時頃行かれますか？」

「明日は検査の予定はなかったと思うので、午後から行こうと思います」

「承知しました。そろそろ入浴されますよね？　ちょうど代わりの者が到着したようなので、交代したいと思います」

　常につけているハンズフリーイヤホンを通して連絡があったようで、木嶋さんはパソコンなどを片づけて立ち上がった。

「それではまた明日伺います」

「はい、お願いします。お疲れさまでした」

　玄関先で木嶋さんを見送ると、入れ替わるように女性スタッフがやってきた。

　彼女に護衛をお願いしてから、入浴中ずっと明日のことを考えていた。

　久次さんのことを話したら父は間違いなく驚き、そして悲しんで自分を悔やむだろう。その姿を想像すると胸が痛むけれど、事実を告げないでいるほうがもっと父を傷つけるはずと自分に言い聞かせる。

　木嶋さんは私が父の見舞いに行くと、病室の外で護衛してくれている。でも明日は木嶋さんにも話を聞いてもらいたい。今後の彼の仕事にも関わることだから。

　何度もどうやって父に切り出すか考えた後、明日に備えて早めに布団に入った。




「あれ？　今日は来る日じゃなかったよな？　どうしたんだ？」

　時刻は十三時過ぎで、のんびりとテレビを眺めていた父は、連絡もなしに訪れた私にびっくりしている。

「うん、ちょっと話したいことがあって……。あの、木嶋さんにも聞いてほしい話なんです」

　病室の外に出ようとする木嶋さんを引きとめた。

「私もですか？」

　父同様、驚いた表情で私を見る木嶋さんに首を縦に振る。

「はい、お願いします」

　私の話を聞いて木嶋さんは困惑しながら「わかりました」と言って、静かに病室のドアを閉めた。

「それで紅葉、話ってなんだ？」

　椅子に座ると、話が気になるようでさっそく父が聞いてきた。

　大丈夫、昨夜たくさん頭の中でシミュレーションしてきたんだから。それに父なら私の気持ちをわかってくれるはず。それに木嶋さんもそばにいる。

　だけど父は久次さんのことをとても気に入っていた。どんな反応をされるか不安を抱きながらも口を開いた。

「あのね、お父さん。……私、久次さんと結婚したくない」

「えっ？　結婚したくないって……。喧嘩でもしたのか？」

　青天の霹へき靂れきだったようで、父は心配そうに私を見つめる。

「ううん、違うの。喧嘩どころか、私は久次さんと喧嘩さえできないから」

　彼に逆らうことは絶対にできない。そんな関係で喧嘩などできるはずがない。

「どういうことだ？」

　怪訝そうに顔をしかめる父に、久次さんの父と私に対する態度が違うこと、ふたりで会った時の様子などを包み隠さず話した。

　最初は目を見開いて信じられないと言いたそうにしていた父だけれど、久次さんの私に対する扱いを聞いたら目の色を変えた。

「なんてことだ……っ！　久次君がそんな男だったとは。……彼の本性を見抜くことができず、申し訳なかった」

　頭を抱えて謝る父に胸が痛む。だけど信じてくれてよかった。

「それにしても木嶋さんがいてくれてよかった」

　そう言うと父は木嶋さんに向かって深々と頭を下げた。

「紅葉を守ってくださり、本当にありがとうございました」

「いいえ、そんな。私は自分の職務をまっとうしたまでです。……ですがたとえ仕事ではなくとも、あの場にいたら私は間違いなく人として最低の振る舞いをされた円城様から紅葉様をお守りしました」

　木嶋さん……。

　彼の優しい言葉に胸が熱くなったのは私だけではないようで、父も目に涙を浮かべた。

「ありがとうございます」

　再度頭を下げると、父は真剣な面持ちで私を見据えた。

「そんな話を聞いたら、絶対に久次君と結婚させるわけにはいかない。今すぐにでも婚約を破棄させてもらおう。なに、借金なら気にするな。どんなに長い年月がかかったとしても、少しずつ返していけばいいさ」

　私に心配かけまいと笑顔で父は続ける。

「ちょうど退院の目途もたったんだ」

「そうなの？」

「あぁ。次の検査で問題がなければ、退院してもいいと言われた。しばらくは無理できないが、しっかりと療養をして元気になってまた働けばいい。だから紅葉、お前は自分の幸せだけを考えなさい」

　優しく私の肩を撫でる父に、涙が零れ落ちた。

「お父さんっ……！」

　ボロボロ涙を零す私を見て、父の目からも涙があふれた。

「これまでつらい思いをさせて悪かった。本当にもっと早く父さんが気づいていれば……。お前がひどい扱いを受けていたというのに、久次君のことを絶賛していた自分を悔やむよ」

「そんなっ！　久次さんはお父さんの前ではまるで別人だったもの。気づけなくて当然だよ。だから気にしないで。それにちゃんと言わなかった私も悪いんだから」

「いや、紅葉はなにも悪くない。悪いのは父さんだ」

「もう、だから違うって言っているでしょ？」

　いつの間にか泣きながら言い合っていることに気づき、私と父は顔を見合わせて笑ってしまった。

「じゃあ、お互い様ってことにしようか」

「うん、そうだね」

　ふたりして涙を拭い、木嶋さんの存在に気づいた。

「すみません、木嶋さん」

「お恥ずかしいところをお見せしてしまいましたね、すみませんでした」

　謝った私と父に対し、木嶋さんは首を横に振った。

「おふたりの良好な関係が垣間見られ、私まで胸が熱くなりました。それに紅葉様のご判断は正しいと思います。あのような男に紅葉様はもったいないです」

「そうですよね！　木嶋さん、わかっていらっしゃる」

　父にならまだしも、木嶋さんにもそんなことを言われたら恥ずかしい気持ちでいっぱいになる。

　でも久次さんに私はもったいないなんて、たとえ父の前だから社交辞令で言ってくれたのだとしても嬉しいな。

「しかし私たちが円城さんに婚約破棄の申し入れをしたら、こうして木嶋さんともお会いすることはできなくなるのは寂しくもありますね。それに仕事を奪うことになって申し訳ない」

　父の言う通りだ。でもきっと木嶋さんほどの優秀な護衛なら、引く手あまたなのだろう。

「とんでもございません。私のことはお気になされずに、紅葉様の幸せを一番にお考えください。……ですが私もやはり紅葉様にお会いできなくなるのは寂しく思います」

「えっ？」

　ドキッとするようなことを言われ視線を向けると、真っ直ぐな眼差しで見つめ返された。

「最後までしっかりと紅葉様をお守りさせてください」

「は、はい。こちらこそお願いします」

　高鳴る胸を押さえながら頭を下げた。

　さっきのは彼の本心？　会えなくなったら寂しいと思っていたのは私だけじゃないの？

　聞きたいけれど、今聞いたらだめ。一緒に過ごせる残り僅かな時間を気まずい思いで過ごしたくない。

「木嶋さん、私はご存じの通り身体が思うように動かず、いざという時に紅葉を守ることもそばにいてやることさえできません。ですのでどうか紅葉のことをよろしくお願いします」

「もちろんです。紅葉様は私がお守りいたします」

　すぐに力強い声で答えた木嶋さんに、彼はあくまで仕事で私を守ると言っただけなのに、ドキドキして胸が苦しくなる。

　たとえ仕事だとしても、彼に守ってもらえることが嬉しくてたまらない。

　木嶋さんの話を聞いて安心した父は私を見据えた。

「それじゃ紅葉、できるだけ早く穏便に婚約破棄できるよう考えようか。その親戚の集まりまでにはケリをつけたいよな」

「うん。これ以上久次さんの身内と関わらないほうがいいと思うし」

「そうだよな。退院する前に父さんから円城さんに連絡をしよう。そこで紅葉と久次さんの婚約を解消してほしいことと、立て替えてもらった借金や治療費、生活費などは少しずつ返していくと言ってみるよ」

　それで素直に「わかった」と頷いてくれたらいいけれど。父も同じことを思っていたようで、「そう簡単なことではないと思うが」と苦笑いしながら付け足した。

「とにかく紅葉はなにも心配することはない。ここからは父さんに任せなさい」

「……うん」

　ここで「無理はしないで。私も協力する」と言っても父は拒否するだろう。それに私が出ていったら、余計に話がこじれる可能性もある。

　ここは素直に父に任せるべきだよね。話し合いは長引くかもしれないけれど、婚約破棄を申し入れただけで父に危害が及ぶことはないだろうし。

　ただ、無理をしてまた体調を崩さないように今まで以上に父の体調をチェックしよう。

　退院したら、まずは母の墓参りに行きたいと嬉しそうに話す父の姿を見ながら思った。




「久次さんと結婚しないと決めたこと、事前に話さずにすみませんでした」

　病院を出てすぐに私は木嶋さんに謝罪をした。

「いいえ、大切なご決断ですから。むしろお父様にお伝えする場に同席させていただき、ありがとうございました」

「そんなっ……！」

　木嶋さんにお礼を言われるようなことではない。むしろお礼を言いたいのは私のほう。久次さんとの結婚を考え直せたのは、木嶋さんと出会えたことがきっかけだったから。

　ますます久次さんと結婚してもいいのか考えるようになったし、さっきも木嶋さんがそばにいるというだけで、自然と勇気が出た。

「私はずっと本当に紅葉様は円城様と結婚されていいのかと心配していたので、ご決断いただけて嬉しく思います。これからが大変だと思いますが、私にできることがあればなんでも力になりますのでお申しつけください」

「ありがとうございます」

　久次さんの父に雇われた身である木嶋さんには、頼ることなどできない。でもそう言ってくれるだけでなんて心強いのだろうか。

　久次さんから守ってくれて、私をお姫様抱っこして泣いてもいいと言ってくれた。普段の生活でも仕事とはいえ、様々な場面で私を助けてくれている。家事を手伝ってくれたり、買い物に出かけた際は荷物を持ってくれたり。些細なことかもしれないけれど、私にとってどれも嬉しかった。

　最後に木嶋さんになにかお礼がしたいな。私のアクセサリーを褒めてくれたし、できれば手作りでなにかプレゼントしたい。

　チラチラと隣を歩く木嶋さんを見てしまう。

　彼はいつもスーツだ。だからネクタイピンなんてどうかな？　それなら毎日使えるし、邪魔にもならないよね？

　そう思ったら、絶対ネクタイピンをプレゼントしたいという気持ちが大きくなる。

「あの、近くに大きなショッピングモールがあるのですが、帰りに寄ってもいいですか？」

　あそこにはハンドメイド素材の専門店がある。そこでならいつも行っている手芸店にないものも買えるはず。

「もちろんです。そちらまでですと、バスで行ったほうが早いですね」

　木嶋さんはすぐにスマホでバスの時刻表を調べ始めた。

「ちょうどこの近くのバス停から十分後にバスが出発します、それに乗っていきましょう」

「はい」

　それからバスでショッピングモールへ向かい、ハンドメイド素材の専門店でさっそく材料を探した。

　木嶋さんにはやっぱりシンプルなデザインのものが似合いそう。アンティーク調のものでシンプルに作りたい。

　数歩後ろで、私の買い物の邪魔をしないように護衛する木嶋さんにバレないかヒヤヒヤする。

　気づかれないようにどの色が合うか、彼の観察を続けながら買い物を済ませた。

「他に買うものはございますか？」

「大丈夫です」

　いい買い物ができたし、早く家に帰って作り始めたい。

「では帰りましょうか」

「はい」

　電車とバスを乗り継いで帰宅し、木嶋さんが珈琲を淹れてくれると言ってキッチンに入った時、急に彼は耳につけているハンズフリーイヤホンを手で押さえた。

「あぁ、そうなんだ。……ちょっと待っててくれ。紅葉様が近くにいるから」

　ボソッと言うと、木嶋さんは申し訳なさそうに私を見た。

「紅葉様、大変申し訳ございません。五分ほど玄関のほうで電話をしてきてもよろしいでしょうか？」

「もちろんです。あの、なにかあったんですか？」

「いいえ、とくには。同僚からの業務連絡なのですが、ここで話したら紅葉様のご迷惑になると思うので」

　そう話す木嶋さんの表情からは焦りが見える。よほど重要な連絡なのかもしれない。

「だったらここで話してください。私、緊張で汗をたくさんかいちゃったのでシャワーを浴びてきます」

　急を要する話なら、すぐにここでしたほうがいい。

「しかし……」

「私、シャワー浴びる時間が長いんです。三十分くらいは出てこないですし、シャワーの音で話し声は聞こえないと思うので大丈夫ですから」

　ゆっくりと後退りしながら言うと、木嶋さんは「すみません、ではお言葉に甘えさせていただきます」と言った。

「じゃあシャワー浴びてきますね」

「はい、ごゆっくりどうぞ」

　そそくさとリビングを出て浴室に入った。

　できるだけ長い時間、シャワーを浴びていよう。

　服を脱ごうとした時、慌てて来たから着替えを部屋から持ってきていないことに気づいた。

「しまった、忘れちゃった」

　どうしよう、あぁ言ってしまった手前、浴室から出づらい。でもせっかくシャワーを浴びるなら服や下着も交換したい。

　それに足音を立てずに廊下を進めば、木嶋さんにも気づかれないはず。できるだけ話を聞かないようにすればいいよね。

　静かにドアを開けると、玄関から木嶋さんの話し声が聞こえてきた。

　電話の邪魔をしないようにゆっくりと歩を進めていた時。

「そうか。……が関与していることは……ないんだな。黒幕は……」

　途切れ途切れに聞こえてきた内容を理解することはできないけれど、〝関与〟や〝黒幕〟と聞こえてきたから穏やかな話ではないようだ。

　聞き耳を立てたらだめだとわかってはいるけれど、好奇心が膨れ上がる。

　いつの間にか私の足は止まり、耳を澄ませた。

「決定的な証拠を出せば、脱税の容疑で逮捕できると思う。そうすれば、過去の犯罪も明らかにすることができるだろう」

　脱税に他の犯罪だなんて、随分と物騒な話をしている。これは確実に私が聞いたらまずい話だよね。

　盗み聞きしていたことがバレたら大変だ。早く部屋に行って着替えを持ってこよう。

「あぁ、そうなると紅葉様とともに本宅に向かい、隙を見て証拠を集めるという当初の予定が狂う。父さんの無念を晴らすことができなくなるんだ」

「えっ？」

　聞こえた話に思わず大きな声をあげて足が止まる。私の声は木嶋さんにも聞こえてしまったようで、すぐにこちらに目を向けた。

「紅葉様……」

　神妙な面持ちで私を見つめる木嶋さんに、すぐさま頭を下げた。

「すみません、着替えを取りに行こうと思って……。その途中で聞こえてきた話にびっくりしちゃって」

　正直に打ち明けると、木嶋さんは小さく息を漏らした。

　聞き耳を立てていたってバレバレだよね。でもさっきの話が冗談でも嘘でもないなら、見すごせないよ。どういうことなの？　本宅って久次さんの家のことだよね？　それに彼の父の無念を晴らせないってなに？

　疑問は膨れ上がり、木嶋さんを見つめる。すると彼は繋がったままの電話の相手に私が聞いてしまったことを伝えた。




　それから約一時間後、、我が家にやって来たのはスーツ姿の男性ふたり。

「初めまして紅葉様。自分は静馬とは警察で同期だった安あん藤どう卓たく也やです」

「私は静馬と幼なじみで腐れ縁の皆みな森もり勝かつ雄おと申します」

　ふたりはそれぞれ私に名刺を差し出した。

「ありがとうございます」

　受け取って見ると、がっちりとした体つきの安藤さんは警視庁捜査一課の刑事さんで、爽やかな好青年の皆森さんは国税局職員だった。

　ふたりともすごいキャリアの持ち主で、名刺を見て目を白黒させてしまう。

「さて、紅葉様は静馬からどこまで話を聞きましたか？」

「えっと……」

　安藤さんに聞かれたものの、なんて答えたらいいのかわからなくて木嶋さんを見つめてしまう。

　すると皆森さんが真剣な表情で言った。

「少しでも知られてしまったなら、紅葉様にすべてお話しして協力を求めるべきだと俺は思う」

「なに言って……っ！　紅葉様を巻き込むつもりはない。どれだけ危険なことかお前も知っているだろ!?」

　声を荒らげる木嶋さんに、ふたりは目を見開いた。

「静馬のそんなに取り乱しているところ、初めて見た」

「俺も。どうやら紅葉様は静馬にとって、特別な存在のようだ」

　意味ありげなことを言ってほくそ笑むふたりに、木嶋さんはどこかバツが悪そうに「紅葉様の前で変なことを言うな」と言う。

　ここまで感情を露わにする木嶋さんを見るのは初めてだ。それだけこのふたりには、気を許しているってことだよね？　ふたりは木嶋さんの友人？

　気になって様子を窺っていると、私の視線に気づいたふたりはにっこり微笑んだ。

「さて、自己紹介も終わったところで本題に入ろうか。いいよな？　静馬」

「静馬、事情を知られた以上、すべて話して協力を求めたほうがお前も動きやすくなるし、紅葉様も守りやすくなるんじゃないのか？」

　ふたりに言われ、木嶋さんは唇を噛みしめて苦悶の表情を浮かべた後、小さく息を吐いた。

「そうだな、お前たちの言う通り紅葉様にもすべて話すべきだ」

　そう言うと木嶋さんは真っ直ぐに私を見据えた。

「実は大きな話になりますが、どうか最後まで聞いてくださいますか？」

「はい、もちろんです」

　なにが真実なのかちゃんと知りたい。たとえ、どんなことだとしても。

　それから私は、三人から驚愕の事実を聞かされた。










ただの護衛対象だったはず　静馬 SIDE




　どうしてただの護衛対象だったはずの彼女に、兄のことを話したのだろうか。……いや、兄のことだけではない。

　護衛としての職務以上のことを彼女にはしてしまう。

　婚約者に罵声を浴びせられていた時だってそうだ。投げつけられたものが当たらないように守ればよかっただけなのに、感情を露わにして婚約者を逆上させるようなことを言ってしまった。

　警視庁のＳＰだった時代から常に冷静に任務にあたっていたというのに、こんなの俺らしくない。

　そうわかってはいても、彼女を前にすると理性を保てなくなるんだ。




「アハハッ！　円城のドラ息子に啖たん呵かを切ったとは……！　さすが俺の弟だ」

　夜中の一時過ぎ、使用人たちも寝静まっているというのに声をあげて大笑いするのは、兄の桜さくら堂どう創そう一いちだ。

「兄さん、声が大きい。いいのか？　類るいが目を覚ましたら義姉さんに叱られるぞ」

「そうだった、あいつは怒ると怖いからな」

　慌てて口を塞ふさいだ兄に呆れて笑ってしまう。

　兄は五年前に自分の秘書だった義姉さんと恋に落ち、結婚した。最初は親族からの反対もあったが、兄の熱愛ぶりに親族たちも白旗を上げたのだ。

　三年前に子宝にも恵まれ、義姉さんは元気な男の子、類を出産した。後継者が誕生したことに親族は大喜びしている。

　祖父が立ち上げた会社が今では、世界的にも有名な電化製品会社へと成長した。大企業の若き社長である兄は、多忙な日々を送っている。

　まぁ、責任もある大変な仕事をこなせているのは、愛する妻と息子のおかげだと何度も惚気てはいるが。

　俺も兄も時間がとれるのは深夜となってしまい、会うのは決まって零時を回ってからだった。

「それにしてもどんな時も冷静沈着な静馬が感情を露わにするとは。……ふむ、どうやら紅葉様は静馬にとって特別な存在と見た」

　探偵気取りでからかう兄に「うるさい」と悪態をつきながらも、嘘ではないから強く否定できない。

「お、否定しないということは図星か。そうなるとますます紅葉様に会いたくなったな」

　そう言ってまた豪快に笑う兄に怒りが込み上げる。

「笑うなって言っただろ？　それに兄さんまで紅葉様って呼ぶなよ」

「じゃあ、なんて呼べばいいんだ？　紅葉ちゃん？」

「だめに決まってるだろ」

　すぐに言えば、兄は「嫉妬か？」なんて言いながらまた笑う。

　話がまったく進まず、頭を抱えたくなる。

「もう紅葉様の話はいい。……それよりも最近はどうだ？　同僚からはとくに報告を受けていないが、周りで変わったことはない？」

「あぁ、おかげさまで」

　俺に心配してもらえることが嬉しいようで兄は目を細めた。

「本当だな？　なにかあったらどんな些細なことでもちゃんと報告しろよ」

「わかってるよ」

　これほどまでに俺が心配するには理由がある。

　兄が僅か三十歳という若さで大企業のトップに立ったのは、父が急死したからだ。

　父は至って健康で、誰よりも会社のことを思い、自分が元気でいなければと健康に気遣う人だった。

　周りの信頼も厚く、誰かに恨まれるような人でもないのに、父は何者かによって殺害された。

　俺が警察官を志したのは、尊敬する父が誇れる息子になりたかったからだ。会社は優秀な兄が継ぐことが決まっているなら、俺は違う道を目指そうと決めていた。

　父は俺にも兄にも、進む道を決めるようなことはせず、自由に自分らしく生きなさいと言ってくれていた。そのうえで兄は会社を継ぐことを決め、早くから後継者になるべく勉強に明け暮れていた。

　そんな兄の姿を見て、俺には到底できないと思い知った。昔から身体を動かすのが好きで運動神経だけは兄にも勝つことができていた。

　その特技を生かそうと様々な競技に挑戦し、身体を鍛えた。

　おかげで選ばれた者しかなれない警視庁内のＳＰになることができ、誰かを守るという責任のある職務に就くことができた。

　しかし要人を守るたびに、どんなに優れた人物でも些細なことで恨みを買い、命を狙われることを知り、父もまた同じではないかと不安になった矢先に起きた事件だったんだ。

　いつものように朝、「行ってきます」と言って出勤していった父は、見るも無残な姿で家に帰ってきた。

　愛妻家でもあった父に愛されていた母は、父が亡くなったという現実を受け止めることができず、四十九日を終えた日に自殺した。

　両親を失った悲しみに暮れる間もなく兄は父の後継に立ち、若き社長の誕生を快く思わない重役たちの反発を押しのけて、今では誰もが認める大企業のトップだ。

　兄もまた父の遺志を受け継ぎ、従業員を大切にする人だ。社員からは慕われ、取引先との関係も良好。

　それなのに兄もまた父同様、何者かに命を狙われていた。

　父の殺人事件は、思わぬかたちで幕を閉じた。発見された犯人の男はすでに自殺しており、遺書によって犯行を自白したのだ。

　それが決定打となり、被疑者死亡のまま書類送検された。

　しかし俺も兄も、その男が犯人だとは信じられなかった。うちの会社の従業員でもなければ、ライバル企業の社員でもない。

　ただメディアにも頻繁に出ていた父を妬ねたましく思い、殺してしまったというのだ。

　それだけの理由で五十カ所にも及ぶ刺し傷を残すほど、憎しみを込められるものだろうか。

　しかし犯人はすでに他界しており、真相を突き止めることはできなかった。

　そうして月日は流れ、俺は警視庁でＳＰとしての仕事にやりがいを感じ、兄もまた会社運営の楽しさに夢中になり、そして愛する人とともに家庭を築き、幸せな日々を送っていたのも束の間、ある事件が起きた。兄に対する脅迫文が送られてきたのだ。

　三年後を目途に兄は家電製品に特化した系列会社を設立する計画を立てていた。どこで嗅ぎつけたのか、犯人はその計画をよく思っていないようで、会社の設立を中止しなければ、命はないという内容だった。

　俺も兄も警察が父の事件に終止符を打った以上、深入りせずに自分たちの幸せを考えよう。それがきっと両親の願いでもあると言い聞かせ、前に進もうと思っていた矢先のことだった。

　どうも兄に対する脅迫文を送った人物と、父の殺害事件が繋がっているような気がしてならず、俺は独自に同期の卓也に協力してもらい、事件を調べることにした。

　卓也もまた父の事件に納得がいかないようだった。あれほどの刺し傷を残すくらいなら、それ相当の恨みや妬みを持っているはず。

　その線から当時も捜査線上に上がった容疑者を再度洗い直したところ、ひとりの怪しい人物が浮上した。

　それが急成長を遂げている美容家電会社社長の円城守まもる――円城久次の父だった。

　驚くべきことに父とは同い年で、さらには通っていた大学まで一緒だった。父から円城守と友人関係にあるといった話は聞いたことがなく、俺も兄も会った記憶もない。

　しかし調べていくうちに疑惑は高まっていった。円城守は大学時代からすべてにおいて自分よりも優れている父を妬ましく思っていたようだ。

　さらに円城守が密かに憧れていたのが、同じ大学に通っていた一歳下の母だったらしい。父に母をとられたことをひどく恨んでいたと当時を知る人から証言を得ていた。

　しかし状況証拠ばかりで、決定的な証拠はなにひとつ出てこなかった。兄への脅迫文も頻繁に届いており、父のように不意を襲われる可能性もある。

　警察官……ましてやＳＰ所属の俺に調べられるのはここまでだと判断し、大きな決断に出た。

　証拠が出てこないなら、自分で探せばいい。そして兄のことも俺が守ってみせると。

　上司にさんざん引き留められたが、事情を説明すると納得してくれた。だが、退職というかたちではなく、あくまでも民間警備会社への出向であり、解決したら復帰することを約束させられた。

　それから作戦に作戦を重ね、卓也の提案で円城守に、父の事件への関与を知っていると匂わせる手紙を送って揺さぶりをかけようということになった。思いのほか怯えた彼はすぐに護衛を囲い、俺は怪しまれないように桜堂静馬ではなく、母方の姓である木嶋静馬として潜入し、円城家の護衛にあたることになった。円城守が自分自身だけでなく家族にも護衛をつけたのは、表向き、自分が命を狙われていると見せるためだろう。

　出向したのは俺だけではなく、溝口もだった。しかし俺たちふたりは円城守ではなく、それぞれ息子の婚約者と結婚して家を出た娘につくよう命じられた。

　なにか勘づかれたのかと思ったが、どうやら息子の嫁や使い道のない娘の護衛にかける経費を削減させたかったようで、腕利きの者をひとりだけつけるよう上に命令したようだ。

　俺か溝口、どちらかが護衛対象と本宅に入り、隙を見て書斎などで証拠を探そうとしたが、ふたりとも滅多に本宅に行かない。

　密かにチャンスを窺っていたが、思いがけない誤算が生じた。

「しかし円城の息子は噂通りのクズだな。そんな男と結婚しないといけないなんて、紅葉様もかわいそうに……」

「……あぁ」

　いくら政略結婚とはいえ、両家の利害が一致した結婚だ。それなのにあの息子の紅葉様に対する扱いは目に余るものがあった。

　事前に紅葉様から事情は聞いていたが、あそこまでひどい扱いをされているとは夢にも思わず、最初は驚きのあまり言葉が出なかった。

「なぁ、静馬。俺も父さんを殺した犯人を憎んでいるし許せない。裁きを受けるべきだという思いは今も変わっていないけどさ、父さんも母さんも犯人を突き止めることよりも俺たちの幸せを願っていると思うんだ」

「なんだよ、藪から棒に」

　だが、兄の言うことはもっともだ。両親は俺たちにたっぷりの愛情を注いでくれて、そして俺と兄の幸せを常に考えてくれていた。

「もし事件の真相を知ることと大切な人を守ることを天秤にかけることになったとしたら、俺は迷いなく大切な人を守ってほしい。……紅葉様はお前にとってそういう存在の人なんだろ？」

「なに、言って……」

　動揺する俺を見て兄は目を細めた。

「言っておくがバレバレだぞ？　そもそも静馬から女性の話を聞くのは初めてだし、彼女のことが心配でたまらないといった顔をしていた。今夜だって彼女のために計画に変更が生じるかもしれないってことを相談しに来たんじゃないのか？」

　なにもかもが図星でただ、呆気にとられる。本当、兄にはなにもかもお見通しなんだな。

「そうだよ、当初の予定だった本宅に潜入して証拠を入手することが困難になったことを伝えに来たんだ。……あんな場面を見てしまったら、紅葉様を本宅に行かせたくなくなった」

　円城久次にさえ会ってほしくない。あの男に会ったら紅葉様が傷つくだけだ。

「それは俺も同感だ。誰かを傷つけてまで遂行するつもりはない。別の方法を考えよう。近いうち、あいつらとも話し合う必要があるな」

　あいつらとは協力者の卓也と勝雄だ。勝雄はとくに幼なじみということもあって父のことを慕ってくれていたから、なんとしてでも犯人を捕まえたいという思いが強い。

「あぁ、今度連絡をしてみるよ」

「頼む。……すまないな、俺は立場上、表立って協力することができなくて」

　兄は申し訳なさそうに言うが当然だ。大勢の社員を守る立場にある兄が、同じ立場にある円城守を殺人犯だと疑っていると知れたら大問題になる。

「なに言ってるんだよ、協力ならしてもらっているだろ？　こうして俺の話を聞いて相談に乗ってくれている。それだけで充分だ」

「静馬……」

　家族と呼べるのは兄だけになってしまった。そんな兄まで失ってしまったら、俺は自分を悔やんでも悔やみきれない。

　だから絶対に兄を守り、そして父を殺害した犯人を捕まえてやる。

　それは今も揺るがない思いだが、加えてもうひとつ守りたいものができてしまった。

「ありがとうな。じゃあ静馬の話を聞いた俺からひとつアドバイスだ。……愛する人ができたなら、全力で守って奪ってしまえ。誰よりも幸せにできるのは自分だって自信を持つんだ」

　力強い声で兄は続ける。

「そして自分の気持ちに正直になれ。時には理性を捨てることも大切だぞ？　なにかと理由をつけて勇気を出さずにいたら、後悔する可能性もある」

　兄の言葉が胸の奥深くに突き刺さる。紅葉様は俺にとって、特別な存在になりつつあった。

　いや、一緒に過ごして彼女の人柄に触れたら惹かれないほうが難しい。

　料理上手で思いやりがあり、表情が豊かで見ていて飽きず、もっと色々な顔が見たいと思うほど感情が豊かだった。

　その反面、下着を見られて照れてしまう無垢な一面があったり、あんな最低な婚約者でも歩み寄ろうとする健気さがあったり。

　護衛目的の関係でしかないのに、常に俺を気遣い、いつも心のこもった料理を作ってくれる優しい女性だ。それでいて、いざという時は自分の意見をしっかりと言える芯の強さも兼ね揃えていた。

　関係性を忘れて、リラックスして過ごしてしまうことも度々あった。それほど彼女と過ごす時間は心地がよい。

　円城久次から守りたいと思うし、できるなら奪いたいとも思い始めている。

「まぁ、真面目な静馬のことだ。すべて解決するまでは彼女に想いを告げたりしないだろうけど。……だけど紅葉様を紹介してもらえる日を心待ちにしているよ」

　そんな日など来るのだろうか。そもそも紅葉様が俺を受け入れてくれるとは思えない。

　俺は身分を隠し、真相を探るためとはいえ、紅葉様を利用しているんだ。事実を知ったらどう思われるか……。

　だから絶対に紅葉様に知られることなく彼女のことを守り、そして事件を解決してみせる。……そして叶うのならば、すべてが解決したら自分の想いを伝えたい。

　きっと円城守の所業を立件することができれば、あいつの会社も窮地に立たされるだろう。紅葉様と円城久次の結婚話もなくなるはず。

　そうしたら兄の言う通り、紅葉様を俺が奪ってもいいだろうか。

　そんな欲望が浮かんだが、すぐに頭の中から消した。今はただ、父を殺害した疑いがある円城守を、まずは脱税の容疑で捕まえるために尽力するべきだと。

　それから兄の惚気話をさんざん聞かされ、普段寝泊まりに帰っているマンションには戻らず、実家で仮眠をとって明朝、紅葉様の護衛任務に戻った。




　一週間余りは円城久次から紅葉様に連絡はなく、平穏な日々が続いた。

　紅葉様が円城守の娘である由香里様と昼食をともにした際に、同じく出向している溝口と情報交換をしたが、互いに証拠を掴めずにいた。

　兄とは違い、妹の由香里様とは随分と打ち解けている様子だった。それも婚約を破棄できない理由のひとつなのかもしれない。

　とにかく地道に証拠を入手する機会を窺い、焦らずに計画を進めていこう。そう思った矢先に、紅葉様から衝撃的な話を聞かされることとなった。

　借金や父親の治療費などを肩代わりしてもらっている手前、紅葉様から円城久次と婚約を解消することはないだろうと思っていたが、ここにきて紅葉様自ら父親に婚約を破棄したいと言いだした。

　これには驚きを隠せなかったが、彼女が自分の幸せを考え始めたことが素直に嬉しかった。

　しかしそうなると、色々と計画を練り直さなければいけなくなる。




　紅葉様は一カ月後に開かれる円城家での食事会までにはケリをつけたいと言っていた。

　だったら俺たちもそれまでに脱税の証拠を入手したい。きっと紅葉様の護衛が必要なくなったら、円城守にはすでに護衛がついているし、俺は解任されるだろう。

　そうなれば証拠を入手することが難しくなる。

　病院から出てすぐにバスの時刻表を検索するフリをして、卓也にメッセージを送っておいた。

　すると帰宅後、卓也からできれば会って今後のことを話したいと言われたのだ。この時は紅葉様の護衛中だと断ったが、電話で少しだけでもと押し切られ、紅葉様がシャワーを浴びている間に話していたわけだが、まさかその話を紅葉様に聞かれてしまうとは夢にも思わなかった。




　卓也と勝雄の到着後、ふたりとともに紅葉様に事情を説明した。

　紅葉様は最後まで口を挟まずに話を聞いていたが、表情はコロコロと変化していった。

　ショックを受けた様子で、瞳は大きく揺れ動き、そしてすべて聞き終えると俯うつむいてしまった。

「すみません、事の重大さにまだ頭が追い付かなくて」

「いいえ、当然のことです。ですがどうか事件の真相を探るためとはいえ、紅葉様を利用した静馬のことを責めないでほしいんです」

　紅葉様にそう訴えたのは勝雄だった。

　本当は紅葉様に話すつもりはなかった。こんな話を聞いたって紅葉様はショックを受けるだけだし、重荷を感じてほしくなかったから。

　なにより、自分が利用されたことに対して紅葉様が傷つかないか不安だった。

　ただ紅葉様の反応を窺うことしかできずにいる中、卓也が切り出した。

「事情をお話しした通り、捜査は手詰まり状態なんです。円城守が静馬の父親を殺害した可能性は高いですが、すべて状況証拠で一度は被疑者死亡のまま送検されてしまっている事件のため、立件は難しいでしょう。脱税に関しても確固たる証拠がないためどうすることもできずで……」

　そう前置きをして、卓也は真っ直ぐに紅葉様を見つめた。

「突然こんな話を聞かされて混乱されていると思います。そんな中このようなお願いをするのは心苦しいのですが、捜査に協力していただけないでしょうか？」

「おい、卓也……！」

　なにを言いだすかと思えば……っ！　俺には紅葉様を巻き込むつもりはないと言ってあったのに。

　案の定、紅葉様は困惑された様子で俺たちを見ている。

「もちろん危ないことをお願いするつもりはございません。ただ、証拠を集めるのを手伝ってほしいんです。お願いします、協力していただけませんでしょうか？」

　卓也からの切実なお願いに、紅葉様は返答に困っている。

　それもそのはずだ。いくら危険はないといったって、協力するということは円城久次と会う機会を設けなくてはいけないということなのだから。やっとあの男と婚約破棄すると決心されたのに……。

「紅葉様、お断りになっても構いません」

「静馬、それじゃ……っ」

「いいから」

　卓也を止めて紅葉様を見つめる。

「紅葉様にはこれ以上、つらい思いをしてほしくありません。どうか紅葉様はご自分の幸せだけをお考えください。……事情があったにせよ、紅葉様を利用しようとしていたこと、本当に申し訳ございませんでした」

　深々と頭を下げると、紅葉様は「やめてください」と声をあげた。

「木嶋さんが私に謝る必要なんてありません。……すみません、本当にびっくりしちゃってすぐに返事をすることができなくて」

　そう言うと紅葉様は力強い瞳で俺たちを見据えた。

「私にできることがあれば、ぜひ協力させてください」

　意外な返事に、卓也と勝雄は歓喜して互いに見つめ合った。

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

「やったな、静馬！　紅葉様が協力してくれるなら証拠を掴むチャンスがうんと増えるぞ」

　喜ぶふたりの横で俺は紅葉様に確認した。

「本当によろしいのですか？　証拠を掴むためには円城の本宅に潜入するしかありません。つまり円城久次と会っていただくことになるんですよ？」

　あんなに傷つけられたんだ。今さっき、一カ月後の食事会までに婚約破棄をしたいと言っていたのに……。

　だけど紅葉様の意思は固いようで、「大丈夫です」と言う。

「なにより私が木嶋さんの力になりたいんです。お願いです、どうか協力させてください」

「紅葉様……」

　彼女の気持ちが嬉しくて、胸が熱くなる。

　そんな俺の気持ちに気づいたのか、卓也と勝雄は生温かい目で俺を見てくる。

「よかったな、静馬」

「紅葉様、お前の力になりたいんだってさ」

　茶化してくるふたりに、俺の頬は熱くなり、紅葉様もまた耳まで真っ赤に染めた。

「おい、いい加減にしろよお前ら」

「はいはい、嬉しくて照れているんだよな」

　軽くあしらう勝雄に殺意さえ芽生える中、紅葉様は慌てて口を開いた。

「あの……！　ひとつお願いがあるんです」

「なんでしょうか？」

　聞く態勢に入った俺たちに、紅葉様はこの話を由香里様にも伝えていいかと尋ねてきた。

「えっと、紅葉様？　あの、由香里様には酷な話ではないでしょうか？」

　言いにくそうに伝えた卓也の気持ちもわかる。実の父が犯罪者、それも殺人犯かもしれないだなんてあまりにもショックなことだ。

　しかし紅葉様の考えは違うようだった。

「由香里は強い子です。家族だからこそ由香里は誰よりも事実を知る権利があると思います。それに、彼女は護衛がついたときから、父親がなにか事件に関わっているのではないかと疑っていました。由香里なら、話を聞いたら迷いなく協力すると言ってくれると思うんです」

　そう話す紅葉様は凜としていて眩しい。あれほど守ってあげたいと思っていたのに、今の彼女は頼もしくも見える。

　そんな紅葉様だからこそ俺は惹かれたんだと思うよ。

「わかりました、由香里様にもお話ししましょう」

「おい、本当にいいのか!?　実の父親の話なんだぞ？」

　俺の話を聞き、慌てて聞いてきた卓也に深く頷いた。

「彼女の護衛についている溝口からも、曲がったことが大嫌いな強い人だと報告を受けている。それに紅葉様の言うように円城守に不信感を抱いているのなら、これ以上罪を重ねる前に彼を捕まえることに協力してもらい、由香里様に降りかかる不幸を最小限にするべきではないだろうか」

「……たしかに、それはそうだな……」

「話をする前に溝口にも相談してみるよ。紅葉様、それでもいいですか？」

「はい、もちろんです。ありがとうございます」

　紅葉様だけではなく、由香里様も協力してくれるとなればよりいっそう気を引きしめておふたりを守らなければいけない。

　そして絶対に事件の真相を突き止めてみせる。

　紅葉様の笑顔を見ながら強く心に誓った。










すべての謎が明かされる




　聞かされた衝撃の事実に、正直最初は戸惑った。木嶋さんは謝罪してくれたけれど、利用されていたかもしれないと思うと、私に見せてくれた優しさも一緒に過ごした日々さえも偽りのように思えたから。

　でも木嶋さんたちの話を聞いて、三人がどれほどの覚悟を持って事件の真相を突き止めようと動いていたのか理解できた。

　それにたとえ最初は証拠を掴むためだったかもしれないけれど、今は違うと信じたい。

　彼が私に向けてくれた笑顔も言葉も、すべて嘘偽りのないものだって思う。だって彼ほど誠実な人はいないもの。

　なにがあっても木嶋さんを信じると決めてから五日後の昼下がり。由香里に真実を伝えるため、彼女と護衛の溝口さんを私の家に招いた。

「紅葉の家に来るのは久しぶりだね」

「そういえば、そうかも」

　珈琲を用意して、私と木嶋さんが並んで座っている真正面に、ふたりも並んで腰を下ろした。

「もしかしてこの前会った時の話の報告？　だったら溝口さんたちには席を外してもらおうか？」

　チラッと木嶋さんを見て言ったところからして、由香里は木嶋さんとなにか進展があったと勘違いしているようだ。

「ううん、大丈夫。……それに今日はふたりにも同席してほしいんだ」

　私ひとりでは、もしかしたら話が話だけにうまく伝えることができないかもしれない。その時に備えて事情を知るふたりに同席してもらったほうがいいはず。

「え？　そうなの？」

　キョトンとなる由香里を見て、緊張が高まる。

　高鳴る胸の鼓動を抑さえるように、小さく深呼吸をする。すると緊張していることがバレてしまったのか、木嶋さんがテーブルの下でそっと手を握った。

　びっくりして彼を見ると、声には出さずに「大丈夫ですよ」と口を動かした。

　そうだ、木嶋さんがいるんだから大丈夫。

　彼に手を握られたまま、私は由香里を真っ直ぐに見据えた。

「あのね、由香里。……これから私が話すことは信じられないかもしれないけど、事実なの。だから落ち着いて聞いてほしい」

「なに？　そんな深刻な顔をしちゃって。もしかしてお父さんが法を犯したっていう私の予感が当たったとか？」

　ゲラゲラ笑いながら言われ、強張った私の顔を見て由香里は目を瞬かせた。

「え、ちょっと待って。冗談で言ったんだけど……まさか本当なの？」

　そうだよって言葉がすぐに出てこなくて、目を泳がせてしまう。木嶋さんと溝口さんも同じなのか、誰も言葉を発しない現状に事実なのだと理解した由香里は「嘘……」と力なく呟いた。

「どういうことか説明して。お父さんはなにをしたの？」

　私を見つめる由香里の瞳からは、信じたくないって思いが伝わってくる。どんなに嫌っていたとしても父親だもの、由香里の気持ちが痛いほど理解できて胸が痛い。でも由香里には嘘をつきたくない。

　その思いで私はすべてを打ち明けた。

「そっか……。ずっとなにか悪いことでもしていそうだとは思っていたけど、まさか脱税に殺人まで犯していたか」

「ハハッ」と力ない声で笑いながら言うと、由香里は目を伏せた。

　彼女にかける言葉が見つからない。やっぱり話すべきではなかった？　最後まで隠しておくべきだっただろうか。

「ごめん、ちょっと頭を整理する時間をちょうだい」

「うん、わかったよ」

　いきなりこんな話を聞かされたって混乱するよね。

　誰も口を開かず沈黙の時が流れること数分。由香里は深く息を吐いて私を見つめた。

「正直、まだ信じられないし信じたくないって気持ちが大きいけど、でも紅葉が冗談でこんな話をするとは思えないし、きっと私のことを考えて打ち明けてくれたんだよね」

「……うん。後から事実を知ったら悲しむだろうし、なにより由香里なら受け止めることができると思ったから話したの」

　目を逸らすことなく伝えると、由香里は頬を緩めた。

「そうだと思った。……紅葉が知っていたのに私に話してくれなかったら、絶対私、怒っていたよ」

　冗談めいて言う彼女の瞳からは涙が零れ落ちた。

「あれ？　ごめん、なんでだろう。悲しくなんてないのに涙が止まらないや」

　必死に涙を拭う姿を見ていたら、私まで目頭が熱くなっていく。

「由香里、無理しないで。いいんだよ、泣いても」

　立ち上がって彼女のもとへ向かい、ギュッと抱きしめた。

「こんな時に気の利いた言葉をかけてあげられなくてごめんね」

「ううん、そんなのいらないよ。なんかもう、本当にどうしようもない父親だったんだって思うと情けないし、木嶋さんのお父様にも申し訳なくて。でもね、それでもやっぱり悲しいよ」

「うん……うん」

　私の腕の中で泣きじゃくる由香里の背中を優しく撫でる。

　どれくらいの時間、由香里は泣き続けていただろうか。少しずつ落ち着いてきたのか、ズズッと鼻を啜すすった。

「由香里様、どうぞお使いください」

　すかさず溝口さんにハンカチを差し出された由香里は、「すみません」と言いながら受け取った。

　ゆっくりと彼女から離れると、由香里の目は真っ赤に染まっていて胸がギュッとしめつけられる。

「大丈夫？」

「うん、ごめんね。いっぱい泣いちゃって。もう大丈夫」

　溝口さんから借りたハンカチで涙を拭った後、由香里は木嶋さんを見据えた。

「父が木嶋さんのお父様を殺害したことは、間違いないんですよね？」

「……はい、ほぼ間違いないです」

　その言葉を聞き、由香里は大きく深呼吸をした。

「だったら娘として父にはしっかりと罪を償ってほしいです。脱税に関しては兄も関わっているのでしょうか？」

　それには溝口さんが答えた。

「久次様は会社の経営に大きく関わっていますので、その可能性が高いです」

「そう、ですか」

　力なく答えると、由香里は少しの間考え込む。

　久次さんのことに関しては私も初めて聞いたから、ショックを受けてしまった。

　本当に脱税に関わっているとしたら、久次さんも逮捕されることになる。家族ふたりが逮捕される事態になったらつらいよね。

「紅葉は捜査に協力するって言っていたよね？」

「う、うん。だからまだ久次さんたちに婚約破棄したいって伝えていないんだ」

「だったら私も協力する！」

　私たち三人はいっせいに由香里に目を向けた。

　由香里ならもしかしたら、自分も協力すると言うかもしれないとは思っていたけれど、実際に言われると本当に大丈夫なのか気になってしまう。

「え、でも……」

「由香里様、ご無理はなさらないでください」

　戸惑う私より先に溝口さんが声をかけてくれたものの、由香里の意思は固いようで首を横に振った。

「いいえ、無理はしていません。紅葉たちは家族だからつらいんじゃないかって心配してくれているのかもしれないけど、逆に家族だからこそ協力したいの。お父さんにもお兄ちゃんにも罪を償って、また人生をやり直してほしい」

「由香里……」

　彼女の瞳から迷いは感じられない。それにしっかりと現実を受け止めているようだ。

　それを感じ取ったのか、ずっと静観していた木嶋さんが口を開いた。

「わかりました。では由香里様にもご協力いただきましょう。私たちにとっては心強いです」

「はい、ぜひ！」

　パッと目を輝かせる由香里に対し、木嶋さんは「ただし」と言って話を続けた。

「紅葉様もですが、私たちの指示以外の言動は決してなされないようにお願いします。おふたりを危険に遭わせてまでご協力いただくわけにはいきませんから。これだけはお守りください」

　その言葉から、私たちの安全を最優先にしてくれている木嶋さんの優しさが伝わってくる。

「もちろんです」

「はい、気をつけます」

　私と由香里の話を聞き、木嶋さんはホッとした顔を見せた。

「由香里様、おつらい話だったでしょうにご協力いただけるとのこと、心より感謝いたします。どんな結末になろうとも、必ず事実を明らかにすることをお約束します」

「お願いします」

　それから私たちは今後について話し合った。

「由香里が傷つかないように話してくださって、ありがとうございました」

「いいえ、こちらこそ感謝しております。本当におふたりにご協力いただけて心強いです」

　先ほど話し合った結果、今度開かれる親戚同士の食事会で作戦を決行することとなった。

　由香里は誰よりもあの家に詳しい。やはり木嶋さんたちの思惑通り、大切なものは書斎の金庫に保管しているらしい。

　食事会の合間に由香里がなにか理由をつけて席を立ち、護衛目的で溝口さんについてきてもらい、証拠を探してもらうことになった。

　その間、私と木嶋さんは誰も部屋から出さないようにする。

　私と由香里が一緒に参加できる親戚の食事会なんて何度も開かれるものではないから、絶好のチャンスだ。なんとしても証拠を見つけ出したい。

　証拠を掴んで事実が明らかになったら、私は久次さんとの婚約を破棄するつもりでいる。

　そうなれば、こうして木嶋さんが私の護衛につくこともなくなるんだ。それに今は一時的に民間の警備会社に出向しているって言っていたから、解決したらまた警察のＳＰに戻るんだよね。それともお兄さんの仕事を手伝うのだろうか。

　こうして一緒にいたら忘れそうになるけれど、木嶋さんの家は世界的にも有名な電化製品メーカーの経営者で、彼は御曹司なんだ。

　住む世界が違いすぎる。告白さえしてもいいのかと迷うほどに。

「紅葉様？」

　なにも言わない私の名前を不思議そうに呼ばれ、ハッと我に返る。

「あ……えっと、そろそろ夕食の準備をしましょうか」

　空になったカップを両手に四つ持ち、急いでキッチンに戻ろうとした時、足がもつれてしまった。

「キャッ」

「紅葉様！」

　前に倒れる！と思った私の身体を咄嗟に木嶋さんが支えてくれたおかげで、転倒は免れた。

「大丈夫ですか？」

「は、はい……」

　私の身体をしっかりと支える身体は逞しくて、嫌でもドキドキしてしまう。それにどうして木嶋さんは私を離してくれないのだろうか。

　いつまでも抱きしめられたままの現状に、そろそろ私の心臓が持ちそうにない。

「あの、ありがとうございました」

「紅葉様をお守りするのが私ですからお気になさらず」

　やっと離してもらえてホッとしたのも束の間、真っ直ぐに見つめられて胸が苦しくなってしまう。

「あの……その、今さらですが、木嶋さんは母方の姓で本当は桜堂さんなんですよね？　今度からは桜堂さんって呼んだほうがいいですか？」

　ドキドキしていることに気づかれたくなくて、聞こうと考えていたことを思い出して早口で捲し立てた。

「そうですね、本名は桜堂静馬ですし……では、今後は〝静馬さん〟と呼んでくれますか？」

「えっ!?」

　思いがけない提案にびっくりしてしまうと、木嶋さんは私の顔を覗き込んできた。

　端正な顔が至近距離にあって思わず一歩後退したら、すかさず彼もまた一歩距離を縮めた。

「呼び方を変えるなら名前で呼んでください」

「えっと……」

　あれ？　木嶋さんってこんな人だった？　名前で呼んでほしいなんて言う？　もしかして冗談とか？　それで慌てふためく私を見て笑うつもりなんじゃないの？

　だったらこんなにもドキドキさせられていて、彼の思惑通りになるのが悔しい。

　だけど「早く呼んでください」と急かされた私は、思い切って「静馬さん」と呼んだ。すると彼は目を丸くさせた後、嬉しそうに顔を綻ばせた。

「はい、これからはずっと名前で呼んでください」

「えっ？」

　冗談じゃなくて、本気で言っていたの？

　びっくりして固まる私を見て、木嶋さんは片眉を上げた。

「まさか私が冗談で言ったと思っていたのですか？」

「え？　だ、だってそう思うのが普通ですよね？」

　急に名前で呼んでほしいなんて言われたら、誰だってからかわれていると思うはず。

「普通はどうかわかりませんが、私は名前で呼んでほしいなんて冗談では言いませんし、紅葉様だからこそ呼んでほしいと思ったんです」

　なに、それ。私だからだなんて……。うっかり鵜呑みにしたら、彼にとって私は特別な存在だと勘違いしてしまう。

「もう名前で呼んでいただけませんか？」

　名前で呼んだら特別感が芽生えて、会うことができなくなっても想いを消すことが難しくなりそうだとわかっているのに、甘い顔と声で言われたら抗あらがう術などない。

「わかりました。じゃあ、これからは静馬さんって呼びます」

　すると彼は目をクシャッとさせた。

「ぜひお願いします」

　あぁ、もう本当に好きな人の笑顔の破壊力は凄まじい。今にも心臓が壊れそうだ。

「では私も紅葉様の護衛を退いたら、〝紅葉〟と呼ばせてください」

「――え？　えっ？」

　聞き間違いじゃないよね？

　だけどそれって静馬さんは、私の護衛から外れた後も私と会うつもりでいるってこと？

　目を白黒させる私を見て、静馬さんはただ微笑むだけ。

「約束ですよ。では片づけをしましょうか」

　そう言うと静馬さんは私の手からカップを取り、先にキッチンへ向かう。

　これこそ冗談？　だけど『約束ですよ』って言ったよね？

　私も後を追ってキッチンに入り、カップを洗う彼の横顔を盗み見る。

　静馬さんはなにを思って言ったのだろう。でもあんなことを言われたら、嫌でも期待してしまう。

　きっと夢にも思わないんだろうな。静馬さんの一言一句にこんなにも私の心がかき乱されていることを。

　静馬さんの気持ちがわからないからこそ胸が苦しい。

　それでもこうして隣にいるだけで幸せで、この時間が永遠に続けばいいのに……とさえ願ってしまう。

　どうしようもないほど彼に惹かれていることを痛感しながら片づけを進めた。




「紅葉様、そろそろ夕食の準備を始めますか？」

　洗濯物を一緒に取り込み、珈琲を飲みながら一息ついたところで静馬さんに聞かれた。

「そうですね……来月までにできるだけたくさん在庫を用意したいので、アクセサリー作りをしてからでもいいですか？」

「もちろんです。昼食も遅かったですし、夕食も遅らせましょうか」

「そうしていただけると助かります」

　久次さんと結婚しないと決めてから、父とも話し合って私は働きに出ることにした。もちろんすべてを片づけてからだけれど、近々職業安定所に行って相談してみるつもりだ。

　幸いなことに大学時代に秘書検定やワード、エクセルなどの資格は取得しておいたから、静馬さん曰く、事務職を目指すことはできそうだ。

　そう簡単にはいかないと思うけれど、条件の合う会社とご縁があればと願っている。

　父は私が働きに出ることに対して申し訳なく思っているようだけれど、正直私は久次さんとの結婚がなければ、卒業後に就職して父を支えるつもりでいた。

　それに社会人として働くことが楽しみでもあったから嬉しい。

　少しずつでも借金を返していって、父にも親孝行をしたいと思う。

　しかしそうなると、今までのペースでアクセサリーを作ることができなくなってしまう。だから今のうちにひとつでも多く在庫を確保しなくては。

　アクセサリー作りに取りかかる前に、アプリサイトにオーダーがないかコメント欄を確認すると、百件以上のコメントが寄せられていて目を疑う。

「え？　なにこれ」

　どのコメントもオーダーしたいというもので、それもなぜか同じ商品ばかりだった。

「どうかされましたか？」

　声をかけてきた静馬さんに、スマホの画面を見せた。

「それがいつもなら一日に一件あるかないかのオーダーの依頼が、一気に百件以上あってびっくりしちゃって」

「それは驚きますね。でも紅葉様の作る作品はどれも素敵ですし、人気が出て当然だと思いますが」

「いいえ、今までこんなことなかったんです。それも同じ商品ばかりオーダーが入っているんですよ」

　やっぱり信じられなくて、コメントを一つひとつ確認しているとあることに気づいた。

「あれ？　多くの人が女優さんと同じ商品をくださいって書いてあります。どういうことでしょう？」

　小首を傾げると一緒にスマホ画面を確認した静馬さんは、スマホを手に取り検索し始めた。そして彼はある記事を見て目を見開いた。

「紅葉様、この投稿ですよ」

　そう言って見せられた彼のスマホの画面には、有名な女優が私が作ったイヤリングをつけて笑顔で映っている写真があった。

　ハッシュタグには、〝ハンドメイド〟〝一目惚れ〟〝お気に入り〟などと打ち込まれている。

「ＳＮＳに投稿された記事を見て、ファンが紅葉様の作品だって特定したんでしょう」

「そう、だったんですね」

　びっくりしたけれど、嬉しいな。有名な女優さんに私が作ったアクセサリーをつけてもらえるなんて。

　その間にもどんどんオファーのコメントが寄せられてきた。

「嬉しいですが、どうしましょう。こんなにたくさんの依頼は引き受けられないですし」

　欲しいと思ってくれるのは光栄なことで、全員に届けてあげたいけれど、私ひとりで作っているから限度がある。

「紅葉様のプロフィールページなどはあるんですか？」

「はい、ありますけど……」

「でしたらそこに、オーダーは今は受け付けていないことと、一つひとつ手作りしているので、まったく同じものは作れないこと、他にはひとりで制作しているので、一度に多くは作れないことなどを記載してはいかがでしょう？」

「なるほど。それいいかもです」

　みんな必ず購入前にプロフィールを見てくれるし、そこに書くのが一番だ。

　さっそく静馬さんに言われたことを記載すると、何件か〝新作が出たら必ず買います〟〝一点もの、素敵です〟などといった好意的なコメントが寄せられてホッと胸を撫で下ろす。

「よかったですね」

「はい。……でも、もっと効率よく作ることができれば、多くの人に喜んでもらえたのにと思うと残念です」

　今までは、つらい日々の中の息抜きとして作っていた。だから毎日作ってはいなかったけれど、自分がつけたいと思えるアクセサリーを心を込めて作ってきた。

　そんなアクセサリーをたくさんの人の手に取ってもらえるのは嬉しい。

「静馬さん、私……アクセサリーを作るのが本当に好きなんです」

「はい、作られている紅葉様の姿を見ていると、それがひしひしと伝わってきます」

　静馬さんには、そう見られていたんだと思うと気恥ずかしい。

「無理しない程度にこれからは毎日作りたいと思います。好きなことはとことんやるべきですよね？」

　久次さんとの結婚が決まってから、私はなにもかも諦めていた。ささやかながらアクセサリー作りができるだけで幸せだと思っていたけれど、本当は違う。

　もっともっと多くの人に私が作ったものを届けたい。喜んでほしい。

「仕事と家のことを両立するのは難しいかもしれないですけど、息抜きになると思うんです。……父もきっと賛成してくれますよね？」

　また無理させて申し訳ないと思われるかな？　そんな心配がよぎったが、すぐに静馬さんが「もちろんです」と言ってくれた。

「お父様も紅葉様が好きなことをされるのを望んでいらっしゃると思います。好きなことは、とことんやるべきです」

　私の言葉を真似して言う静馬さんに、笑みが零れた。

「フフ、そうですよね。とことんやるべきですよね」

「はい」

　静馬さんと出会い、久次さんと結婚しないと決めてから世界が一変したようだ。それほど私の世界が大きく変わった。

「ありがとうございます。頑張ってみます」

「応援しています。では今夜の夕食作りは私にお任せください」

　そう言って立ち上がった静馬さんを慌てて引き止めた。

「待ってください。食事は私が作りますから」

「いいえ、私に作らせてください。私は今、とくに事務作業もございませんし、暇を持て余しているので。……こういう時くらい甘えてください」

　私を見つめる瞳の奥からは優しさがあふれていて、ポンと頭を撫でられ、かあっと顔が熱くなっていく。

　頭ポンは反則だ。

「わかりましたか？」

「は、はい。すみませんがお願いします」

　高鳴って苦しい胸を押さえながら声を絞り出すと、静馬さんは「お任せください」と言ってキッチンへ向かった。

　甘えてください、か。こういうのも甘えるってことなのかな？　だったら私はこれまでにさんざん静馬さんに甘やかされている気がする。

　顔がニヤけそうになるものの、慌てて引きしめた。

　せっかく静馬さんが集中してアクセサリーを作る時間をくれたんだもの、無駄にしてはいられない。

　それから夕食までの時間、アクセサリー作りに没頭した。




　その後も問い合わせが殺到し続け、作ってサイトに上げると瞬く間に売れるという状態が続いている。

　みんなプロフィールを見てくれたようで、オーダーに関するコメントはほとんどこないものの、新商品がアップされるのを心待ちにしているというコメントが多く、ちょっぴりプレッシャーを感じてもいた。

　だけど待ってくれる人がいると思うと、やる気が出て以前よりも多くの商品を作ることができていた。

　アクセサリー作りの合間を縫って、就職先探しも始めた。なかなか条件に合う会社は見つからないけれど、焦らずに探していくつもりだ。

　忙しない日々を過ごす中、刻々と食事会の日も近づいてきた。いよいよ明後日に差し迫った日の午後、私は父のもとを訪れていた。

　これまでの特別料金がかかる豪華な個室から、父は料金がかからない四人部屋に移った。窓側の日当たりがいい場所だった。

　体調も回復してきているから、個室ではなくても大丈夫だと久次さんの父には伝えたが、遠慮することはないと言われたようだ。

　しかし話し相手がいたほうがいいと言うと、納得してくれたそう。

　生活費に関してはこれまで毎月多くの金額が振り込まれていたが、必要最低限しか手をつけていない。家賃や光熱費、食費にだけあてていた。

　それも今後は、少しずつだけれど返していくと父と決めた。今はできるだけ倹約して、これまでアクセサリーの販売収入と貯金を切り崩して生活をしている。

「そうか、職業安定所に……。苦労をかけてすまない」

　最近の出来事を報告したものの、父は私が就職活動を始めたことに心を痛めているようだった。

「お父さんってば、もしかして私が嫌々仕事をすると思っている？　だったら違うからね。私、本当はずっと働きたいと思っていたの。だから今、すごくわくわくしてる」

「わくわく……そうか」

　私の話を聞いて驚いた顔を見せた後、父は切なげに目を細めた。

「父さんは本当になにもわかっていなかったんだな。結婚してなに不自由ない暮らしをすることが、紅葉の幸せだとばかり考えていた」

「お父さん……」

　私も父の気持ちを汲んでいたからこそ、久次さんとの結婚を喜ばれたらなにも言えなかった。

「今の紅葉は楽しそうで生き生きとしている。母さんの分までお前を幸せにしなくてはいけないという思いが強すぎたようだ。どうも結婚イコール幸せという考えが抜けきれなくてな。結婚だけが幸せではないのに……」

　それはきっと、父にとって母との結婚が幸せだったからだと思う。父はただ、私の幸せを願ってくれただけなんだ。

「たしかに久次さんとは縁がなかったけど、結婚願望はあるからね？　いつかお父さんとお母さんのように、心から愛する人と平凡でもいいから幸せな家庭を築きたい」

　それが私の願いだった。その相手が、病室の外で待つ静馬さんだったらどんなにいいか。でも叶わぬ夢だってことは理解している。彼とは住む世界が違いすぎるもの。

「運命の出会いは絶対にあると信じているんだ。そんな人と出会えるまで、もう少しお父さんと一緒にいさせてね」

「そんなの、当たり前だろう？　父さんだってもっと紅葉と一緒にいたい。そうだな、父さんが母さんと出会えたように、紅葉にもこの人しかいないと思える人と出会えるはずだ」

「うん」

　今度こそ幸せな結婚をして、父を安心させてあげたい。でも今だけは……せめて、すべて解決するまでは静馬さんを好きでいてもいいよね。

「あ、そういえば父さんが退院する日が決まったんだ」

「嘘、本当に？　おめでとう。いつ言われたの？」

「午前中の回診の時に先生から言われてさ。体調もよくなってきたし、安静に過ごすなら自宅に戻ってもいいとも言ってくださった。二週間後に退院予定だ」

　よかった、家に戻ってこられるんだね。

「しかしそうなると紅葉に色々と迷惑をかけてしまうことになるだろ？　だから自宅に戻るか悩んでいるんだけど……」

「なに言ってるの？　絶対に戻ってきて」

　声を遮って言った私に父は驚く。

「迷惑じゃないから。お父さんがいない生活がどんなに寂しかったかわかる？　お願いだから退院したら家に戻ってきて」

　ひとりで寝起きするのも、ご飯を食べるのも、全部初めてで寂しくてたまらなかった。

　素直な思いを伝えると、父は目を赤く染めた。

「わかったよ。じゃあ退院後は家に戻ろう」

「うん、絶対だよ」

　互いに顔を見合わせ、どちらからともなく笑っていると、ゆっくりと病室のドアが開いた。振り返って見ると、部屋の外で待っていた静馬さんがゆっくりと近づいてきた。

「ご歓談中申し訳ございません。……おふたりに場所を移してお話ししたいことがございます」

　真剣な面持ちで言われ、緊張がはしる。もしかしてまたなにかあったのだろうか。

「わかりました。お父さん、大丈夫？」

「あ、あぁもちろんだ」

　父も緊張している様子。

「ではこちらへ」

　病室を出ると、静馬さんに案内された場所は談話室だった。

「病院にはこのお部屋をお借りすることを伝えてありますので、ご安心ください」

　そう言って静馬さんは私と父の椅子を引いてくれた。

「すみません、ありがとうございます」

　お礼を言いながら腰を下ろすと、静馬さんは私と父と向かい合うかたちで椅子に腰かけた。

「先ほどのおふたりのお話、病室の外から聞かせていただきました。まずは退院、おめでとうございます」

　丁寧に頭を下げる静馬さんに、父は恐縮しながら「これは、ありがとうございます」と答える。

「それで退院後はご自宅に戻られるとのことですが、今後のおふたりのことについてご相談があります」

　話って久次さんたちのことでなにか起こったわけじゃなくて、私と父のことだったんだ。でもいったいなんだろう。

「は、はい。なんでしょうか」

　どもりながら言う父とともに緊張しながら静馬さんの言葉を待つ。

「明後日の食事会で証拠を掴めるかどうかにかかっておりますが、それによって円城守たちがどんな動きに出るか予想できません。もしかしたら事態によってはおふたりを危険に晒す可能性もあります」

　そう前置きして静馬さんは続ける。

「退院後は紅葉様とおふたりで、私の実家に身を寄せてはいかがでしょうか？」

　思いがけない提案に言葉を失う。

「えっと……」

　どうにか声を絞りだしたものの、言葉が続かない中、静馬さんはさらに驚きの提案を続けた。

「それとずっと考えていたことなのですが、円城守に返済してもらったという借金と援助してもらったお金を、私のほうで清算させていただけないでしょうか？」

「え？　ちょ、ちょっと待ってください。それはどういうことですか？」

　慌てて聞き返した父に、静馬さんは真剣な表情で説明してくれた。

「婚約破棄を申し出る時に、円城守に借りたお金も返すべきです。彼が逮捕される事態になったら、借金を肩代わりしたことを理由に脅しをかけてきたり、こんなことを考えたくはありませんが、裁判となった際には自分にとって有利になる証言をするよう脅迫してきたりする可能性も捨てきれません」

　そんなこと実際に起こるとは信じたくないけれど、想像できる出来事に不安は募る。

「なによりおふたりが私たちに協力していたことを知ったら、逆上して逆恨みすることも考えられます。それを防ぐためにも円城守に借りたものはすべて返しましょう」

「それはそうですが……」

　提案の内容が内容だけに父も困惑しているようだ。

「それとぜひ退院後は、おふたりで私の実家にお越しいただく件も前向きにご検討ください。資格を持った専属のシェフや医師がいますし、健康面でのサポートはもちろんセキュリティ面も万全です。紅葉様も就職活動やアクセサリー作りに集中できるかと思います。兄にも了承を得ていますし、生活の基盤が整うまでいくらでもいてくださっていいと言っておりました」

　静馬さんの話は、私と父にとって願ってもない提案だ。その一方であまりに私たちにとって都合のいい話で申し訳なくなるほどでもある。

　でも正直、病院のような栄養管理が行き届いた食事を毎食作れるか自信はないし、久次さんたちの今後によっては、私たちもどうなるかわからない。

　そう思うと、ここは甘えてお世話になったほうがいい気がする。父はどう思っているんだろう。

　隣でなにも言わずに考え込む父をチラッと見る。

　ここは父に判断を委ねるべきだよね。そう思い、静かに待つこと数分。ゆっくりと父が口を開いた。

「私と紅葉のことを気にかけてくださり、心から感謝いたします。しかし、少し考えさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「はい、もちろんです。ですが円城守との決着がつくまでにお返事をいただけますか？」

「わかりました」

　それから父を病室に送り届け、私と静馬さんは病院を後にした。




「紅葉様、この後はどうなさいますか？　昨日買い物しましたし、このまま真っ直ぐお帰りになられますか？」

　病院の外に出ると聞いてきた静馬さんに、たまらず声をあげる。

「あの！　さっきの話、本当になんてお礼を言っていいか……」

　正直、あそこまでよくしてもらう義理はないのに。

　病院前のロータリーで足を止めて頭を下げた私の肩を、静馬さんは優しく撫でた。

「顔を上げてください」

　言われるがまま顔を上げた私を見て、静馬さんは目を細めた。

「協力してくださるおふたりに、なにか恩返しがしたいと思ったんです」

「ですが、借金はかなりの金額ですし、それらをすべて肩代わりしてくださるなんて……」

　捜査に協力することに対して割に合わないよ。

「それほど重く受け止めないでください。おふたりは円城守に少しずつでもお金を返していこうと決められたんですよね？　でしたら返す相手が私に代わるだけです」

「それはそうですけど……私ばかり助けてもらっていて、静馬さんになにも返せていません」

　久次さんから守ってくれたし、護衛対象から外れた後のことも考えてくれている。こんなに甘えてしまってもいいの？

「いいえ、私も紅葉様からたくさんのものをいただきました」

「えっ？」

　私からたくさんのものをもらったってどういうこと？　心当たりがまったくなくて目を瞬かせてしまう。

　そんな私を見て静馬さんはクスリと笑った。

「本当ですよ？」

「えっと、私は静馬さんになにをあげたのでしょうか？」

　困惑しながらも聞いてみると、静馬さんは「秘密です」と言って教えてくれなかった。

「話を戻しますが、危険が伴う捜査に協力していただくので、そのお礼だと思ってください。ご承諾いただけるなら、おふたりには気兼ねなく過ごせる離れをご用意いたしますね」

　離れということは、敷地内にもうひとつ家があるってことだよね？　それもそうだ、静馬さんの実家はあの有名な会社の創業者一族なのだから。

「すみません、ありがとうございます」

「危険なことに巻き込んだのはこちらなので、当然のことです」

　優しい笑みを向けられ、嫌でも胸が高鳴ってしまう。

　最初の頃はいつも表情が硬くて、こんな笑顔をなかなか見せてくれなかったのに、最近ではよく笑いかけてくれるようになった。

　それが嬉しくもあり、切なくもある。距離が縮まるほどに別れがつらくなるよ。

「静馬さん、帰りましょう」

「はい、帰りましょう」

　こうして肩を並べて同じ家に帰るのもあと僅か。そう思うと本当に一日一日を大切に過ごしていきたいと思った。




　そして迎えた食事会の日。

　開始時刻は十一時と聞いていたのに、なぜか久次さんから十時には来いと連絡が入った。

「なんでしょう、一時間も早く来いだなんて」

「わかりませんが、きっとあまりよくないことのような気がします」

　そんな私の予感は的中し、到着するや否やこれから訪ねてくる親戚たちを私が出迎えて案内しろと言われた。

「お前は円城家の新入りだ。しっかりと挨拶をして俺に恥をかかせるなよ」

「はい、わかりました」

　少しは私に対する扱いが変わったかなと期待した私がばかだった。

「護衛のお前もだからな。そばについて紅葉を守れよ」

　久次さんは語尾を強めて、静馬さんの胸を思いっきり叩いた。

　なんて人だろうか。言葉で言えばいいだけなのに、わざと叩いたよね？

　やめてくださいって言葉が喉もとまで出かかったけれど、必死に飲み込む。ここで言い返したっていいことなんてない。

　心の中で何度も静馬さんに謝る。

「ふん、この前とは違って随分とおとなしくなったな。やっと自分の立場をわきまえたのか？　まぁ、いい。全員が到着するまで部屋には戻ってくるなよ」

　念を押して言うと、久次さんはリビングへと戻っていった。

「三十分以上玄関で待てということですね。この前の仕返しのつもりでしょうか」

「そうかもしれません」

　久次さんの考えそうなことで、苦笑いしてしまう。

「さっき叩かれたところ、大丈夫ですか？」

「えぇ、痛くも痒くもありませんのでご心配には及びません」

　そうだ、静馬さんは普段から身体を鍛えている人だった。

「紅葉様こそ大丈夫でしたか？」

「はい。もうあんなことを言われるのは慣れましたし、結婚しないと決めたからか不快に感じるどころか、怒りさえ湧きました。それと本当にあの人と結婚することを考え直してよかったって思います」

　これまでは久次さんと結婚するしか道はないと思っていたし、父も喜んでいたから彼と結婚するのが運命だと受け入れていた。

　でも今はそう思わない。結婚は好きな人としたい、私が幸せじゃなかったら父が悲しむと気づくことができたから。

「えぇ、私も紅葉様が婚約破棄するとご決断いただけて心から嬉しいです」

　隣に立つ彼を見ると目が合い、そして優しく微笑みかけた。

　気づけたのは静馬さんのおかげだ。だからこそ彼に協力したい。

「今日で証拠が見つかるといいですね」

　近くに人はいないとわかってはいるものの小声で言うと、彼は大きく頷いた。

「必ず見つけます。きっと今日が最大のチャンスなので」

　由香里ならこの家のことを誰よりもよく知っている。大丈夫、絶対に見つけることができるはず。

　三十分以上経ってから親戚たちがぞくぞくとやってきた。由香里を除いてやってきた十二名ひとりひとりに私は頭を下げて挨拶をし、案内していった。




「まったく、お兄ちゃんってば信じられない！　出迎えは普段、家政婦にお願いしているのにわざわざ紅葉にやらせるなんて」

「由香里、落ち着いて」

　全員が揃うと、今度は私にお茶を運ぶよう命令してきた。見兼ねた由香里が手伝うと言ってくれて、ふたりでキッチンへと向かう中、由香里は苛立ちを抑えられない様子。

「これが落ち着いていられる？　出迎えの次はお茶だ？　紅葉は家政婦じゃないのに、なに？　あの扱いは。そもそもまだ結婚もしていないのに、亭主気取りなのが一番気に食わない！」

　由香里は拳をギュッと握りしめて怒りを露わにする。

　本当は由香里の旦那様も今日の食事会に出席すると言っていたそうだけれど、それを由香里が全力で阻止したようだ。

　旦那様に自分の親戚と会わせたっていいことなんてない。不快な思いをさせるだけだからと言っていた。

　そうしたら由香里の旦那様は、そんな場所に由香里をひとりで行かせたくないって言ってくれたようだけれど、今回は証拠を見つける目的もあるため、来なくていいと押し切って家を出てきたそうだ。

「本当に紅葉がお兄ちゃんとの結婚を考え直してくれてよかったよ。……ごめんね、紅葉。あと少しだけ辛抱してね」

「ううん、私なら大丈夫だよ。こうして私の代わりに怒ってくれる由香里がいるもん」

　自分のことのように怒る由香里の姿を見たら、なんてことないと思える。

「もう、嬉しいことを言ってくれるんだから。……待っててね、私と溝口さんで証拠を掴んでみせるから」

「うん、お願い」

　静馬さんのためにも、絶対に見つけてほしい。

「大丈夫、今もふたりで念入りに打ち合わせしているし」

　そう言って後ろを振り返る由香里につられて私も目を向けると、真剣な表情でふたりは話し込んでいた。

「逆にお茶の準備を頼まれてよかったかもしれないね」

「そうだね」

　大勢の前では静馬さんたちは、話すことさえできないだろうし。

　ふたりの話が終わるまでゆっくりとした足どりでキッチンへ向かい、家政婦が用意してくれたお茶を運ぶ。

　すると今度はひとりひとりに出せと久次さんに言われ、テーブルに並べていった。

「いやーさすが久次君の結婚相手だ。できた女性だな」

「いいえ、まだまだですよ。公家の末裔以外、なんの取り柄もない奴なんで、伯父さんと伯母さんで教育してやってください」

　久次さんがそう言うと、周りは声をあげて笑いだした。

　聞いていて気分がいいものではない。今日初めて会った人たちばかりなのに、どうして笑えるのだろうか。笑っていないのは由香里だけだ。

　久次さんの父、円城守が経営する会社はほぼ同族経営だ。親族が重要なポストに就いている。だから今日来ているメンバーの中にも、脱税に関与している者がいる可能性があると静馬さんが言っていた。

「どれ、歓談はこのくらいにしてさっそく食事にしよう」

　円城守の声を聞き、近くにいた家政婦たちが一斉に動きだす。

　まずは前菜が運ばれてくると、各々談笑しながら和やかな雰囲気の中食事が進んでいく。

　私も円城守と楽しそうに話をする久次さんの隣で、黙々と食べ進めていった。

　そしてメイン料理が運ばれてきて数分が経った頃、ついに作戦決行の時がやってきた。

「すみません、お手洗いに行ってきます」

　そう言って由香里が立ち上がると、久次さんは不服そうに片眉を上げた。

「由香里、食事中だぞ？　マナーくらい守れ、はしたない」

「ごめんなさい。でも生理現象ばかりは仕方がないことでしょ？　すぐ戻りますから」

　笑顔で押し切って由香里は作戦通り、溝口さんと一緒に部屋から出ていった。

　ここからが勝負だ。由香里たちが戻ってくるまでは、絶対に誰もこの部屋から出さないようにしないと。

　後ろに立つ静馬さんを見ると、彼は小さくゆっくりと頷いた。

　メイン料理が片づけられると、次にデザートと珈琲が運ばれてきた。今のところ、席を立とうとする者はいない。

　でも由香里が出ていって、そろそろ十分が経とうとしている。この部屋からトイレは目と鼻の先にあるのに、帰ってこないことを怪しまれる時間だ。

　できるなら誰も由香里が戻ってこないことに気づかないでほしい。

　その願いは通じたのか、みんな話に夢中で由香里のことを言いだす人はいなかった。それからさらに五分過ぎたが、いまだに由香里は戻ってこない。

　さすがにそろそろまずいよね。どうしたのかな、もしかしてまだ証拠を見つけ出すことができていないの？

　緊張がはしる中、久次さんが声をあげた。

「そういえば由香里のやつ、遅くないか？」

　とうとう気づかれてしまった。久次さんは時計を見て目を見開く。

「けっこうな時間経ってるじゃないか」

「本当だな、護衛がついているから心配はないと思うが、もしかして体調でも悪いのか？」

　円城守が言うと、女性が「もしかしてつわりだったりして」なんて、的外れなことを言いだした。

「もしそうなら大変だ。久次、様子を見てきなさい」

　嬉しそうにそわそわしだした姿を見ると、由香里は父のことを嫌っているけれど、円城守は違うのかもしれないと思う。

　犯罪を犯し、女性蔑視を続ける人でも娘のことを心配し、孫ができたかもしれないと知ると嬉しそうにする。

　静馬さんたちが嘘を言っているとは思っていないけれど、本当に犯罪に手を染めたのかと疑問に思ってしまう。

「えぇ、面倒くさいから嫌ですよ。そうだ、仲がいい紅葉が行ってこい」

「え？　私ですか？」

　思いがけない好展開に声が上うわ擦ずる。

「俺が行くより、同性のお前が行ったほうがいいだろ？」

「そうだな、紅葉さん、お願いする」

　チラッと周りを見回すと誰も席を立ちそうにない。だったらここは、静馬さんと由香里たちの様子を見に行ったほうがいいよね。

「わかりました、行ってきます」

　私が席を立つとすかさず静馬さんもついてきて、ドアを開けてくれた。

「ありがとうございます」

「いいえ。……行きましょう」

「はい！」

　部屋を出たら私たちは駆け出した。

「まさかあそこで円城久次が気の利いたことを言ってくれるとは、夢にも思いませんでした」

「私もです」

　どうやら静馬さんも同じことを考えていたようだ。

「紅葉様、書斎の場所はわかりますか？」

「はい、一階の角部屋だったと思います」

　家政婦と鉢合わせないように、慎重に進んでいく。

　初めて円城家を訪れた際に、久次さんが得意げに家の中を案内してくれた。『俺とお前とでは住む世界が違うが大丈夫、俺と結婚すれば慣れるだろう』なんて失礼なことも言われたっけ。

　そんなことを思い出しながら歩を進めていくと、反対側から由香里たちがやってきた。

「由香里！」

「紅葉！」

　進むスピードを速めて互いのもとへ駆け寄る。

「どうだった？　見つかったの？」

　はやる気持ちを抑えながら小声で聞くと、由香里は笑顔でＶサインした。

「金庫を開けるのに手間取っちゃったけど、無事に脱税の証拠を手にすることができたよ」

　由香里の話を聞き、ホッと胸を撫で下ろす。

「封筒には別の書類を入れてきました」

　そう言って溝口さんはＡ４サイズの封筒を掲げた。

「お父さんが金庫を開けることは滅多にないから、しばらくは気づかれないと思う」

「こんな機密情報を何度も開けて確認していたら、逆に怪しまれそうですしね」

　静馬さんも溝口さんのもとへ駆け寄り、彼から受け取った封筒の中身を確認した。

「ありがとう、溝口。これで円城守たちを立件できる」

「はい、やっとここまできましたね」

　ずっと探し続けていた証拠を手にした静馬さんの目は、少し赤く染まっていた。

「今後のことは、この食事会が終わってからゆっくり話し合おう。それと早く戻って誤解を解いたほうがいい」

「誤解、ですか？」

　そうだ、忘れていた。

「由香里、大変なの。なかなか戻ってこないから、つわりで体調が悪いんじゃないかって勘違いされちゃっているの」

「なにそれ!?」

　とんでもない話に由香里はギョッとなる。

「どうして戻ってこないだけで妊娠していることになるわけ？」

「誰かがつわりじゃないかって言ったら、それを真に受けちゃったみたい」

　話をしながら急いで戻り、由香里はすぐに誤解を解いた。円城守は残念がっていて、その姿に由香里は驚き、複雑な表情をしていた。

　それは私も同じ。由香里の話を聞く限りでは、円城守は由香里に対して孫の誕生を期待しているようなことを今まで一度も言ったことがなかったはず。

　それなのに今さら……それもこのタイミングで言われたら、私が由香里でも困惑してしまうよ。

　由香里の気持ちを考えると切なくなり、ジッと見つめてしまう。すると私の視線に気づいた彼女は「大丈夫」と言うように笑顔を見せた。

　うん、由香里なら大丈夫だよね。この先、由香里がつらい、悲しいと思った時は支えればいい。私だけではなく、彼女のことを大切にする旦那様もいるのだから大丈夫だ。

　すっかり冷めてしまった珈琲を飲み干したところで、ひとりが思いついたように話しだした。

「そうだ、近々久次君たちの婚約披露パーティーを開くのはどうですか？」

「それはいい考えだ」

「ちょうど来月に新商品発表会がある。それと同時にやるのはどうだ？」

　次々と声が飛び交い、あっという間にやる流れができあがっていく。

　婚約発表パーティーだなんて、とんでもない。今日のように身内だけではなく、新商品発表会というのだから、多くの関係者が来るんでしょ？

　私は久次さんと結婚するつもりなんてないのに困る。

　どうしたらいいのかわからなくて後ろに立つ静馬さんを見るものの、彼はなにやら考え込んでいる様子で目が合わない。

　由香里はというと、ハラハラした様子で私を見つめていた。

「どうでしょう、社長。業界内に久次君が公家の末裔の娘と結婚することを発表すれば、我が社にも箔がつくんじゃないですか？」

「それもそうだな、いい機会かもしれん」

　円城守も満更ではないようで久次さんに、「お前はどうだ？」と聞いた。

「俺も皆さんと同じです。新商品のＰＲにもなりますし、ぜひ来月にでも紅葉との婚約を大々的に発表したいと思います」

「そうかそうか。じゃあそのように進めていこう」

　わかってはいたけれど、私の意見なんてまったく聞いてくれないんだ。

　当事者を無視して進められていく話に、私は一言も発する機会を与えてはもらえなかった。




「なんなの？　紅葉が着るドレスまで伯母さんたちで決めるとかあり得なくない？　自分の親戚ながら非常識な人たちばかりで恥ずかしい」

　食事会の帰り道、歩きながら由香里は怒りを露わにする。

「だけど、どうしようね。結婚するつもりはないのに……。溝口さん、パーティーまでに決着はつけられそうですか？」

　由香里に聞かれ、溝口さんはずっと口を閉ざしたままの静馬さんを見る。

　私も気になっていた。今日、証拠を手に入れることができたし、すぐに逮捕することはできるのかな？　それともすぐには難しいのならどうしたらいいだろう。

　少しして静馬さんはゆっくりと口を開いた。

「新商品発表会も兼ねていると言っていたので、当日には円城守をはじめ、今日来た親族や会社の重役たちは必ず出席されるでしょう。その場で全員に逃げられないよう確保しようと考えています」

「え？　パーティー当日にですか？」

　思いがけない提案に、みんな驚きを隠せない。

「はい、多くのマスコミ関係者も招待しているでしょうし、まさに絶好の機会だと思います。……ただ、そうなると紅葉様にはもうしばらくあの男の婚約者でいてもらわなければいけません」

　申し訳なさそうに私を見つめる静馬さんが言いたいことはわかる。今日の感じだと、パーティー当日までに何度か久次さんや、衣装選びに協力すると言っていた伯母たちとも会わなければいけなくなる。

　きっと今日みたいに嫌味のひとつやふたつ、当然言ってくるだろう。

「私なら平気ですよ。もう慣れっこですし、あと一カ月辛抱すればいいんですから」

　久次さんの横暴な態度には慣れたし、それに比べたら伯母たちの小言などかわいいものだった。これが一生続くわけではないのだから我慢くらいできる。

「静馬さんの計画通りに進めてください。……必ず成功してくださいね」

　由香里たちが探してくれた証拠が無駄にならないように、なにより静馬さんの無念が晴れるよう、すべての謎を明らかにしてほしい。

　私の話を聞き、静馬さんは真剣な表情で深く頷いた。

「はい、約束します。……紅葉様、本当にありがとうございます」

　深々と頭を下げる静馬さんに恐縮してしまう。

「そんな……！　当然のことです。だから顔を上げてください」

「紅葉様……」

　それに静馬さんだからこそ力になりたいと思ったの。

「これまで静馬さんたちが真相を明らかにするためにしてきた努力が報われると、私も嬉しいです」

　そしてどうか久次さんたちには、自分の罪を認めて償ってほしい。それが由香里の願いでもあり、久次さんと円城守が家族として、彼女のためにできることでもあると思うから。

　由香里と溝口さんを家に招き、四人で今後について遅い時間まで話し合った。

　作戦はこうだ。パーティーが開催されるホテルには事情を説明して警察と国税局の職員が先回りする。

　そして和やかな雰囲気に油断したところで突入し、証拠をすべて突きつけて逮捕するというものだ。

　マスコミの前で逮捕となれば、地位も名誉も一気に失い、自白する可能性も高いと静馬さんが言っていた。

　それまでに脱税の証拠がすり替わっていることに気づかれないかが気がかりだが、半月経っても今のところ円城守に変わった動きはないとのことだった。

　私はこれまで通り久次さんの婚約者として、彼に呼ばれたら会いに行き、パーティーの準備にも追われた。

　予想通り嫌味を言われはしたけれど、どこに行くにも静馬さんが一緒だったからつらくなどなかった。

　むしろ帰り道で毎回静馬さんに「申し訳ございません」と謝罪されて胸が痛んだ。私は私の意思で協力すると決めたし、静馬さんの力になりたかった。

　決して彼に罪悪感を抱かせたいわけじゃなかったから。でもこれを言ったら、私が彼を好きだとバレてしまう。

　伝えるのは今じゃない。すべてが終わるであろうパーティーが近づくたびに、静馬さんへの想いは胸に秘めておこう。そう思うようになったある日の午後。私は父が入院する病院を訪れていた。

「お父さん、退院おめでとう」

「ありがとう。紅葉のおかげでこうして元気になることができたよ」

　久しぶりにパジャマではない普段着の父を見ることができて嬉しい。

「それにしても退院してすぐに飛行機に乗って大丈夫？　疲れたりしない？」

「あぁ、平気だ。たった一時間半のフライトだしな」

「それはそうだけど……」

　あれから父とは何度も話し合った。その結果、円城との関わりを完全に断ち切るために、静馬さんに借りたお金をいったん肩代わりしてもらい、少しずつ返していくことにした。

　そして父は母の故郷である北ほっ海かい道どうに身を寄せると決めた。

　静馬さんたちにこれ以上は迷惑をかけられないし、父にとっても何度も足を運んだ母の故郷は思い出深く、母の親戚との関係も良好で父の面倒くらい喜んで見るとまで言ってくれた。

　父は休職していた勤め先の会社に異動願を提出し、北海道支社のほうで少しずつ仕事をしていくという。

「何度も言ったが、父さんが北海道に住むからといって、お前までついてくることはないんだからな？　紅葉ももう立派な大人だ。自分の人生は自分で決めていい」

「うん、わかってるよ」

　父は私にこっちに残ってもいいと言った。友達もいるだろうし、せっかく就職活動も始めたばかりだ。安全が保障されているなら、なにも無理して父と一緒に来なくていいと。

「ただ、無理だけはしないように。……パーティーでも危険なことだけはしないでくれ」

「……うん」

　不安そうに私を見つめる父に精いっぱいの笑顔を向けた。

「もう、本当に大丈夫だから！　ほら、急がないと飛行機の時間に間に合わなくなるよ」

「あぁ、そうだな」

　同室の人たちに挨拶をしながら部屋を出ると、静馬さんが荷物を持ってくれた。

「すみません」

「いいえ。外に車を待たせてありますので、それで空港まで行きましょう」

　バスと電車で行こうと考えていた私と父は顔を見合わせた。

「意外と移動でも体力は消耗するので、無理は禁物ですよ」

「そうですね。ではお言葉に甘えさせていただきます」

　どうやら静馬さんは実家の運転手を手配したようで、私と父は緊張しながら高級車に乗った。でも乗り心地は最高で静馬さんのおかげで父もゆっくりと空港まで移動することができた。

「行ってしまいましたね」

「はい」

　父が乗った飛行機を見送っても、なかなか動くことができない。

　北海道なら自然も豊かで、勤め先も支社ということもあって仕事量は多くないという。父にとって体力を回復するのに最適な場所だろう。

　だけど本音を言えば、やっぱり寂しい。

　空港に向かう前に父は寄りたい場所があると言いだした。向かった先は母が眠る墓前。父は十分以上母に向かって手を合わせていた。

　母が亡くなってからは悲しみに暮れ、必死に働きながらお金を返し続けていた。それからほどなくして父が倒れてしまい、まともにふたりで暮らせていない。

　もう両親と三人で楽しく暮らすことは叶わないけれど、せめて父とは少しでもいいからそんな日々を過ごしたいと思っていた。

　でも父は父なりに考えて結論を出したんだと思う。元気になったら今までの仕事に加え、親戚の経営する牧場の手伝いもして、一日でも早く借金を返すとやる気で満ちあふれていた。

　それを母に報告したんだと思うと、寂しいなんて言えなかった。

「引き止めなくてもよかったのですか？」

「えっ？」

　隣に立つ彼を見ると、大きく瞳を揺らした。

「紅葉様はずっとお父様が退院されて、一緒に暮らせる日を楽しみにされていたではありませんか。……本当にこれでよかったのですか？」

　正直、これが正解だったのかどうかわからない。でも……。

「父もたくさん悩んで決めたことだと思うので、これでよかったんだと思います」

　父が父らしく過ごせる場所で元気に暮らしてくれたらいい。

「紅葉様もやはり北海道へ行かれるんですか？」

「どうでしょう。まだ決めかねています」

　今後もし身の危険を感じたら、父のもとに向かわなければいけなくなるかもしれない。でもそうなると、由香里や……静馬さんとも会えなくなるんだ。

　もちろん私の護衛でなくなったら、今までのように会えなくなる。だけど住む場所が違えば、会える確率はぐんと減る。

　そうなったら少しずつ静馬さんに対する想いも、消えていくのだろうか。今はこんなにも好きなのに……。

　様々な思いが込み上げて目頭が熱くなり、慌てて顔を伏せた。

「お父様には申し訳ないですが、私は紅葉様に北海道へ行ってほしくないです」

「――え」

　思いがけない言葉に彼を見ると、真剣な瞳を私に向けていて息を呑む。

「え、っと……どうして、ですか？」

　震える声で聞くと、静馬さんは困ったように眉尻を下げた。

「どうしてだと思いますか？」

　どうしてって……それは私が聞きたい。なぜ私の心を乱すようなことを言うの？　深い意味なんてないよね？　早くそう言ってくれなければ、自分にとって都合のいいように解釈してしまいたくなる。静馬さんも私と離れるのが寂しいと思ってくれていると。

「すみません、今のは忘れてください。……帰りましょう」

「え？　あ……」

　静馬さんはこれ以上なにも聞かないでください、とでも言いたげに私を見つめてくる。話を終わりにされ、すぐに待ってくださいと言おうとしたけれど、言葉が続かなかった。

「はい、帰りましょうか」

　やっぱりただの気まぐれか冗談で出た言葉だった？　そうだよね、本気であんなことを静馬さんが言うわけがない。鵜呑みにしなくてよかった。

　小さく深呼吸をして歩き始めると、彼もすぐに私と肩を並べる。

　それから家に着くまでお互い一言も発することはなかった。




　パーティーまでも、私と静馬さんはこれまでと変わらない毎日を過ごしていった。家事を手伝ってもらったり、一緒に料理をして他愛ない話で笑い合う。

　時間が空けば私はアクセサリー作りに没頭し、その間、静馬さんはパソコンを開き、誰かと頻繁に連絡を取るようになった。

　作戦決行までに別の護衛を呼んで、安藤さんや皆森さんと打ち合わせに出ることもあった。

　刻々とその日が近づくにつれて、緊張も高まってくる。

『ねぇ、本当に木嶋さんに告白しないつもり？』

「うん。やっぱり迷惑になると思うし」

　パーティーを二日後に控えたその日、静馬さんは夜間についてくれている女性スタッフを呼んで、仲間との最終打ち合わせに出かけていった。

　どうやら溝口さんも向かったようで、その隙に由香里が電話をかけてきたのだ。

『紅葉がそう決めたならこれ以上は言えないけど……後悔だけはしないでね』

「それなら大丈夫」

　最初は告白するつもりでいたけれど、事件が解決したらしたで、静馬さんは後処理などに忙しなく終われるだろう。彼の私への気持ちに確信が持てない以上、想いを告げたら困らせる可能性もある。

　そうなれば私は死ぬほど後悔すると思うから。

『それにしても、いよいよ明後日だね。出席しない私まで緊張してきたよ』

　由香里たち夫婦も招待されていたけれど、家族の逮捕となったら、真っ先にマスコミが由香里に向かうのを見越して、静馬さんたちが行かないほうがいいと言った。

　自宅にも取材が殺到すると踏んで、由香里と旦那様は明日から一時的に賃貸マンションで生活するらしい。

『そばで力になれないのが悔やまれるけど、無理だけはしないでね』

「うん、わかってる」

『まぁ……その時はきっと木嶋さんが守ってくれると思うけど』

　由香里にからかわれ、気恥ずかしくなる。

『今後のことは、全部解決してからゆっくり考えればいいと思うよ。……私もそのつもり。会社がどうなるかも含めて、色々考えないといけないんだろうな』

　そうだよね、父と兄が逮捕となれば様々な問題も発生してくるはず。

「私で力になれることがあったら言ってね」

『うん、ありがとう。でもその言葉、そっくりそのまま紅葉に返すよ。私にも遠慮なく言ってよ』

「うん」

　それから少し話をして通話を切ると、自然とため息が零れた。

　最後の最後に由香里に『初恋なんだから大事にしなさいよ』と言われてしまった。

　静馬さんは初めて好きになった特別な人。この先、彼以上に好きになれる相手が現れるのか不安になるほど、好きになっている。

　由香里から電話がかかってくるまで作っていたのは、最後に彼に渡そうと思っているネクタイピン。

　淡い黒の土台にドライフラワーをレジンしたものを埋め込んでみた。クールな中にも優しさがあふれていて、笑顔が素敵な人。静馬さんをイメージして作ったけれど、彼は喜んでくれるだろうか。

　これを渡すくらい、迷惑にはならないよね？　これまでのお礼だって言えばいい。

　自分の作ったものを彼が毎日使ってくれるだけで充分だ。

　最後に綺麗にラッピングをして、静馬さんが帰ってくる前に見つからない場所にしまった。




　そして迎えたパーティー当日。私は朝早くから会場のホテルへと向かい、準備に追われていた。

　久次さんの伯母たちが手配してくれたスタッフによって、髪をアップにされメイクが施されていく。

　淡いピンクのパーティードレスは、胸もとにレースが施されていて上品に見える。それに合わせてヘアメイクを施された私を見て伯母たちは満足げに頷いた。

「馬ま子ごにも衣装ね。少しはマシに見えるでしょう」

「円城家の嫁として恥ずかしくない振る舞いをするように」

「はい、わかってます」

　私の返事を聞き、「それだけ？　お礼のひとつも言えないの？」と難癖をつけてきた。

「申し訳ございません。……今日まで私のためにお時間を割いていただき、感謝してもしきれません。本当にありがとうございました」

　深々と頭を下げると伯母たちは納得したようで、「わかればいいのよ」と言いながら部屋から出ていった。

「まったく、恥ずかしい振る舞いをしているのはどっちだかわかりませんね」

　同じ室内で一部始終を見ていた静馬さんは、怒りを含んだ声で言うと、ゆっくりと私との距離を縮める。

　そして目にかかりそうになっていた私の髪に触れると、ふわりと笑った。

「今日の紅葉様は、とってもお綺麗です」

「……っ！　それは、その……ありがとうございます」

　サラッと「綺麗です」と言った静馬さんは平然としているのに、言われた私は恥ずかしくて顔から火が出そう。

　真っ直ぐに見つめられて、どうしたらいいかわからずにいる中、ノックもなしに部屋のドアが開いた。

「おい、護衛。なにやっているんだ」

　入ってくるなり嫌悪感を露わにしたのは久次さんだった。すぐに静馬さんは私から離れる。

「紅葉様の髪にごみがついていたので、取っていたまでです」

　静馬さんは淡々と話しながら部屋の隅に移動した。

「それならいいが、紅葉は俺の婚約者なんだ。変な気を起こすなよ」

「もちろんでございます」

　丁寧に頭を下げた静馬さんに舌打ちし、久次さんは私を見据える。

「ふ～ん……お前も着飾れば、それなりに見栄えするじゃん。俺の相手として相応しく見えるよ」

　舐め回すように見られ、悪寒がはしる。

「婚約したのに、お前が指輪をつけていなかったら不自然に見られるからな。今日からこれを左手の薬指に肌身離さずつけていろ」

「えっ？　あっ」

　ポケットから小さな箱を手に取ると、久次さんはそれを私に向かって投げた。慌ててキャッチしたら、すぐに開けてはめるよう言われた。

　左手薬指に久次さんからもらった指輪なんてはめたくない。でもここではめなかったら、不審に思われるよね。

　箱を開けると、シンプルなデザインの指輪が入っていた。

「お前なんかに金をかけるのはもったいないからな。それで充分だろ。一応結婚指輪は俺もつけるものだから、もっといいものをやる。ありがたく思えよ」

　そう言って久次さんは部屋から出ていった。

　これで充分と言っていたけれど、私からしたら高価なものだ。それを投げるなんて信じられない。

　だけど困ったな、指輪はできればはめたくない。だって左手薬指にはめる指輪は特別なものだ。少しの間だけといっても抵抗がある。

　指輪を見つめたまま思い悩んでいると、いきなり箱が奪われた。

「こんなもの、はめなくていいです」

「えっ？　でも……」

　静馬さんは指輪を眺めて顔をしかめたかと思ったら、箱ごとごみ箱に入れた。

「静馬さん!?」

　咄嗟にごみ箱から取ろうとした私の手を彼が掴んだ。

「あんな奴からもらった指輪など、はめないでください」

　眉間に皺を寄せて悔しそうに話す姿に、心が揺れる。

　どうして静馬さんはそんな顔をして、勘違いしてしまいそうなことを言うのだろうか。

　だってまるで嫉妬しているみたいじゃない？

　ギュッと胸を掴まれたように痛くて苦しい。

「ですが、指輪をはめないことには怪しまれるでしょうから、代わりにこれを」

　静馬さんはポケットの中から小さな箱を手に取り、私に差し出した。

「これは……？」

　どう見ても指輪が入った箱だよね？　だけどなぜそれを私に？

　箱と静馬さんを交互に見てしまう。

　すると彼は箱を開けて、存在感のあるピンクダイヤモンドが輝く指輪を手に取った。

「きっとあの男は、あなたがどんな指輪をはめているかまでは見ないでしょう」

　そっと私の左手を取ると、ゆっくりと薬指にはめてくれた。サイズがぴったりなことにも驚きだが、静馬さんはなぜ指輪を用意していたのだろうか。

　疑問で頭の中がいっぱいになる中、静馬さんは指輪がはめられている左手を優しく撫でた。

「パーティー中は、私が命に代えて紅葉様を全力でお守りします。だからどうか安心して挑まれてください」

「……は、い」

　まるでプロポーズのような甘い言葉に胸がきゅんとなる。

　静馬さんはあくまで護衛として私を守ると言ってくれただけなのに、甘い言葉を囁きながら指輪をはめられたのだ。勘違いしても仕方がない。

　そして住む世界が違うとか、そんなの関係なしに言いたくなる。守ると言うならばお願い、全力で私を奪ってと――。

　その言葉が喉もとまで出かかった時、三回ドアがノックされた。

「そろそろお時間です。会場までお越しください」

　スタッフが呼びに来たようで、静馬さんは私の手を離した。

「行きましょう」

「はい」

　ドアを開けてくれたスタッフに続いて廊下を進みながら、さっきまで彼に握られていた左手に右手で触れる。

　いまだに胸は高鳴っていて苦しい。

　半歩後ろを歩く静馬さんは今、どんな気持ちでいるのだろうか。こんなにもドキドキしているのは私だけ？

　静馬さんがどんな気持ちで指輪を渡してくれたのかわからないけれど、初めて左手薬指にはめる指輪が、静馬さんから渡されたものだと思うと嬉しくてたまらない。

　必死に胸の高鳴りを鎮めながらパーティー会場に向かった。




　大規模なパーティー会場には、二百人以上の招待客に加えて多くのマスコミが詰めかけていた。

　私と久次さんの婚約を発表するのは、新商品をお披露目してからのようで、それまでは目立たないように隅で待っているよう言われていた。

「紅葉様、なにかお飲み物でもお持ちしましょうか？」

「はい、お願いします」

「ここから動かずにお待ちください」

　そう言って静馬さんが離れていき、一気に身体中の力が抜けた。

　会場に着いてからというもの、静馬さんは護衛だから当然だけれどピタリと寄り添って片時も離れなかった。

　さっきのことがあってか、私の心臓はもう破裂寸前で一度落ち着きたかったから困った。できればもう少しだけひとりになりたい。

　そんな私の願いが通じたのか、静馬さんが声をかけたスタッフはシャンパンやワインなどアルコールしか持っていなかったようで、別の場所に取りに行った。

　この隙に胸の高鳴りを抑えようと周りを見回す。

　多くの人に囲まれているのは、久次さんと円城守だ。他にも親族たちがあちこちにいる。招待された客は同じ業界の人から、著名人まで実に様々。中にはテレビで見たことがある人もいる。

　そんな人たちに紛れて、談笑する安藤さんと皆森さんを見つけた。

　ふたりは招待客としてこの会場に潜り込んだんだ。

　ついジッと見つめてしまっていると、私の視線に気づいたふたりはこちらにやってきた。

「紅葉様、久しぶり～。元気だった？」

「紅葉様の普段着もかわいかったけど、今日はとくにかわいいね」

　ふたりに〝紅葉様〟と呼ばれると、なんだか気恥ずかしい。いや、でも静馬さんにも同じように呼ばれていたし、今さらでは？

　だけどふたりとは護衛関係ではないし、やっぱり不自然？

　そんなことを考えていると、安藤さんが小声で話し始めた。

「今回の捜査に協力してくれたこと、警察を代表して感謝します。……本当にありがとう」

「いいえ、そんな……」

　手を左右に振る私に対し、安藤さんは話を続けた。

「不甲斐ない話だけれど、静馬の親父さんの事件に関しては解決してしまった手前、大々的に捜査をすることができなくて、解決の糸口を見つけ出せずにいたんだ。それがここまでこられたのは、紅葉様のおかげだ。本当にありがとう」

「それは俺も同じ。あの証拠を掴むには身内の協力が不可欠だった。由香里様と紅葉様には本当に感謝してもしきれないよ」

「安藤さん、皆森さん……」

　私もきっと由香里も、そんな大それたことをしたという自覚はないけれど、でも自分たちの行動が誰かの役に立ったなら嬉しく思う。

「本当はもっと静馬のこととか話したいところだけど、あまり長話すると怪しまれるからここで」

「すべてが解決したら、ゆっくり話そうね」

　そう言ってふたりは早々と離れていった。

　チラッと久次さんを見ると、まだ関係者と楽しそうに話し込んでいたから、ふたりと話していたことには気づかれていなそう。

　それに安藤さんと皆森さんと話したおかげで、胸の高鳴りも落ち着いてきた。

　ホッと胸を撫で下ろした時、ウーロン茶が入ったグラスを手にした静馬さんが戻ってきた。

「すみません、お待たせしました」

「いいえ、ありがとうございました」

　グラスを受け取ると、静馬さんは離れた場所にいる安藤さんたちに目を向けた。

「これから仲間たちが突入してくるというのに、呑気に飲んで食事を楽しむとは……。先ほども安易にふたりが紅葉様に話しかけてきたようで、申し訳ございませんでした」

「そんな……っ。おかげで緊張が解けました」

「それならいいのですが……」

　訝いぶかしげに顔を歪めながら、ふたりを見つめる静馬さんに笑みが零れる。

「きっとおふたりは怪しまれないように、敢えてパーティーを楽しんでいるのではないでしょうか？」

「紅葉様はそう思いますか？」

「はい。現におふたりは見事にこの会場に馴染んでいますし」

　すると静馬さんも「そうかもしれませんね」と納得した様子。

「では私たちもあのふたりを見習って、なにか食事でもとりましょうか」

「いいですね」

　静馬さんとともに食事を取りに行こうとした時、バンッと扉が開く大きな音が会場中に響いた。勢いよく入ってきたのは正装した二十代くらいの男性で、すごい剣幕で怒鳴った。

「出てこい！　円城守!!」

　一瞬にして会場内はシンと静まり返る。そんな中、怪訝そうに円城守が男性の前に姿を現した。

「誰だね、君は。大声で私を呼び捨てにするなんて」

　そんな円城守に対して男性は、怒りを露わにした。

「まさか忘れたのか？　お前に罪を着せられて自殺に追い込まれた俺の父さんのことを！」

　ちょっと待って。まさかあの男性って静馬さんの父を殺害したと遺書を残して亡くなった人の息子？

　静馬さんに目を向けると、彼もまた驚きを隠せない様子だった。

「あの、これも作戦のうちのひとつですか？」

　もしかしてあの男性にも協力を仰いでいたのだろうかと思い聞いてみたが、どうやら違ったようで静馬さんは首を横に振った。

「これは予定外の出来事です。すみません、仲間に連絡します」

　耳につけているイヤホンマイクを通じて静馬さんが静かに会場内の様子を伝えている間、周囲はざわざわと騒がしい。

　それもそのはず、今日のパーティーの主催者が犯罪者だと言われたのだから。

　しかし円城守はまったく動じる様子もなく、男性を見下した。

「なにを言いだすかと思えば……。証拠もないくせに人を犯罪者呼ばわりしおって。名誉棄損で訴えるぞ！」

「そっちこそなにを言ってるんだ？　俺が証拠もなしにお前の前に現れると思っていたのか？」

「なに？」

　片眉を上げる円城守に対して男性は、古びた一冊のノートを掲げた。

「警察に証拠を提出する前に、お前に一泡吹かせようと思ってきたんだ。これは父さんがお前に見つからないように隠していた日記帳だ。ここにお前が桜堂社長を殺害した罪を父さんになすりつけた経緯が、事細かに書かれている！」

　男性は涙目になり、言葉を詰まらせた。

「父さんが……父さんが、どんな思いで死んでいったかお前にわかるか？　俺たち家族のためにやってもいない罪を被って命を絶ったんだぞ？」

　男性の悲痛な思いに私まで泣きそうになる。

　事件の話を聞いてから、ずっと殺害された静馬さんの父のことばかり考えていた。でも被害者は静馬さんたちだけではなかったんだ。

　殺人者として自殺した男性とその家族だって被害者だ。

「言っておくけど、証拠はこれだけじゃないからな。父さんがお前に処理を頼まれた犯行に使われた凶器も綺麗に保存してくれていたんだ。これでもう言い逃れられないぞ！」

　決定的な一言に、一気に会場内にはどよめきが起こる。

「なに勝手なことを言って……！　皆さん、この男の言うことはすべてでたらめです。私が人を殺めるはずがないでしょう。おい、お前たち！　護衛なら護衛らしく早く私の気分を害するこの男を確保しろ！」

　円城守に言われた護衛たちも戸惑い、身動きがとれない様子。それもそのはず、状況的に考えて確保するべきは円城守だ。

「モタモタするな！　早く捕まえろ！　ホテルの警備員はなにをしているんだ？　不審者を早くつまみ出せ！」

　大声で命令する円城守だけれど、彼に従う者はいなかった。

「観念して、早く父さんの無実を証明しろ。……自分が犯した罪を父さんが被って自殺する代わりに、父さんの経営する会社を助けると条件を出したにもかかわらず、実際に父さんが亡くなったら、うちの会社を買収した汚い人間のクズだって自白しろよ」

「……っ」

　ひどい、なんでそんなことができるの？　人間とは思えない。怒りで身体が震える。

　いよいよ追い詰められた円城守が悔しそうに唇を噛みしめた時、大勢の警察官と国税局職員が突入してきた。

「全員動くな！」

　先頭に立つ五十代くらいの男性が警察手帳を掲げる。誰もが動きを止めて様子を見守る中、円城守に逮捕状が突きつけられた。

「円城守、脱税の容疑で逮捕する」

「なんだって……!?」

　目を見開いて驚く円城守に、国税局職員が証拠を突きつけた。

「それがどうしてここに……！」

「もう言い逃れできないぞ。重要参考人として息子の久次と重役たちにも一緒に来てもらう」

　ざわざわと騒がしくなる中、「くそっ」と言いながら円城守が駆け出した。

「逃がすな！」

　すぐ近くにいた護衛たちが確保しようとした時、円城守は胸もとからピストルを取り出して銃口を向けた。

「来るな！　来たら打つぞ！」

　拳銃を目の当たりにして参列者たちは恐怖で逃げ惑う。

「きゃー！」

「逃げろ！」

　警察の人たちは「落ち着いてください」と宥めるものの、会場は大混乱に陥る。その隙に円城守が逃げた。

　参列者が行く手を阻み、誰も追うことができない。

「静馬さん、行ってください！」

「しかし、紅葉様をひとりにするわけには……っ」

　困惑する静馬さんの背中を押す。

「私なら大丈夫です！　警察の人が守ってくれますから早く！　円城守を絶対に逃がさないでください！　お父さんのためにも、あの自殺に追い込まれた男性の父親のためにも！」

「紅葉様……」

　由香里のためにも、ちゃんと罪を認めて償ってほしい。

「絶対にここから動かないでください。円城守を取り押さえたらすぐに戻ります」

「はい。気をつけて」

　私に見送られ、静馬さんは人々の間をすり抜けて円城守の後を追った。

　だけど円城守は拳銃を持っていた。静馬さんなら大丈夫だよね？　そう願っていても心配でたまらなくなる。

　どうか無事に静馬さんが戻ってきますように。そう願いながら安全な場所に移動しようとした私の手首を、勢いよく背後から誰かに掴まれた。

　爪が肌に食い込むほどの強い力に思わず「痛っ」と声をあげてしまう。

「おい、さっきの話はどういうことだ？　まさかお前、最初からこうなることを知っていたのか!?」

　すごい剣幕で私の手首を掴んだのは久次さんだった。

「答えろ！」

　さっきの話を聞かれていたようで、手首を掴む力が強まり血が滲み出す。

　どう答えればいいの？　ここで肯定したらどうなる？　かといって否定したってすぐに嘘だとバレる。

　なにも言えずにいると、遠くのほうで伯父が警察に確保される姿が目に入る。

「くそっ！　このままじゃ俺まで……っ」

　やはり久次さんも脱税に関わっていたのか、焦っている。

　変に刺激しないほうがいいよね。大丈夫、周りには警察の人がたくさんいるのだから。

　そう自分に言い聞かせる。

「おい、行くぞ！」

「え？　行くってどこへですか？」

「父さんの後を追うんだ。父さんならきっとうまく逃げられるだろう。どこかで合流して逃げるぞ。お前は俺と父さんが逃げるための人質だ」

「そんなっ」

　抵抗する間もなく久次さんは私の腕を引き、逃げ惑う人に紛れて出口へと歩を進める。

　どうしよう、このままでは久次さんに連れていかれてしまう。でも強い力で手首を掴まれていて私の力では振りほどけそうにない。

「ほら、早く歩け」

　強引に腕を引かれ、転びそうになると「ふざけるな」と罵声を浴びせられた。

　怖くて不安で泣きそうになりながら、彼に連れられるままドアを抜けるとそこに警察官の姿はなかった。

　警備員までも会場内の鎮圧に駆り出されているようだ。

「警察も無能だな、易々と俺を逃がすのだから」

　嘲笑いながら廊下を突き進み、久次さんは非常階段に向かう。

「いいか？　俺の足手まといになるなよ。……その靴じゃ階段を下りるのに時間がかかるだろうから脱げ」

「……はい」

　ヒールを脱ぐと、久次さんは歩くスピードを速めた。周囲を警戒しながら非常階段へと続くドアを開ける。

「ほら、モタモタするな」

　ずっと掴まれっぱなしの手首は血が流れ続けていて、痛みも鈍くなってきた。それでも久次さんは私を離してくれなかった。

　階段を駆け下りて一階に着くと、非常階段から繋がっている非常口を抜けて外に出た。大通りに出るとすぐに久次さんはタクシーを停める。

「おい、早く乗れ」

　どうしよう、言われるがままに乗ってしまったら大変なことにならない？　もう逃げられない気がする。

　躊躇していると久次さんは苛立ち、私の背中を押した。

「早くしろ」

「キャッ!?」

　そのまま押し込まれそうになり、もうだめだ。逃げられないと覚悟を決めてタクシーに乗った時。

「うわっ!?」

　久次さんが倒れる音とともに鈍い音が聞こえてきて、急いでタクシーから降りると、久次さんに馬乗りになっている静馬さんがいた。

　彼に殴られたようで、久次さんの唇の端は血が滲んでいた。

「よくも紅葉様をっ……」

「や、やめろ。殴るな。俺を誰だと思っているんだ？」

　狼狽えだす久次さんに容赦なく静馬さんは腕を振り上げた。

「なにやってるんだ、静馬！」

　遅れて駆けつけた安藤さんが、すかさず静馬さんの背後から止めに入る。

「離せ！」

「離すわけがないだろ！　こんなやつを殴るより紅葉様を抱きしめるほうが先だろうが！」

　安藤さんに言われた静馬さんは動きを止める。

「後のことは俺に任せろ。お前のおかげで円城守も無事警察に引き渡せたし、もう心配はいらない。……腕を怪我しているようだから、早く病院に連れていったほうがいい」

　そう言われ、静馬さんは久次さんの上から退くと、私に向かって駆け寄ってきた。

「紅葉様……っ」

　勢いのままに彼は私を抱きしめた。

「静馬さんっ」

　彼のぬくもりに包まれて、さっきまで張り詰めていた糸が緩み、一気に涙が込み上げた。

「静馬さん……静馬さん」

　彼の名前を何度も呼びながら抱きついた。

「俺が離れたばかりに……。本当にごめん。無事でよかったっ」

　震える声で言いながら静馬さんはさらに強い力で私を抱きしめる。

　いつもとは違う口調から、彼が心から心配してくれていたのが伝わってきて余計に涙があふれた。










お願い、一生私を離さないで




　スマホのアラーム音によって目を覚ますと、キッチンからはおいしそうな匂いが漂ってきた。

　ゆっくりと起き上がって部屋を出てキッチンに向かう。すると料理をする静馬さんが私に気づく。

「おはようございます、紅葉様」

「おはようございます。すみません、朝食の準備をしてもらって」

「いいえ、紅葉様は怪我をされているんですから、無理は禁物です。……それに今日くらい、私に作らせてください」

　寂しそうに話す静馬さんに、私まで切なくなる。

　あの日から五日が過ぎ、やっと円城守は殺人も含めすべての罪を認めた。

　静馬さんの父と大学の同級生だった円城守は、学部もサークルも同じで、憧れてもいたが、成功者として輝く姿を見て妬んでいたようだ。想いを寄せていた女性が静馬さんの父を好きになり、ふたりが交際を始めると恨みが増したらしい。

　そして、それぞれが社長の座に就くと、さらに敵意が高まっていったそうだ。ある時、円城守の会社がむやみに新商品を乱発したために窮地に陥り、資金援助を含んだ業務提携を静馬さんの父に求めたところ、『会社を経営するということは多くの従業員の生活を守る立場に立つということ。今、助けたところで根本的な解決にはならない。今一度事業内容を見直し、自分の力で乗り越えるべきだ』と助言され、強い殺意を抱いたそうだ。

　自分の会社がうまくいかないのに対し、静馬さんの父の会社の業績はうなぎ上り。さらには昔好きだった女性との間にふたりの子供をもうけ、幸せな家庭を築いているのが許せなかった。

　そしてその罪を自分と同じ立場にいた男性に被せ、まんまと自分は殺人の容疑から逃れたそう。

　それからすべてがうまくいき、会社は大きくなっていった。しかし静馬さんの兄が密かに美容家電の製造に乗り出すという噂を聞き、親子そろって邪魔をするのが気に食わず、脅迫文を送り続けていたそうだ。

　本当に美容家電に着手したら、静馬の父同様、誰かに罪を被せて殺してやるつもりだったとも自白したようだ。

　脱税に関しては家族ぐるみで五年前から行っていたそうで、久次さんも関わっていた。円城守をはじめ、久次さんに親族、さらに重役まで一斉に逮捕されることとなった。

　会社もこのまま倒産かと言われたが、由香里の旦那様の父が社長を務める会社が買収に名乗りを上げた。

　由香里のためにも必ず会社を立て直すと言っていたそうだ。

　私は静馬さんに立て替えてもらって、円城守に借りたお金をすべて返済し、無事に久次さんとの婚約を破棄することができた。

　最後まで久次さんは破棄しないと言い張っていたそうだけれど、彼についた弁護士に「破棄したほうが、婚約者を思って身を引いたことで裁判でいい印象を与える可能性がある」と言われ、渋々頷いてくれたようだ。

　父にはパーティー当日のことを詳しくは話していない。ただ、無事に事件は解決して円城家との関係も清算することができたとだけ伝えた。

　すっかり向こうでの暮らしにも慣れて楽しいようで、昨日も親戚が経営する牧場にいる馬と撮った写真が送られてきた。

　すべてが無事に解決し、静馬さんが私の護衛としてついてくれるのも、今日が最後となった。

　静馬さんは上司にせがまれているようで、明日から警察のＳＰとして復職することが決まっている。だから本当にこうして気軽に会えるのも今日が最後なんだ。

「どうぞお召し上がりください」

「ありがとうございます」

　最後の日の朝、静馬さんが作ってくれたのはオムレツと野菜やハムなどのサンドイッチだった。

「いただきます」

「いただきます」

　ふたりで向かい合って座り、手を合わせて食べるのも今日で最後だと思うと寂しい。

「おいしいです、静馬さん」

「よかったです」

　おいしいと感想を伝えれば、彼は目を細める。

　静馬さんが自分のことを〝俺〟と言ったのも、敬語じゃなかったのも久次さんから助けてくれたあの時だけ。

　すっかり今まで通りの口調で、ちょっぴり残念に思う。静馬さんが〝私〟じゃなくて〝俺〟と言っただけでかっこよくて、敬語じゃないのもよかった。

　もう私と静馬さんは護衛の関係ではなくなるし、以前の約束通りに私のことを〝紅葉〟と呼んでくれるだろうか？

　最後にお願いしてもいいかな？　呼んでくださいって。

　そんなことを考えていたらすっかり手は止まってしまっていた。

「どうかされましたか？　紅葉様」

「あ、いいえ。おいしいなぁって思って」

　再び手を動かしてオムレツを口に運んでいく。

　静馬さんに呼び捨てにされたら、心臓が止まってしまいそうだから、お願いしないでおこう。ただ、最後に楽しい時間を過ごして今日までの感謝の思いを伝え、そして作ったネクタイピンをプレゼントしたい。

　これから静馬さんは退職の手続きなどで、警備会社に出社する。その間、私は由香里と会う約束をしていた。

　そして再び夜に待ち合わせをして、最後にふたりで食事をする予定となっている。

「それでは紅葉様、お気をつけて」

「はい、静馬さんも」

　玄関で彼を見送るのもこれで最後。明日から静馬さんがこの家に来ることもないんだ。

「また夜に」

「はい」

　鼻がツンとなりながらも、笑顔で彼を見送った。

　ひとりになった部屋はとても静かだった。トボトボと自分の部屋に戻り、タンスの引き出しに大切にしまってある指輪のケースを取り出した。

「この指輪も今日返すべきだよね」

　あの日から返しそびれていたけれど、私にはもらう資格がない。それにこの指輪を持っていたら、いつまで経っても静馬さんを忘れることなどできなくなりそうだもの。

　バッグにプレゼントするネクタイピンとともに指輪も入れて、少し早めに家を出た。




「遅いぞ、紅葉」

　約束の時間より十五分も早いというのに、すでに待ち合わせ場所のホテルの部屋に由香里の姿があって私を出迎えてくれた。

「由香里が早すぎなんでしょ？　何時からいたの？」

「えっと三時間前からかな？」

「そんなに前から？」

　びっくりしながらも荷物をソファの上に置いて腰を下ろした。

「ひとりで家にいても暇だし、いつマスコミが嗅ぎつけてマンションに押しかけてくるかわからないでしょ？　その点、ホテルなら安心じゃない」

　由香里と旦那様は事件から五日経っても、いまだにマスコミに追われていた。会社にまで押しかけてきた時に旦那様がしっかりと対応する代わりに、由香里のことはそっとしておいてほしいとお願いしてくれたおかげで世論も味方につき、以前よりは嗅ぎまわるマスコミが減ったようだけれど、まだ油断できないそうだ。

　だから今日も安全なホテルの部屋でランチをする約束をした。

「それにしてもさすがあの会社の御曹司ね。こんな素敵なホテルを予約してくれるんだから。スイートルームでランチなんてすっごい贅沢」

「……うん」

　このホテルは世界的にも有名で、ここは最上階にあるスイートルームだ。静馬さんがゆっくり話ができるようにと手配してくれた。

「本当はロビーで紅葉のことを待っていようと思っていたんだけど、ホテルのスタッフにも話を通しておいてくれたみたいで、マスコミに見つかったら大変だから部屋にどうぞって案内してくれたの」

「そうだったんだ」

　静馬さんらしい気遣いに笑みが零れる。

「本当、自分の父親を殺した男の娘にも優しくしてくれて、ありがたいよ。……紅葉にもお兄ちゃんが怖い思いをさせてごめんね。ふたりには謝っても謝りきれないよ」

「そんなっ……！　由香里が背負うことじゃないからね？　静馬さんだって絶対そう思ってるよ」

「紅葉……」

　今にも泣きそうな由香里の隣に移動し、そっと肩を抱き寄せた。

「それよりも由香里のほうこそ大丈夫？　無理していない？」

「うん、意外と平気なの。旦那さんが守ってくれて、彼の両親もこれまでと変わらず接してくれている。連日のようにテレビでお父さんとお兄ちゃんのニュースが流れていても、どこか他人ごとのように思えちゃって。……まだ実感できていないからかもしれない」

　そうだよね、家族が逮捕されたのだ。いくら事前にこうなることを予想できていたとしても現実となったら簡単に受け入れることなどできないはず。

「もしつらくなったら、いつでも連絡してね」

「ありがとう。でもね、本当に思った以上に平気なんだ。気がかりだった会社については、旦那さんが尽力してくれているし。それでね、紅葉。私も旦那さんの力に少しでもなりたいんだ」

　そう言うと由香里は私から離れ、言いにくそうに切り出した。

「今日、紅葉にどうしても会いたかったのは、旦那さんと一緒にニューヨークに行くことを伝えるためだったの」

「ニューヨークって……え？　ちょっと待って、どういうこと？」

　突然の話に困惑する私に由香里は続ける。

「お義父さんから、うちの会社の社長を継がないかと打診されたけど、彼がお義父さんに申し入れたのよ。自分じゃまだ力不足だからもっとしっかりと経営について学んでからトップに立ちたいと。だから数年間、お義父さんの知り合いの会社で働きながら学ぶみたい。その間はお義父さんが会社を守ってくれるって」

「そう、だったんだ」

　じゃあ由香里も数年間はニューヨークで暮らすんだね。

「彼は日本に残ってもいいって言ってくれたけど、私はついていきたいの。一番近くで彼を支えたいし、なにより離れたくない」

　由香里の気持ちが痛いほど伝わってきて、胸が苦しくなる。

「ねぇ、紅葉も同じでしょ？　好きな人とは離れたくないよね？」

「それは……」

　由香里の言う通りだ。私だってできるなら静馬さんと離れたくない。これからもずっとそばにいたい。できるなら一番近くで彼を支えたい。

「紅葉は告白するつもりはない、後悔しないって言っていたけど、やっぱり私は想いを伝えたほうが絶対にいいと思う！　それにね、あんなに素敵な人なんてこの先なかなか出会えないからね？　最初に好きになった人が完璧すぎて、他の男に魅力を感じなくなるに決まってるから！」

　息を継ぐ間もなく言ったため、由香里は自分を落ち着かせるように大きく深呼吸して私の手をギュッと握りしめた。

「好きなら諦めちゃだめ。最後まで足あ掻がかないと！　いいじゃない、少しくらい困らせたって。向こうだって随分と思わせぶりな態度だったんだから、お互い様よ」

　由香里独自の持論に、つい笑みが零れてしまう。でもそうだよね、由香里の言う通り静馬さんは何度も私が勘違いしそうな言動に出ていた。

　だったら最後くらい私が彼を困らせたっていいのかもしれない。

「告白、してみようかな」

　ぽつりと言うと由香里は目を輝かせた。

「うん、そうだよ告白しなくちゃ！」

「失恋しちゃったら、責任もって慰めてね」

「もちろん！　……まぁ、その心配はなさそうだけど」

「えっ？」

　ボソッと言われた言葉が聞き取れなくて「なんて言ったの？」と聞き返したものの、由香里は「なんでもない」とごまかす。

「さて、そろそろランチにしようか。きっとすごいご馳走なんだろうな」

　うきうきしながら由香里が内線をかけると、ほどなくして彼女の言う通り豪華なオードブルが運ばれてきた。

「おいしい～！　紅葉、お肉軟らかいから食べてみてよ」

「うん」

　静馬さんが手配してくれた料理は本当にどれもおいしくて、私と由香里は楽しい時間を過ごすことができた。

「もうこんな時間か。あっという間だったね」

「そうだね」

　時刻は十七時過ぎ。ホテルスタッフには今夜はスイートルームに宿泊の予約は入っていないから、何時までいてもいいと言ってくれたけれど、そろそろ心配している由香里の旦那様が迎えに来てくれるらしい。

「ニューヨークに発つのは来月だから、それまでに何回か会いたいね」

「うん、絶対だよ」

　今日が最後にならないでほしい。由香里の気持ちを大切にしたいし、たった数年間かもしれないけれど、すぐに会えない距離に行ってしまうのはやっぱり寂しい。

「当たり前でしょ？　桜堂さんとのことが決着つくまで気になって日本を発てないよ。告白の行方をしっかり報告してよね」

「わかってるよ」

　スイートルームを出て、エレベーターに乗り一階に向かう。

　そのままロビーを抜けて玄関に向かう手前で、なぜか由香里は足を止めた。

「どうしたの？　由香里」

「んー……。実はさ、私に特別任務が下ったんだよね」

「特別任務？　なにそれ」

　小首を傾げる私の腕を掴み、由香里は玄関と反対側に足を進める。

「え？　ちょっと由香里ってばどうしたの？」

　玄関はそっちじゃないのに、いったいどこに行こうとしているの？

「いいからいいから」

　彼女は一向に行き先を教えてくれず、突き進んでいく。たどり着いた先は一階の奥にある美容室だった。

「綺麗に着飾ってもらってきてね」

「どういうこと？」

　理由も説明されずに連れてこられたって、素直にこのまま入るわけにはいかない。

　すると由香里はニヤニヤしながら話しだした。

「実は桜堂さんから頼まれていたんだ。女子会が終わったら、紅葉をここに連れていってほしいって。……今から食事の約束をしているんでしょ？　そのために桜堂さん、紅葉に似合いそうなドレスを選んでくれたんだって」

「嘘……」

「本当。ヘアメイクも予約してくれたんだよ。普通、なんとも思っていない相手に、ここまではしないと思うな。だから私は今日絶対に告白しなさいって言ったの」

　そう言うと由香里はそっと私の背中を撫でた。

「綺麗にしてもらって自信をつけて、それで想いをぶつけてきて。……いい報告が聞けるのを楽しみにしているから」

「由香里……」

　ちょうど旦那様がホテルの駐車場に着いたと連絡がきて、由香里は足早に「頑張るんだよ」と言って去っていった。

　彼女の背中を見送り、美容室の看板を見上げる。

　どうして静馬さんは私にここまでしてくれるんだろう。由香里の言う通り、本当に嫌でも期待してしまうよ。静馬さんは私と同じ気持ちじゃないかと。

　こうなったら静馬さんの好意に甘えて綺麗に着飾ってもらって、それで好きだって告白しよう。

　そう心に決めて美容室のドアを開けた。




「お待たせいたしました。大変素敵ですよ」

　静馬さんが用意してくれたのは、淡い黄色でＡラインのシフォンワンピースだった。腰にリボンがあしらわれていて、上品さを引き立てている。

　他にも黒のクラッチバッグに、ピンヒールまで準備してくれていた。さらに着てきた服など一式は自宅に送ってもらえるよう手配までしてくれていて、なにもかも完璧だった。

　着替えを済ませたら美容師さんによってメイクとヘアセットが施され、別人のように仕上げてもらえた。

「ありがとうございました」

「いいえ、とんでもございません。どうぞ素敵なお時間をお過ごしください」

　笑顔で見送られて美容室を出たものの、肝心の待ち合わせ場所がわからない。予定ではお互い用事が終わったら、連絡を取り合う話になっていた。

　急いでバッグの中からスマホを取り出してメッセージを送ろうとした時。

「やっぱりそのドレスにしてよかったです」

「えっ？」

　聞こえてきた声に顔を上げると、ゆっくりとこちらに歩み寄る静馬さんの姿があった。

「静馬さん」

「お迎えに上がりました」

　そう言って私の前で足を止めると、手を差し出した。

「エスコートさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「……はい！」

　そっと彼の手に自分の手を重ねると、私の身体を引き寄せて腰に腕を回した。

　密着する身体に胸がギュッと締めつけられ、「きゃー」と叫びそうになるのを必死にこらえる。

「あ、あの……ドレスやヘアメイクの予約までありがとうございました」

　ドキドキしているとバレたくなくて、お礼を伝えそびれていたことを思い出して言う。

「お気に召していただけましたか？」

「もちろんです」

　すぐに答えると、静馬さんは嬉しそうに顔を綻ばせた。

「喜んでいただけたならなによりです。……私も綺麗な紅葉様をこうしてエスコートできて幸せです」

　それは私のほうだ。静馬さんが選んでくれたドレスを身にまとい、大好きな人に綺麗って言ってもらえてどんなに嬉しいか。

「このホテルのイタリアンを予約したのですが、大丈夫でしたか？」

「はい。なにからなにまですみません」

　彼にエスコートされたままエレベーターに乗り込み、レストランフロアに降り立つ。

「いらっしゃいませ、桜堂様。お待ちしておりました」

　店内を進むものの、時刻は十八時を過ぎたというのに客の姿がない。窓側の夜景がよく見える席に案内されると、静馬さんが椅子を引いてくれた。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　気恥ずかしさを感じながらも椅子に座ると、静馬さんもスタッフに椅子を引いてもらって腰を下ろした。

　スタッフが一礼して去っていくのを確認し、気になっていることを聞いてみた。

「あの、他にお客さんっていないんですか？」

　それともこれから来るのだろうか。だって店内には多くの客席がある。それがひとつも埋まっていないのは不自然な気がする。

「はい、今日は私と紅葉様のふたりだけです」

「えっ？」

　私と静馬さんだけってことは、もしかして……。

「今夜は特別な日なので、貸し切りにさせていただきました」

　静馬さんはサラッと言うけれど、こんなに素敵なお店を貸し切りにするって簡単なことじゃないよね？

　いったいいくら使わせてしまったんだろうか。

　驚きと申し訳なさで言葉が出ずにいると、私の気持ちを汲み取ったのか静馬さんは眉尻を下げた。

「私と紅葉様が護衛関係として過ごす最後の夜ですし、これまでの感謝の気持ちを伝えたくて勝手にしたことですので、どうか紅葉様はお気になさらずに楽しんでいただけると嬉しいのですが……。負担になってしまいましたか？」

「いいえ、そんなっ！　嬉しいです！　だけどその……ドレスもですし、いったいいくら使わせてしまったのかなと心配になって」

　しどろもどろになりながらも答えると、静馬さんは目を瞬かせた後、クスリと笑った。

「それならご心配に及びません。私はあまり物欲がなく、お金だけは有り余っているので」

「でも、私のためにお金を使わせてしまってごめんなさい。……そしてありがとうございます」

　貸し切りにされた一流のレストランで、綺麗に着飾って大好きな人と食事をする機会をもらえて嬉しい。

「とんでもございません。料理もお口に合うといいのですが」

　静馬さんがチラッとスタッフに目配せをすると、すぐに前菜が運ばれてきた。さらにグラスにはシャンパンが注がれていく。

「まずは乾杯しましょうか」

「はい」

　お互いグラスを持って乾杯し、さっそくシャンパンを喉に流す。飲みやすくておいしいシャンパンに、次々と運ばれてくる料理が合って、どれもおいしくいただくことができた。

　その間、静馬さんとは他愛ない話で盛り上がる。

　安藤さんと皆森さんとの話を聞かせてもらったり、由香里とのことを話したり、互いの家族のことを語り合ったり。

　おいしい料理に大好きな人との弾む会話、すべてが楽しくて時間はあっという間に過ぎていく。

「ごちそうさまでした。どの料理も本当においしかったです」

「えぇ、本当に」

　デザートのティラミスまで完食し、食後の珈琲を飲みながらついお腹を摩さすってしまう。そこでふと、静馬さんのネクタイが目に入りネクタイピンを持ってきていたことを思い出した。

「あっ……！」

　突然声をあげてバッグの中を捜しだした私に、静馬さんは不思議そうに「どうされましたか？」と聞いてきた。

「あの、もしご迷惑でなければ受け取っていただけませんか？」

　気に入ってもらえるか不安で、緊張しながらラッピングしたネクタイピンを渡した。

　静馬さんは驚きながらも、「ありがとうございます」と言って受け取ってくれた。

「開けてもよろしいですか？」

「はい」

　ドキドキしながら静馬さんがラッピングを開ける様子を見守る。包みの中からネクタイピンを手に取ると、目を細めた。

「紅葉様が手作りしてくださったのですか？」

「……はい。気に入ってもらえたらいいのですが……」

　彼の反応を窺っていると、さっそくネクタイにつけてくれた。

「大変気に入りました。大切に毎日つけさせていただきます」

　喜んでくれてホッと胸を撫で下ろす。

「よかったです。気に入ってもらえて安心しました」

　静馬さんはネクタイにつけてからもしばらくの間、ネクタイピンを嬉しそうに眺めていて、胸の奥がむず痒くなる。

「紅葉様はやはり、お父様がいらっしゃる北海道へ行かれるんですか？」

「それは……まだ悩み中なんです。実は就職活動がうまくいっていなくて。やはりいきなり正社員から働くのは難しいようで。……父にも相談してみるつもりですが、やっぱり私はアクセサリー作りを続けていきたいですし、今後は多くの人に手に取ってもらえるように、販売会にも参加したいと考えているんです」

　アプリサイトとは違って、お客様と直接顔を合わせて商品の説明ができるし、喜んでくれる姿も見ることができる。

　調べたら各地で開催されているようで、誰でも気軽に参加できるようだった。

「だからしばらくはパートかアルバイトで仕事を探して、空いた時間はアクセサリー作りや販売会に参加したいと考えています。そうなると北海道に行くより、都内にいたほうがいいかなって思って」

「そうですか」

　私の話を聞き、静馬さんは安心した顔をする。

「これから紅葉様にプロポーズしようと思っていたのに、北海道に行くと言われたらどうしようかと思いました」

「――え」

　静馬さん今、なんて言った？

　思いがけない言葉に耳を疑う中、急に店内の照明が落とされた。

「え？　どうしたんでしょうか」

　びっくりしてキョロキョロと周りを見回すと、スタッフから静馬さんに五本のバラの花束が渡された。

　それを受け取ると彼は席を立ち、こちらに移動して私の前で跪ひざまずいた。

「最初はただの護衛対象でしたが、同じ時間を過ごしていくうちに、あなたの優しさや愛らしさ、そして芯の強さに惹かれました。……あなたと出会えたことに心から感謝しています」

「静馬さん……」

　これは夢？と疑いたくなるほど今の状況が信じられない。

「こんなにも好きになった女性は紅葉様が初めてでした。好きって言葉では言い表せないほど愛しています。……これまでは護衛として紅葉様を守らせていただきましたが、これからは夫として生涯あなたを守る権利をいただけませんか？」

　幸せすぎるプロポーズの言葉に、涙があふれて止まらない。

　今は夢じゃないよね？　静馬さんの胸に飛び込んでもいいんだ。

　椅子から立ち上がるとすぐに彼も姿勢を正す。そしてバラの花束を受け取った私を愛しそうに見つめた。

「私と……いや、俺と結婚してください」

　スーツの内ポケットから小さな箱を取り出すと、中から指輪を手に取り箱をテーブルに置いた。

　そしてパーティーの日同様、大きなダイヤモンドが輝く指輪を左手薬指にはめてくれた。

「ごめん、返事をもらう前に指輪をはめてしまった」

　いつもの敬語ではない砕くだけた口調に、愛しさがあふれ出す。

「もう護衛としての任務は終えたから呼び捨てにしてもいいよな？　……紅葉、俺と結婚してくれる？」

「……はい！」

　はにかみながら言った彼に大きな声で返事をして抱きついた。

「よかった、オッケーをもらえて」

　ホッとした声で言う静馬さんに、すかさず「当たり前じゃないですか」と伝える。

「優しくて、どんな私も否定せずに受け入れてくれた静馬さんに惹かれてしまいました。静馬さんは私にとって初恋です。こんなに好きになったのは初めてなんです」

　嬉しくて感情が爆発してしまい、うまく伝えられないのがもどかしい。だけど静馬さんは優しく私の背中や髪を撫でてくれた。

「ありがとう、俺を好きになってくれて。父の無念を晴らすために近づいたのに……。護衛としてではなく、ひとりの人間としていつも優しく接してくれてありがとう。紅葉のことはなにがあっても絶対に幸せにする。……いや、ふたりで幸せになろう」

「はい……はい！」

　泣きながら何度も頷くと、見守っていたスタッフたちから拍手が送られた。

　そうだった、ここはレストラン内だったんだ。

　急に我に返って一気に恥ずかしさに襲われながら顔を上げると、静馬さんと目が合う。

　すると、どちらからともなく笑ってしまった。

　今日で私と静馬さんの関係は終わると思っていたけれど、違った。終わりじゃない、始まりだ。支え合い、毎日笑って過ごせるようなそんな関係になれたらいいな。

　最後までスタッフたちに温かく見守られ、私たちはレストランを後にした。

　エレベーターに乗り、静馬さんからもらったバラの花の香りを楽しんでいると、彼も顔を寄せて匂いを嗅いだ。

「紅葉はバラの花束にはその本数によって意味の異なる花言葉があるって知ってた？」

「そうなんですか？　五本にはどんな意味があるんですか？」

　知りたくて聞くと、静馬さんはそっと私の頬に口づけた。

「〝あなたに出会えた心からの喜び〟」

　素敵な花言葉に胸が震える。

「紅葉に出会えて俺は幸せだよ。……だからもっと幸せを感じさせてくれる？」

「えっ？」

　エレベーターが目的の階に着いてドアが開いた。だけどその先は一階のロビーではなく、見慣れた最上階のフロア。

「このホテルにはスイートルームがふたつあるって知ってた？　紅葉たちが日中過ごしたのと別の部屋を取ってあるんだけど、俺と今夜一緒に過ごしてくれる？」

　恋愛は初心者だけれど、その言葉の意味がわからないほど子供ではない。

　彼に体重を預けて、「はい」と答えた。

「ありがとう」

　額にキスを落とすと、静馬さんは私の肩と膝裏に腕を回して軽々と抱き上げた。

「きゃっ!?」

「前にもこうして抱き上げた時思ったけど、紅葉は軽すぎて心配になる」

「……そんなことはないと思うんですが」

　これでも標準体重だ。

「そうか？」

　なんて言いながら静馬さんは私をお姫様抱っこしたまま歩を進める。

　緊張と少しの不安で胸が高鳴る中、ある部屋の前で足を止めると、カードキーを使ってドアを開けた。

　廊下を進んでいくと、開放感のある空間が広がっていた。ふかふかのソファが奥に四つもあるというのに、静馬さんはもどかしそうにオシャレな間接照明が並ぶサイドボードの上に私を下ろした。

「ここまで連れてきて今さらだけど、後悔しない？」

　本当に今さらだよ。でも優しい静馬さんらしくて緊張の糸がほぐれる。

「後悔なんてしません。……だけど、その……静馬さんは私にとって初恋なんです。だから静馬さんとすること全部が初めてで……。変でも嫌いにならないでくださいね？」

　不安に思っていることを打ち明けると、静馬さんは大きく目を見開いた後、深いため息を漏らしながら私の胸に顔を埋めた。

「せっかく必死に理性を保っているというのに、紅葉は全部台無しにするつもりか？」

「んっ」

　胸もとでしゃべられたら息がかかって身体が反応し、変な声が出てしまった。すると静馬さんは顔を上げて苦しそうに私を見つめる。

「ほら、そうやってまた俺を煽る。……精いっぱい優しくしてやりたいのに、できなくなりそうで怖いよ」

　熱い眼差しを向けられて、胸の高鳴りが増していく。

「髪、ほどいてもいい？」

「……はい」

　私の返事を聞くと、静馬さんはアップにされた私の髪をほどいた。ウエーブがかかった髪を優しく掬すくうと、キスを落とす。

「今度はここにキスしてもいい？」

　彼の親指が触れた場所は唇。これから静馬さんとキスするんだと思うと、ドキドキしすぎて心臓が止まりそう。……だけど熱い視線を送る彼には抗えないし、私ももっと静馬さんに触れたいって思う。

　目をギュッと瞑つぶって頷くと、静馬さんは「ふふ」と柔らかい笑みを漏らした。

「そのまま目は閉じていて」

　言われた通り目を閉じていても、ゆっくりと彼との距離が縮まっていることを感じられて心臓が壊れそう。

　次の瞬間、唇に感じた温かな感触。すぐに離れると、静馬さんは心配そうに「大丈夫？」と聞いてきた。

「は、い」

　目を開けて答えると、視界いっぱいに静馬さんの端正な顔が広がる。

　再び塞がれた唇。今度は先ほどとは違い長い。

　キスの間って息はどうやってするの？　初めてのことでわからなくて困惑する中、静馬さんはクスリと笑いながらキスを止めた。

「紅葉、呼吸は鼻でするんだよ。……本当にかわいくてたまらないな」

　そう言ってまた触れるだけのキスを何度も落とす。

　いったいどれくらいの時間、キスを交わしていただろうか。次に唇が離れると、静馬さんは余裕のない声で「もっと先に進んでいい？」と耳もとで囁いた。

　少しだけ掠れた声に身体をゾクリと震わせながら頷くと、静馬さんは私の顎に手を添えた。

「紅葉、舌を出して」

　言われるがまま舌を出すと、彼の口に含まれる。そして静馬さんの舌が私の舌を搦からめ捕った。

「んあっ」

　初めての感覚に甘い声が漏れてしまう。

　なにこれ、同じキスのはずなのにさっきのキスとは比べものにならないほど気持ちいい。

　次第に口の中深くに彼の舌が侵入してきて、舌裏や口内をなぞられて息が上がっていく。

「紅葉……」

　キスの合間に切なげに名前を呼ばれただけで、胸がきゅんとなる。

　気づいたら私は静馬さんの首に腕を回して、必死にキスに応えていた。

　互いの息が上がってきた頃、名残惜しそうにリップ音を立てて唇を離すと、静馬さんはこつんと私の額に自分の額を押し当てた。

「最後の確認。……このまま紅葉をベッドに連れていってもいい？」

「……はい。連れていってください」

　もっと静馬さんに触れたい。その一心でギュッと彼に抱きつくと、再び抱きかかえられた。

　寝室に入って私をベッドに優しく下ろすと、静馬さんはジャケットを脱いでネクタイを緩めながら私の唇を塞いだ。

　器用にドレスのリボンをほどき、ファスナーを開ける。

　キスをされている間にドレスは脱がされ、そのままベッドに押し倒された。

「紅葉、俺に掴まって」

　言われるがまま彼の首に腕を回すと身体が少しだけ浮き、その間に静馬さんがブラジャーのホックを外した。

　余裕のない手つきでブラジャーを取ると、彼もワイシャツのボタンを外していく。次第に露わになっていく逞しい身体に目が釘付けになった。

　毎日鍛えているのは知っていたけれど、腹筋は綺麗に割れている。男の人なのに綺麗な身体をしていてドキドキが止まらない。

「触ってもいい？」

　コクリと首を縦に振ると、彼の手が胸に触れた。

　大きな手が胸を包み込む感触に、ギュッと目を瞑ってしまう。

「紅葉……」

　頬や瞼にキスをしながら彼の舌が首を這った瞬間、甘い声が漏れてしまった。

　咄嗟に口を手で塞ぐと、その手を掴まれた。

「恥ずかしくないよ。もっとかわいい声を聞かせて」

「でも……！」

「紅葉が感じてくれると俺も嬉しいから、もっと聞かせて」

　甘い言葉には抗えず、与えられる快感に素直に応じる。

　胸の頂を舌でコロコロと転がしたかと思えば、強く吸われたり甘噛みされたりと、様々な刺激を与えられて、次第に恥ずかしさなど感じる余裕がなくなっていく。

「下、触るよ」

　さっきからずっとムズムズしていた場所に彼の大きな手が触れた瞬間、濡れている音が自分の耳にも届いた。

「よかった、気持ちよかった？」

「……はい」

　はしたないと思われたかな？　不安に思いながらも答えると、静馬さんは嬉しそうに目を細めながら唇を塞ぐ。

「初めてだし、たくさん慣らそうか」

「えっ？　静馬さん!?」

　急に彼は下にいき、素早くパンツを脱がせると私の足を持って開いた。すかさず一番敏感な場所に顔を埋めた。

「あぁっ……！」

　これまでと比べものにならないほどの甘い快感に大きな声が出てしまう。その声に触発されたように、彼に責め立てられた。

　自分でもトロトロに蕩とろけているのがわかるくらい感じてしまい、怖くなるほどに。

「紅葉、もし痛かったら言って」

「え？　あっ」

　ゆっくりと彼の指が私の中に入ってきて、なんとも言えぬ感覚に身体がおかしくなりそう。

「大丈夫？　痛くない？」

「……は、い」

　どうにか返事をすると、静馬さんは指を出し入れし始めた。また新たな快楽に襲われて、それがどんどん積もり積もっていく感じが大きくなる。

「静馬さん、なんかおかしいです」

「大丈夫、そのまま身を任せて」

「でも……」

　それ以上話をすることを許してもらえず、荒々しく口を塞がれてしまった。さらに快楽の波が大きくなっていき、次の瞬間頭の中が真っ白になる。

　ビクビクッと身体が痙けい攣れんしたように震える私を見て、静馬さんは目を細めた。

「上手にいけたね。充分濡れているし、もう大丈夫かな」

　そう言うと静馬さんはポケットから小さな包みを取り、ズボンと下着を脱いだ。

　初めて見る男の人のものに、思わず目を逸らしてしまう。

　えっと、あれが私の中に入るんだよね？

　指とは比べものにならないほど太いのに、大丈夫なの？

　不安になっていると、静馬さんは私を安心させるように何度もキスを落とした。

「最初は痛いかもしれないけど、できるだけ優しくする。……だから俺を受け入れてくれる？」

　熱い吐息を漏らしながら余裕のない表情で言われたら、抗うことなどできない。

　怖いけれど静馬さんなら大丈夫。それに心だけではなく、身体でも彼と両想いになったんだと実感したい。

「はい、きてください」

　両手を広げて背中に腕を回すと、ゆっくりと彼が私の中に入ってきた。

　苦しくて痛くてつらい。でもそれ以上に静馬さんが苦しそうで、早く彼を受け入れたい気持ちでいっぱいになる。

　必死に耐えていると、静馬さんは深く息を吐いた。

「紅葉、大丈夫？」

　本当はすごく痛いけど、彼とひとつになれた幸せに言葉が出なくて何度も頷く。

「ごめん、痛いよな。あと少し我慢してくれ」

　そう言うと静馬さんはゆっくりと腰を動かした。鈍い痛みは次第に緩和されていき、少しずつ快楽の波に呑まれていく。

　静馬さんの口から漏れる声に胸が苦しくなる。

「紅葉……紅葉」

　何度も愛しそうに名前を呼ばれ、愛の言葉を囁かれて結ばれたこの日の夜のことは、きっと一生忘れられない。

　私の中で彼が果てた後、圧おし掛かる静馬さんの身体の熱を感じながら、私はゆっくりと意識を手放していった。




「んっ……」

　目が覚めると、なにかに押さえつけられていて身体を動かすことができない。首を動かして後ろを見れば、静馬さんが規則正しい寝息を立てて気持ちよさそうに眠っていた。

　びっくりして声が出そうになり、慌てて口を閉じる。

　そして少しずつ昨夜のことを思い出しては顔が熱くなった。

　私、いつの間に寝ちゃっていたんだろう。最後までちゃんと静馬さんとできたよね？

　そんな不安が頭をよぎったが、鈍い痛みを感じて安堵する。

　それでもちょっぴり昨夜のプロポーズから甘いひと時のことが信じられない。でも左手薬指にはめられている指輪が夢じゃないと教えてくれた。

　素敵な指輪を見つめては幸せの余韻に浸っていると、背後から伸びてきた手が私の左手を包み込んだ。

「おはよう」

　寝起きだからか、掠れた声で囁かれドキッとしてしまう。

「お、おはようございます」

　挨拶を返しながら、昨夜返そうと思っていた指輪の存在を思い出した。

「静馬さん、この前お貸しいただいた指輪はどうすればいいですか？」

「どうするもなにも、あれは紅葉にプレゼントしたものだから、好きにしていいよ。……世間体を気にするあの男のことだから、指輪を用意するかもしれないと予想していたんだ。少しの時間でも紅葉があの男からもらった指輪をつけることを想像したら耐えられなくて、用意したものだったんだ」

　朝からそんな話を聞いたら、胸が苦しくてたまらなくなる。

「じゃあ大切にしますね」

　初めて静馬さんが私にプレゼントしてくれた指輪だし、嫉妬の証でもあるのだから。

「あぁ」

　静馬さんは私のうなじや肩にキスを落とす。

「あ、あの静馬さん……。朝ですし、これ以上は心臓が持ちそうにないのでやめてください」

　するとピタリと動きを止めた静馬さんは、「フフッ」と笑みを零した。

「また紅葉はおもしろいことを言ってる」

「おもしろくないですよ。本当のことです」

「どうして心臓が持たないの？　昨夜はもっとすごいことをしたのに」

　耳もとで囁きながら、耳を甘噛みされてぞくっと身体が震えてしまった。

「もう……！　からかうのはやめてください」

　必死に抵抗をしてベッドの端に移動したら、静馬さんは「ごめんね」と言いながら近づき、背後から抱きしめた。

「身体は大丈夫？」

「痛いですけど平気です。だって静馬さんとひとつになれたって証拠ですから」

　嬉しさを噛みしめながら伝えると、静馬さんは大きく息を吐いた。

「せっかく我慢しているのに、紅葉がかわいいことを言うからもう一回したくなった」

「えっ!?」

「本当だけど、大丈夫、我慢する。……でも慣れたらもっとたくさんしてもいい？」

　甘い言葉にかあっと頬が熱くなる。

「だめ？」

　恥ずかしくてなにも言えない私に追い打ちをかけるように囁かれ、ゆっくりと首を縦に振る。

「じゃあ早く慣れるようにこれからは毎日しようか」

「毎日ですか？」

　反対側を向いて彼と目を合わせる。

「あぁ。……だからさ、紅葉。一緒に暮らさない？」

　すると静馬さんの手が私の頬を優しく包み込んだ。

「俺は今日から復職するから、しばらくは忙しくてなかなか会う時間がとれなくなると思う。一分一秒たりとも紅葉と離れたくないし、俺のいないあの家に紅葉をひとりにさせるのが不安でたまらないんだ。……お願いだから俺のマンションに来てくれないか？」

「静馬さん……」

　私も静馬さんとの生活に慣れてしまい、ひとりで暮らすことに不安を抱いていた。それにやっぱり寂しくてたまらない。

「仕事が終わって家に帰れば紅葉がいると思うと、どんな仕事でも頑張れる。それに一緒に暮らせば毎日紅葉に触れることができるしな」

　おどけて付け足して言った彼に、つられて私も笑ってしまう。

「本音を言えば今すぐにでも結婚したいところだけど、まずは一緒に暮らして、俺の仕事が落ち着いたらお互いの家に挨拶に行こう。いや、紅葉のお父様には早めに挨拶に行かないとだめだな」

　ブツブツと呟きながら先々の話をしてくれて、幸せすぎて胸がいっぱいで苦しいよ。

「私も静馬さんのお兄様に挨拶させてくださいね」

「あぁ、もちろん。……幸せな家庭を築いていこう」

「はい！」

　静馬さんとなら、私がずっと憧れていた幸せな未来が想像できる。早くそんな未来がきてほしいな。

　誓いのキスをするように、私たちはそっと口づけを交わした。




　それからの私たちは、怒涛の日々を過ごした。静馬さんにプロポーズされて一緒に暮らすことを由香里に報告したら、泣きながら喜んでくれた。

　結婚式には絶対出席するからねと言って、由香里は旦那様とともに日本を発っていった。

　静馬さんが警察内のＳＰとして復職し、忙しく日々を過ごす中、私も小料理屋でパートとして働き始めた。

　十時から十五時までの勤務で、空いた時間は家事をしたりアクセサリー作りをしたりする時間にあてている。

　静馬さんとの幸せな生活を噛みしめながら、緊張しながらも互いの家族に挨拶を済ませ、私と静馬さんは大切な人たちに祝福されて幸せな結婚式を挙げた。




　そして結婚式から二年半が過ぎたある日のこと。

　リビングのソファに並んで座り、静馬さんは大きく膨れている私のお腹に手を当てた。

　少しするとお腹の中にいる赤ちゃんが蹴り、静馬さんは目を輝かせる。

「紅葉、今蹴ったぞ」

「蹴りましたね。でも、普段はもっと強く蹴るんですよ？」

「そうなのか。じゃあ元気な子が生まれてくるな」

「はい、絶対そうですよ」

　妊娠が発覚してからというもの、静馬さんはものすごく過保護になった。嬉しい反面、あまりに過保護すぎて困ることもある。

　つわりがひどかった時期はトイレに行くにも心配される始末だった。だけどそれもきっとこの子が産まれてきたら、笑い話になるんだろうな。

　クスリと笑うと、すかさず静馬さんが「なんで笑ったんだ？」と聞いてきた。

「秘密です」

「秘密って言われると、余計に気になるな」

　そう言いながら静馬さんは優しく私の身体を引き寄せた。

　生まれてくる子供には、ふたりでたくさんの愛情を注いであげたい。そしてこの子が幸せだと思えるほど毎日笑って過ごしていこう。

　大好きな静馬さんとともに……。




END
















特別書き下ろし番外編










幸せな結婚に向かって　静馬 SIDE




　復職してから一カ月あまりが経ち、要人を守るという責任ある仕事の感覚も戻ってきた頃。俺は警視庁内の休憩スペースでスマホを眺めては頭を悩ませていた。

「お疲れ。どうしたんだ？　そんな難しい顔をして。次の警護対象は手こずる相手なのか？」

　肩をポンと叩いて隣に座ってきたのは、卓也だ。呑気に自販機で買った缶珈琲のプルトップを開けた。

「いや、違う。……実は今週末に紅葉の父親に結婚の挨拶に行くんだけど、手土産はなにがいいか悩んでいて」

「ブハッ……！　ゴホッ」

　俺の話を聞いた途端、卓也は口に含んだ珈琲を喉に詰まらせた。

「おい、大丈夫か？」

　ポケットからハンカチを取り出して渡すと、すぐに卓也は受け取って口を押さえた。

「親友の口から予想外の言葉が出てむせただけだ。……はぁ。それにしてもあの静馬が結婚の挨拶に行く日がくるとは」

　出ていない涙を拭うように俺のハンカチを目に当てながら話す卓也に、なぜかイラッとくる。

「どういう意味だ、それは」

「そのままの意味だよ。昔から女には興味なかっただろ？　いや、多少は興味があったのか？　来る者拒まず去る者追わずだったしな。それが今はなんだ？　紅葉ちゃんというかわいい子と運命的な出会いをして、毎日デレデレしやがって」

　バシバシと俺の背中を叩く卓也に「やめろ」と制止しても、彼はそれから三度も俺の背中を叩いた。

「俺がいつお前の前でデレデレした？」

「いつもしているだろうが！　紅葉ちゃんから連絡がくるたびに、こっちが照れるくらい甘い顔をしやがって。ふん、仕事が恋人の俺に対する嫌がらせか？」

「それを言うなら卓也だって俺に嫌がらせしているだろうが」

　ムッとなって言い返せば、卓也は身に覚えがないようで「俺がいつお前に嫌がらせをしたんだよ」と突っかかってきた。

「今もしているだろうが。……気安く紅葉ちゃんって呼びやがって」

　俺が紅葉の護衛でなくなってからというもの、卓也たちは紅葉のことを〝紅葉ちゃん〟と呼ぶようになった。紅葉も前よりそっちのほうがいいと言ったからか、普通に俺の前でもそう呼んでいるわけだが、俺からしてみれば気に食わない。

　その時の「静馬さんのお友達と仲良くなれたようで嬉しいです」と笑顔で言った紅葉の顔が脳裏に浮かび、ますます苛立ってしまう。

「気安くって……アハハッ！　お前っ……！　本当にどれだけ紅葉ちゃんのことが好きなんだよ」

　また背中を叩いてきた卓也の手を掴んで払いのけた。

「なんだ？　じゃあ前みたいに紅葉様って呼べばいいのか？」

「……それもそれで気に食わない」

「じゃあ、どうしろって言うんだ！」

　卓也の言うことはもっともだ。だが、その正解が俺にもわからないから返答に困る。

「ったく。あまり独占欲剝き出しにして、結婚前に嫌われないようにしろよ」

「……気をつける」

「やれやれ」と言ってため息を漏らす卓也に返す言葉もない。

　自分でも驚くほど紅葉のことが愛しくてたまらない。それは恋人になって一緒に暮らしてからもずっとだった。

　いや、日に日に彼女に対する愛しさがあふれている気がする。

「それで話は戻るけど、手土産だっけ？　無難に酒が喜ばれるんじゃないか？　たしか親戚の家にお世話になっているんだろ？　だったらなおさらいいと思うけど」

「たしかにそうかもな」

　療養中とはいえ、もう少しで酒も飲めるようになると紅葉が言っていたし、安易かと思って除外していたが一番いいのかもしれない。

「ありがとう。さっそく帰りにでも百貨店に寄ってみるよ」

「あぁ、そうしろ。……お前から結婚式でスピーチを頼まれる日を今か今かと楽しみに待っているよ」

「じゃあ今すぐに考えておいたほうがいい。近々頼むことになるだろうから」

　からかい口調で言う卓也に対してすぐに言葉を返せば、彼は目を瞬かせた後に声をあげて笑いだした。

「わかったよ」

「お前のスピーチ、期待してる」

　両家への挨拶を済ませたら、すぐにでも結婚準備に取りかかるつもりだ。一分一秒でも早く紅葉と夫婦になり、家族になりたい。

「おう、期待してろ。じゃあ、お先」

　そう言って卓也は俺にハンカチを返して休憩スペースから出ていった。

　彼の背中を見送りながら、考えてしまうのは週末のこと。

　紅葉は「お父さんが静馬さんとの結婚を反対するわけがないじゃないですか」と言っていたが、俺は不安で仕方がない。

　何度か会ったことはあるが、それはあくまで紅葉の護衛としてだった。恋人になってから会うのは初めてだし、俺の職業が職業だけに反対されたりしないだろうか。

　考えれば考えるほど不安に襲われる。いや、しかしたとえ反対されたって紅葉と結婚したい気持ちは変わらない。

　だったら少しでもお義父さんへの好感度を上げるためにも、喜んでもらえる酒を買いに行こう。

　この日の仕事終わりに俺は百貨店に寄り、店員に相談しながら悩みに悩んで日本酒を購入した。




「見てください、静馬さん。あんなに飛行機がいっぱいありますよ」

　迎えた週末の早朝。昨夜は緊張してあまり眠れなかったが、紅葉の無邪気な笑顔を見ると眠気などどこかに飛んでいくから不思議だ。

「空港なんだから当たり前だろ？」

「それはそうですけど、私は飛行機に乗るのは人生で三回目なので、飛行機を見ただけでテンションが上がっちゃって」

　ちょっぴりむくれながら話す姿が愛らしくて、朝から心臓に悪い。

「そうか。じゃあ結婚したらふたりで飛行機に乗ってたくさん旅行に出かけよう」

「えっ？　旅行ですか？」

「ああ」

　キョトンとなる紅葉の手を握り、飛行機を眺めた。

「そうだな、国内はすべて回るだろ。海外も治安がいい場所にはできるだけ多く行きたいな。楽しい思い出をいっぱい作ろう」

　それこそ旅行の写真でアルバムが何十冊にもなるくらい、彼女との様々な記憶と記録を残していきたい。

「いいですね、それ。約束ですよ？」

「約束な」

　繋いだ手の指を絡めて笑い合う。こうやって彼女とはこれからも笑顔で過ごしていきたい。そのためにもまずは第一関門を突破しなくてはならない。

　なんとしてでもお義父さんに結婚を認めてもらおう。よりいっそう気合いを入れて飛行機で北海道へと向かった。




「いや～遠路はるばるようこそ来てくれました。静馬君に会えるのを、どれだけ心待ちにしていたか……。本当によく来てくれました」

　会うなり俺の両手を握って上機嫌でぶんぶん上下に振るお義父さんに、俺は困惑しっぱなしだった。

　お義父さんが今住んでいるのは、北海道の内陸部に位置する旭あさひ川かわ市。羽はね田だ空港から約一時間半で旭川空港に到着後、俺たちはタクシーに乗り込んだ。

　予定ではお義父さんが空港まで迎えに来てくれることになっていたが、なんでも紅葉の母の親戚が経営する牧場を手伝っており、牧場にいる妊娠中の牛が産気づいたとのこと。

　その牛をお義父さんはずっと気にかけており、どうしても出産に立ち会いたいと紅葉に連絡が入った。

　空港からタクシーに揺られること一時間半。山間ののどかな場所にある牧場に到着すると、週末ということもあって駐車場はほぼ満車だった。

　俺と紅葉もまずは牧場の見学をしようかと話していたところに、お義父さんが駆けつけてきたのだ。

　心構えもできずに会ったわけだが、笑顔で出迎えたところを見る限り、結婚に反対はされていないと思ってもいいだろうか？

　お義父さんの顔色を窺っていると、俺に向かって頭を下げた。

「空港まで迎えに行けず、すみませんでした」

「いいえ、そんな。あの……お産のほうは大丈夫だったんですか？」

「はい、無事に元気な子牛が生まれました。あ、よかったら会ってやってください。紅葉も一緒に」

　そう話すお義父さんは、病院で会った時の姿からは想像もできないほど生き生きとしている。チラッと紅葉を見ると、元気な父の姿に安心したのかホッとした顔をしていた。

「もう、お父さんったら子供みたいにはしゃいじゃって。静馬さん、見に行ってもいいですか？」

「あぁ、もちろん。ぜひ会わせてください」

　それから俺たちは子牛に会わせてもらった。生まれたてで愛くるしく、紅葉とふたりで目が釘付けになってしまった。

　お産を終えた母牛の負担にならないよう早めに牛舎を後にした。

「紅葉、すまないが少し牧場内を見て回っていてくれないか？」

「それはいいけど、お父さんは？」

　紅葉が聞くと、お義父さんは言いにくそうに切り出した。

「それがだな、もう少し手伝いをしないといけなくてな。夕方までには終わらせるから、そうしたら一緒に帰ろう。すみません静馬君、それでもいいですか？」

　申し訳なさそうに言うお義父さんの今の姿は、作業着でタオルを頭に巻いている。お産を見届けるだけではないのがわかる。

　でも俺にしてみれば好都合だ。お義父さんとしっかり話す前に心の準備ができるのだから。

「わかりました。では紅葉と牧場を楽しませていただいています」

「助かります。じゃあ終わったら連絡するから」

　よほど仕事がたくさんあるのか、話もそこそこにお義父さんは駆け足で離れていった。

「お父さんがこっちでの生活を楽しんでいるのがわかって安心したけど、せっかく挨拶に来てくれたのにすみません」

「俺もお義父さんの元気な姿を見ることができて嬉しいよ。……それに思いがけず紅葉とゆっくり観光できる時間をもらえたんだ。お義父さんには感謝しなくちゃ」

　俺がそう言えば紅葉の表情は和らいだ。

「そうですね。この牧場に来たのも本当に小さい頃で記憶に残っていなかったんです」

「だったら隅々まで回ろう」

「はい！」

　どちらからともなく手を握り、俺たちは事務所に荷物を預けて牧場を見て回った。




　牧場は広大で、たくさんの動物が放牧されていた。牛や馬やヤギをはじめ、ウサギやモルモットなどの小動物まで様々だ。

　小動物との触れ合いや乗馬、渓流での川魚釣り、バーベキューなど体験プログラムも多岐にわたっている。

「見てください、静馬さん！　ウサギさんが私の膝に乗りました」

　ウサギを怯えさせないように小声で言ってはいるものの、紅葉は興奮を抑えきれない様子。その姿がウサギよりも愛らしくてたまらない。

　思わずスマホで写真を撮れば、紅葉は頬を膨らませて俺を睨んだ。

「不意打ちはずるいですよ」

「悪い、紅葉があまりにかわいくて、つい」

　正直に言ったら言ったで、「恥ずかしいからやめてください」と怒られる始末。だけどその怒った顔でさえ愛しいと思うのだから仕方がない。

「あ、静馬さんの足もとにも来ましたよ」

「え？　わっ」

　ウサギがジャンプして俺の膝に乗ったものだから、びっくりして大きな声をあげてしまった。しかしウサギは驚くことなく俺の膝の上で寛いでいる。

「静馬さんの膝の上は、よほど居心地がいいんですね」

「ただ単にこのウサギが休みたかっただけじゃないか？」

　そんな話をしながらもお互いの膝の上にいるウサギはやっぱりかわいくて、俺も紅葉も自然と笑みが零れる。

「これじゃしばらく動けませんね」

「そうだな」

　ウサギが動くまでの間、紅葉と他愛ない話をしては笑い合い、楽しいひと時を過ごした。

　それからも俺と紅葉は牧場を満喫した。乗馬を体験した後には名物のソフトクリームをふたりで食べた。

　紅葉がチョコレートかバニラで悩んでいたから、それぞれ注文して分け合おうと提案すれば、子供のように大喜びする姿には思わず笑ってしまった。

　昼食はせっかくだからテラス席でバーベキューをして、自然の中で食べるおいしさに舌鼓を打つ。

「おいしいですね、静馬さん」

「あぁ。紅葉、もっと肉食べるか？」

「はい、食べたいです」

「了解。焼くから食べてて」

　紅葉の皿に焼き上がっている肉と野菜をのせて、新たに肉を焼いていく。おいしそうに頬張る紅葉を横目に見ながら、周囲に目を向けた。

　実は牧場に入ってからずっと視線を感じていた。敵意は感じないし、近づいてくる気配もないから、もしかしたら俺の思いすごしかもしれない。

　普段から警戒する仕事に就いているせいか、些細な視線にも敏感になっている時がある。とくに狙われる理由もなくなったし、きっと勘違いだろう。

　それにせっかく紅葉と楽しく過ごしているんだ。余計なことに気をとられていたらもったいない。

　そう自分に言い聞かせた。




「あ、お父さんやっと仕事が終わったみたいです」

　紅葉のスマホに連絡が入ったのは、十六時を回った頃だった。

「ちょうど回り切ったところでよかったな」

「そうですね、お土産も買いましたし。えっと……駐車場で待っているそうなので行きましょうか」

「あぁ」

　自然と手を取り合い、駐車場へと向かう。

　ここに来るまでは緊張でいっぱいだったが、紅葉と楽しい時間を過ごせたおかげか、緊張もすっかり解けた。

　たとえお義父さんや親族に反対されたって俺の気持ちは変わらない。その時は根気よく伝え続ければいい。

　だけど親族への第一印象は大切だ。手土産を渡して少しでも好感度を上げたいところ。

　十七時には牧場も閉園ということで、朝は満車だった駐車場もまばら。その中からお義父さんの車を捜す。

「あ、お父さんがいました」

　紅葉が指さす方向には、ミニバンの前で手を振るお義父さんの姿があった。

「お待たせしました。荷物は事務所から運んで積んであるからな。さぁ、どうぞふたりとも後ろに乗って」

「すみません、ありがとうございます」

　わざわざ後部座席のドアを開けてくれたお義父さんにお礼を言い、俺と紅葉は車に乗り込んだ。

「よし、じゃあ出発しましょう」

　お義父さんは上機嫌で車を発進させた。

　見る限り、やはり反対はされていない気がする。お義父さんが今、お世話になっている親戚の家に着いたら改めてしっかりと挨拶をさせていただこう。

　車を走らせること十五分、着いた先は二階建ての大きな家。庭が広くて家庭菜園もある。車から降りると大勢の人が集まっているようで、外にまで賑やかな声が聞こえてきた。

「今日、紅葉が結婚相手を連れてくるって言ったら、みんな集まっちゃってな。すでに大宴会が始まっているようだ」

「伯父さんたち、相変わらずなんだね」

　お義父さんを先頭に玄関から入ると、すぐに大勢の人が駆け寄ってきた。

「いらっしゃい、紅葉ちゃん！　久しぶりね」

「遠いところ、お疲れでしょう。どうぞ上がってください」

「やだ、すごいイケメン！　紅葉ちゃん、いい男を捕まえたわね」

「しかも警視庁でＳＰってやつをやっているんだろ？　すごいなぁ」

　まだ家にも上がっていないというのに、挨拶もさせてもらえない状況に圧倒されてしまう。

「もう、伯父さんたち、静馬さんがびっくりしてるじゃないですか。少し落ち着いてください」

　たまらず紅葉が言うと、伯父たちは「そうでした、すみません」と口々に謝る。

「いいえ、そんな。あの、ご挨拶が遅くなってしまい、申し訳ございませんでした。桜堂静馬と申します」

　改めて挨拶をすると、「名前までかっこいい！」と言われた。

「さぁ、狭い家ですがどうぞ上がって。みんなで腕によりをかけてご馳走を用意したんですよ」

「桜堂さんはいける口かな？　うまい日本酒も用意したんですよ」

「え？　あ……」

　挨拶もそこそこに俺は伯父たちに腕を引かれ、紅葉とお義父さんを置いてけぼりにしてリビングに案内される。

「どうぞどうぞ、ここに座って」

　真ん中に座らされると、すぐにお皿やお箸、コップがテーブルに並べられていく。

　すでにテーブルには多くの料理が並んでいて、皆さんで一足先に宴会が始まっていたようだ。少しして紅葉とお義父さんも遅れてリビングに入ってきて、紅葉は俺の隣に腰を下ろした。

「すみません、静馬さん。みんな強引で」

「いや、大丈夫だよ。……少し驚いたけど」

　コソッと紅葉にしか聞こえない声で言うと、彼女は苦笑いする。

「みんな、お母さんの親戚なんですけど、昔からこんな感じなんです。お父さんも結婚の挨拶に来た時は、戸惑っていたそうですよ。……でもおかげで早くに馴染めたとも言っていました」

「それはわかるな」

　明るくて優しい人たちだ。紅葉と結婚したら、ここにいる皆さんとも親戚になることを嬉しく思うよ。

「桜堂さん、こっちの地酒なんです。どうぞどうぞ」

「すみません、あっ」

　コップに注いでもらっている最中に手土産の酒を思い出して渡すと、どうやらずっと飲んでみたいと思っていた銘柄だったようで大変喜ばれた。

　すすめられた日本酒も料理もおいしくて、牧場での仕事を終えた親戚もやってきて、賑やかな雰囲気にも慣れてきた頃、伯父がわざとらしく咳払いをした。

「さて、ここで俺が二時間かけて製作した作品をご覧いただこう」

　伯父のその声にみんな拍手で盛り上がる。俺も紅葉も一緒に拍手しながら「作品ってなんだ？」「なんでしょう」と小首を傾げた。

　その一方でテーブルを挟んで正面に座るお義父さんはわかっているようで、俺たちを見て笑っている。

　ますますわからなくなり、テレビに目を向ける。すると映し出されたのは牧場で過ごす俺と紅葉の写真スライドとムービービデオだった。

「え？　なにこれ、いつの間に……っ」

　驚く紅葉の隣で俺は今日ずっと感じていた視線に納得がいった。

　やはり勘違いではなかったようだ。しかし、ずっと写真やビデオを撮られていたとは……。

　それも映し出される俺は見ていられないほど、だらしない顔をしている。卓也にも言われていたことだけれど、紅葉と一緒にいる時の俺はこんな顔をしていたんだと恥ずかしくなった。

「いやー、いい映像が撮れたよ。紅葉、ぜひ結婚式で使ってくれ」

「そのために撮ってくれたの？」

　紅葉が聞くと、伯父が言いにくそうに答えた。

「それもあるが、もしふたりさえよければ牧場のホームページにも載せてもいいか？　こんな男前が来る牧場だというのを見てもらえば、多くのお客さんが来てくれるはずだ」

　思いがけない提案に俺と紅葉は顔を見合わせた。

　協力したいのはやまやまだが……。

「申し訳ございません。私は公務員の立場にあるため、そういったことはちょっと……」

　やんわりとお断りをすると、伯母が伯父の背中を叩いた。

「ほら、言わんこっちゃない！　すみませんね、桜堂さん。安心してください、ホームページに載せたりしませんから」

「すみません。でも本当に素敵な映像を作ってくださり、ありがとうございました」

　恥ずかしいものではあるが、今日一日の思い出をこうしてかたちにしてくれて嬉しい。

「安いもんですよ。かわいい姪の紅葉のためですから」

「そうそう。騒がしい親戚ですが、懲りずにまたいつでも遊びに来てくださいね」

　口々に言われ温かい気持ちでいっぱいになる。

　それから紅葉の幼い頃の話や亡くなった紅葉の母の話などを聞かせてもらい、楽しいひと時を過ごした。




　お開きになったのは日付が変わってからだった。紅葉の入浴中、俺は縁側でアルコールで火照った身体を冷ましていた。

「騒がしい親族だったでしょう」

　麦茶が入ったグラスを両手に持って隣に座ったお義父さんは、ひとつを俺に差し出した。

　お礼を言いながら受け取り、「そんなことありません。賑やかで温かな親戚の方たちですね」と答えた。

「いいんですよ、気遣わなくて。私も最初来た時はびっくりしましたから。でもみんな、いい人たちなんです」

「はい、それはわかります」

　常に俺と紅葉を気遣ってくれたし、歓迎してくれているのが伝わってきたから。

「今日は親戚が隠し撮りをしてしまい、すみませんでした。どうしてもみんな、紅葉になにかプレゼントしたいって聞かなくてね」

「いいえ、嬉しいプレゼントでした」

　麦茶を飲みながら、空を見上げると満天の星が広がっている。東京では見られない景色だ。

「実は私も仕事中、何度かふたりを見かけたんです。……静馬君と一緒にいる紅葉は本当に楽しそうで幸せそうでした。あんな笑顔、久しぶりに見ましたよ」

　するとお義父さんは俺に向かって深く頭を下げた。

「紅葉にはこれまでたくさん苦労をかけました。私の願いはたったひとつ、紅葉に心から幸せになってもらうことです。至らないところもある娘ですが、どうぞよろしくお願いします」

「そんな……っ！　紅葉さんは私にはもったいない人です。私のほうこそ職業柄、紅葉さんに苦労をかけることもあると思いますが、紅葉さんを守り、生涯をかけて幸せにしたいと思っています」

　顔を上げたお義父さんに、自分の思いを伝えていく。

「紅葉さんだけじゃなく、お義父さんや親戚の皆さんとも末永くお付き合いしていきたいと思っています。……紅葉さんもお義父さんのことをとても心配されていました。ですので、なにかありましたら遠慮なく私たちを頼ってください」

「静馬君……」

　少しずつお義父さんの目が赤く染まっていき、涙を拭った。

「ありがとうございます。本当に静馬君には助けてもらってばかりですね。時間はかかってしまうと思いますが、お借りしたお金も必ずお返しします。……それと実はね、ずっと息子と酒を飲み交わすのが夢だったんです。私の体調が万全になったら一杯付き合ってもらえますか？」

「はい、もちろんです。……それは、私も夢でしたのでぜひ」

　亡くなってしまった父とは、もう二度と酒を飲み交わすことは一生できない。だからお義父さんと飲めるなんて夢のようだ。

「約束ですよ？」

「はい」

　亡くなった両親にしてあげたかったこと、一緒にやりたかったことがたくさんある。それを紅葉とともにお義父さんにしていきたい。

「私も仲間に入れてください」

　そう言って俺とお義父さんの間に割って入ってきたのは、お風呂から上がったばかりの紅葉だ。

「一杯飲む時は私のことを仲間外れにしないでくださいね」

　どうやら俺たちの話を聞いていたようだ。少しだけむくれて話す紅葉に、俺とお義父さんは笑ってしまった。




　次の日、お義父さんと三人で札さっ幌ぽろに向かい観光を楽しんだ俺たちは、「今度会う時は結婚式だな」と言うお義父さんに見送られ、夕方の便で東京に戻った。

　それからまた忙しない一週間を過ごし、次の週末にやってきたのは俺の実家。

　実家に向かう車内では、先週の俺のように紅葉は緊張でガチガチだった。

「緊張することはないぞ。間違いなく大歓迎されるから」

「静馬さんはそう言いますけど、緊張はしますよ。……先週の静馬さんの気持ちが今ならわかります」

　そう言って何度も確認した手土産や身だしなみをチェックしだす。

　本当に緊張することはないんだけれどな。兄さんはもちろん、義姉さんも紅葉に会いたがっていたし。

　案の定、実家に到着するや否や兄さんと義姉さんは笑顔で俺たちを出迎えてくれた。

「いらっしゃい、紅葉ちゃん。どうぞ上がって。あ、張り切って作っちゃったんだけどアップルパイは食べられる？」

「は、はい」

「紅葉ちゃんはなんの紅茶が好きかな？　俺、最近紅茶にハマっていて、色々な種類があるんだ。おいしい紅茶をご馳走するよ」

　俺には目もくれず、兄さんと義姉さんは紅葉をリビングへ案内する。

　先週の俺と同じ状態の紅葉に、つい笑ってしまった。

　だけど少し驚いたのが、人見知りする類が紅葉に懐いたことだった。一目で紅葉を気に入ったようで、ちゃっかり紅葉の膝の上に座ってクッキーを食べている。

「紅葉ちゃんもどうぞ」

「ありがとう、類君」

　笑顔でお礼を言われた類は満面の笑み。

「あらあら、類はすっかり紅葉ちゃんのことが好きになっちゃって」

「よかったな、類」

　ふたりに言われ、類は元気よく返事をした。

「うん！　僕、大きくなったら紅葉ちゃんと結婚する」

「えっ？」

　これにはみんな驚く中、類は小首を傾げた。

「どうしたの？」

　不思議そうに聞く類に、兄さんは俺をチラッと見て咳払いをした。

「えっとだな、類。紅葉ちゃんは静馬君と結婚するから類とは結婚できないんだ」

　兄さんの話を聞き、類は「えぇー」と今にも泣きそうな声をあげて紅葉を見上げた。

「紅葉ちゃん、本当なの？　静馬君と結婚しちゃうの？」

　泣き顔で聞かれた紅葉は「えっと……」と困惑している。

　すぐに俺は類を抱き上げて自分の膝に乗せた。

「ごめんな、類。紅葉ちゃんは俺のお嫁さんになるんだ。……俺にとって紅葉ちゃんは世界で一番大切な人なんだ。だからたとえ類だろうと紅葉ちゃんだけは譲れない」

　きっとあやふやにするより、はっきり言うのが類のためでもあるはずだ。そう思って言ったものの、類は鋭い眼差しを俺に向けた。

「だったら今日から僕と静馬君はライバルだね。もう僕、静馬君のこと好きじゃないからね！」

「えっ？」

　予想外の反応に呆気にとられる中、類は俺に向かってあっかんべーをして膝から下りた。

　そして紅葉の手をギュッと握る。

「ねぇねぇ、紅葉ちゃん。僕の部屋に来て。紅葉ちゃんに僕の宝物をあげたいの」

「えっと……」

　戸惑う紅葉に義姉さんが「紅葉ちゃんさえよければ、行ってあげてください」と言うと、紅葉は俺を見た。

「すみません、静馬さん。行ってきますね」

「あ、あぁ」

　類に「紅葉ちゃん、静馬君なんてどうでもいいから早く行こう！」と急かされ、ふたりはリビングから出ていった。

　するとさっきから必死に笑いをこらえていた兄さんは大きな声で笑いだした。

「アハハッ！　すごいな、類は。静馬にライバル宣言するとは……っ。さすが俺の息子だ」

「ちょっと創一、笑ったら静馬君に失礼でしょ？」

　そう言っている義姉さんも口が笑っている。

「いいよ、ふたりとも笑ってくれて。……まさか類にライバル宣言される日がくるとは夢にも思わなかったよ」

「本当にな」

　さっきの一部始終を思いだしては、俺たち三人は声をあげて笑ってしまった。

「こうなった以上、類に早く諦めてもらうために結婚式を急いだほうがよさそうだな」

「そうだな。……紅葉の家族にも結婚を急かされてきたんだ。できるだけ早く話を進めようと思う」

「そのほうがいい」

　俺と紅葉の結婚式を見たら、さすがの類も諦めてくれるだろう。

　すると兄さんと義姉さんは顔を見合わせ、真っ直ぐに俺を見つめた。

「静馬君、本当におめでとう。幸せにね」

「きっと父さんと母さんも喜んでくれていると思う。俺からもおめでとう」

「ありがとう」

　家族に祝福されるのは嬉しい反面、気恥ずかしくもある。これ以上の言葉が続かず、ごまかすように紅茶を飲めば、ふたりに笑われてしまった。

「なぁ、ふたりに子供ができたらみんなでキャンプに行こう」

「やだ、創一ってば気が早すぎ」

「そう遠くない未来の話だろ？」

「それはそうだけどさ。でも楽しそうね」

「絶対楽しいよ。類も喜ぶぞ」

　まだ先の話で盛り上がるふたりに呆れつつも、そんな日が早くきてほしいと思った。




「はぁ、本当に類君かわいかったですね」

　この日の夜、ベッドの中で紅葉はため息交じりに言った。

「帰ってきてからそればかりだな」

　少しおもしろくなくて、彼女の身体を引き寄せて腕枕し、彼女の髪を指にくるくると巻きつける。

「だって本当にかわいかったんです。私に宝物のぬいぐるみまでくれて。一生大切にします」

　おもしろくないと思うのは類相手に大人げなく嫉妬しているからだ。紅葉に知られたら呆れられるだろうな。

「類の話はもう終わり。……今、紅葉を抱きしめているのは誰？」

　そう言うと紅葉はキョトンとした後、フフッと笑いながら俺に抱きついた。

「それはやきもちを妬やいている静馬さんです」

「……わざわざ口に出して言うなよ」

　恥ずかしくてボソッと言えば、彼女はクスクスと笑う。

「今日類君と一緒に遊んでいて、男の子っていいなって思いました。……静馬さん、私最初の子は男の子がいいです」

「俺も思った。まぁ、男の子だったら類のように紅葉の取り合いになる可能性も否めないけど、でもこの前お義父さんと話した時に、俺も大きくなった息子と酒を飲み交わしたいって思ったんだ」

　すると紅葉は顔を上げて俺を見つめた。

「いいですね。そんな未来がくるのが今から楽しみです」

「……俺も」

　彼女との未来を想像したら愛しさが込み上げ、吸い寄せられるように紅葉の唇に触れた。

「んっ」

　甘い声に刺激され、もっと触れたくてたまらなくなる。

「紅葉」

　愛しい彼女の名前を何度も呼び、唇を塞ぐ。

「静馬さん、明日仕事ですよ？」

「わかってるよ」

　やんわりと身体を押し返す紅葉の服を脱がせていく。

「もう、わかっていないじゃないですか」

　ムッとしながらも、紅葉は俺の首に腕を回した。

「紅葉？」

　思いがけないことに動揺を隠せずにいると、紅葉は自分のほうに俺を引き寄せた。彼女からの触れるだけのキスに目を見開く。そんな俺を見て、どこか彼女は満足げ。

「びっくりしましたか？」

「あぁ、すごく驚いた。でも嬉しいからもっとしてほしい」

　目を閉じてキスの催促をしたら、紅葉は焦りだした。

「無理です、無理です！　……こうして静馬さんと触れ合うだけでも、いつもドキドキして大変なんですよ？　本当に静馬さんはいったいどれだけ私を好きにさせれば気が済むんですか？」

　それはこっちのセリフだ。俺だって昨日より今日のほうが紅葉を好きになっている。

「きっと一生気が済まないと思う。紅葉には俺なしでは生きられないくらい好きになってほしいから」

「……もうなってますけど」

　恥ずかしそうに両手で顔を隠しながら言った彼女がかわいくて、たまらず力いっぱい抱きしめた。

「言っておくけど俺もだから。……今、この瞬間も紅葉のことがもっと好きになっている」

「静馬さん……」

　愛しくてこの日の夜は何度も彼女を求めたことは、言うまでもない。




　それから俺たちは半年の念入りな準備期間を経て、幸せな結婚式を挙げた。しかし本当の幸せが始まるのはこれからだ。新たな家族とともに……。










新しい家族の誕生の瞬間




　静馬さんと幸せな結婚式を挙げて二年後のある日。私は何度も妊娠検査キットの結果を見ては確認をしていた。

「どう見ても見間違いじゃないよね？」

　妊娠している時に出る二本線がくっきりと映し出されている。ということは、お腹の中には私と静馬さんの赤ちゃんがいるんだ。

　生理が遅れていてもしかしたら……という思いで検査をしたから、じわじわと実感が湧いてくる。

「どうしよう。静馬さんが帰ってくるのは一週間後だ」

　三日前から彼は国際会議に参加する政治家の護衛のため、沖おき縄なわに向かった。もちろん急用があれば連絡を取ることが可能だし、朝と夕の二回は必ずメッセージでやり取りをしている。

「やっぱり直接顔を見て言いたいよね」

　静馬さん、私たちに子供ができましたって。報告した時の静馬さんの反応を見たい。

　言いたくてうずうずしちゃうと思うけれど我慢しよう。

「あ、早めに病院に行ったほうがいいよね」

　実は一年前に由香里が女の子を出産したばかり。「紅葉の今後に役立てて」と言われ、妊娠が発覚してから出産までの話を事細かに教えてくれた。

　由香里にも早く報告したいところだけれど、やっぱり静馬さんに一番に伝えたいから今は我慢だ。

「ちょうど今日が休みでよかった」

　病院に行った後は市役所で母子手帳をもらわなければいけないと聞いた。

　せっかくだし、今日すべて済ませてしまおう。

　そうと決まれば急いで出かける準備をして病院へと向かった。




　診察の結果、妊娠七週目だと言われた。エコー写真ももらい、まだまだ小さな命だけれど自分のお腹の中に静馬さんと私の赤ちゃんがいるんだと実感する。

　様々な検査をしてから病院を後にして、次に向かった先は市役所。そこで母子手帳と一緒にもらった、妊娠していることを周りに知らせるキーホルダーをさっそくバッグにつけた。

　ゆっくりと歩きながら家路につく。

　病院に行って母子手帳をもらったら、ますます妊娠したんだと実感できた。これからお腹が大きくなっていくんだろうな。

　小さな命が愛おしくて歩きながら何度もお腹を撫でてしまう。

　医師からつわりはないか聞かれたけれど、幸いなことになんの症状もない。もしかしたらこれから出るかもしれないと言われた。

　妊娠がわかった以上、勤めて二年が過ぎた小料理屋の仕事は辞めるべきだよね。食べ物を扱っているし、ずっと動きっぱなしの仕事だもの。

　せっかく職場の同僚とも仲良くなれたけれど、迷惑をかけるわけにはいかないし、なにより宿った新しい命を大切にしたい。

　妊娠の報告は静馬さんに一番にしたかったけれど、仕方がない。明日、出勤したら店長に事情を説明して早くに新しいスタッフを入れてもらおう。もし迷惑でなければ、人材が確保できるまでは働きたいとも伝えよう。

　この日の夜遅くに静馬さんからメッセージが届いた。深夜ということもあって【おやすみ】の一言だけ。

　そのメッセージを私が見たのは次の日の朝で、いつものように【おはようございます。お仕事頑張ってくださいね。私も頑張って働いてきます】と返信した。

　勤め先の店長に相談したら、妊娠初期が一番大切な時期だと言われてしまい、とりあえず安定期に入るまで休むよう言われてしまった。

　新しいスタッフも募集してくれるようで、もし私さえよければ出産まで働いてくれていいし、一度退職するにしてもいつでも戻ってきていいと温かい言葉までもらった。

　本当に私は恵まれていると思う。嫌なこと、つらいことが起こったとしてもそれがすべてではない。新たな出会いに恵まれたりしたから。

　今後については静馬さんとも相談するけれど、やっぱり子供ができたら家にいてあげたい。それに大変な仕事に就く静馬さんを支えてあげたいとも思う。

　仕事ならまたいつでもできるし、出産を機にアクセサリー作りに本腰を入れるのもいいかもしれない。

　今後のことを考え出したらキリがなくなり、あっという間にマンションに着いてしまった。

　赤ちゃんがいるとわかったからか、この日の夜は自分の食べたいものを作ってたくさん食べて早めに就寝した。




「どうしよう、気持ち悪い」

　妊娠発覚から三日後のこと。朝起きると急激な吐き気に襲われてトイレに駆け込んだ。それは一度だけではなく、何度もトイレとベッドを行ったり来たり。

　食欲もなくて身体もだるい。

「これがつわりだよね？」

　こんなに急にくるものなの？　私にはつわりはないのかもと思っていたのに、まさかこれほどつらいなんて思わなかった。

　静馬さんが帰ってくるまであと三日。それまでひとりで生活できるだろうか。それにしても仕事を休ませてもらってよかった。

　大丈夫ですなんて言って働き続けていたら、すごい迷惑がかかるところだったよ。

　ベッドに横になったまま時計で時間を確認すると、十三時を回ったところだった。

　朝から食べ物はおろか、水も飲めていない。せめて水分はとらないとまずいよね。それに赤ちゃんにとってもなにも食べないのはだめなのでは？

　由香里のつわりは比較的軽いほうで、食べ物によってにおいが気になって気持ち悪くなる程度だと言っていた。つわりの時ってみんなどうしているんだろう。

　ベッドサイドに置いてあるスマホで検索してみる。

　すると私と同じように、つわりがひどくてなにも食べられない人も大勢いることを知ってホッとした。

「えっと……やっぱり水分補給だけはしっかりしたほうがいいって書いてある」

　でも妊娠初期は、胎児は母体に蓄えられた栄養で育つため、あまり食べていなかったとしてもそれほど影響はないとも書いてあった。

　まずは氷を口の中で溶かしたり、レモン水や炭酸水などで水分をとったりして、食べられるものを見つけていくしかないようだ。

　レモン水や炭酸水はないけれど、氷なら冷凍庫に作ってある。

　ふらふらとした足取りでどうにかキッチンに向かい、氷をひとつ口に入れた。

　ゆっくりと口の中で溶かしていくと、気持ち悪さも少し軽減された気がする。これならいけそうだ。

　もうひとつ口の中に入れて、リビングのソファに腰を下ろした。

　三日間買い物に行かないわけにはいかないし、どうにかしてスーパーに行かないと。

　スーパーまでが無理だったら、一番近くにあるコンビニでもいい。食べられそうなものを買ってこよう。

　氷をなめながら気分を落ち着かせていると、コンシェルジュから連絡が入った。

　私と静馬さんが住むマンションにはコンシェルジュが二十四時間常駐しており、来客や荷物が届くと、連絡をくれることになっている。

　コンシェルジュによると、お義姉さんと類君が訪ねてきたようだ。ふたりがこうして遊びに来てくれるのは今日が初めてではない。

『いつものようにお通ししてもよろしいでしょうか？』

「あ、えっと……」

　どうしよう、体調が悪いって言って断るべき？　でもせっかく来てくれたのに追い返すのも気が引ける。断るにしても直接会って言うべきだよね。

「すみません、通してください」

　コンシェルジュにお願いして急いで身だしなみを整える。とはいっても今から着替える気力はないし、髪をとかすくらいしかできないけれど。化粧もしていないからマスクをつけよう。

　リビングの引き出しの中にあるマスクをつけた時、インターホンが鳴った。

　氷をなめたおかげで今のところ吐き気はない。急いで玄関へ向かいドアを開けると、類君が抱きついてきた。

「紅葉ちゃん、久しぶり！　会いたかった」

　ギューッとしがみつく類君は相変わらずかわいくて笑みが零れる。

「ごめんね、紅葉ちゃん。どうしても類が紅葉ちゃんに会いたいって言ってきかなくて。仕事かもしれないよって言ったんだけど、家に行っていなかったら諦めるって押し切られちゃって」

「いいえ、大丈夫ですよ。久しぶり、類君。元気だった？」

「うん！　紅葉ちゃんは……あれ？　どこか痛いの？」

　マスクにパジャマ姿で出迎えた私を見て、類君とお義姉さんは慌てだした。

「ごめん、紅葉ちゃん。もしかして体調悪くて寝てたの？」

「はい、ちょっと気分が悪くて……」

　一瞬妊娠してつわりがきたことを言いそうになったけれど、慌てて言葉を飲み込んだ。

　せめて身内では静馬さんに一番に伝えたい。

「そうだったの。それなのに押しかけちゃってごめんなさい。類、紅葉ちゃんつらそうだからまた今度遊びにこよう」

「だめでしょ、ママ。それなら紅葉ちゃんを看病しないと！」

「看病なら静馬君がしてくれるから大丈夫」

「やだ、僕が紅葉ちゃんの看病をする」

　そう言って類君は私にしがみつく。

「もう、ワガママ言わないの！　ほら、帰るわよ」

「いーやーだー！」

　お義姉さんは類君を私から引き離そうとするものの、類君は強い力で私にしがみついて離れない。そのたびに身体が揺れ、また吐き気に襲われる。

　我慢したいけれど、だめだ。

「ごめんなさい、ちょっとトイレに行ってきます」

　口もとを押さえながら言うと、びっくりした類君は私から離れた。その隙に急いでトイレに駆け込む。

　すぐに戻してしまい、その様子はふたりにも伝わってしまったようで、ドア越しに「大丈夫？　紅葉ちゃん」「紅葉ちゃん、病院行く？」と心配する声が聞こえる。

　さすがに事情を話さないわけにはいかず、トイレから出て私は妊娠したことをふたりに伝えた。




「はい、紅葉ちゃん。食べられそうな果物、少しでもいいから食べてね」

「すみません、ありがとうございます」

　事情を説明するとお義姉さんは大喜びし、すぐさまお義兄さんに連絡をした。静馬さんがいない三日間、実家で面倒を見てくれることになったのだ。

　最初は断ったけれどすぐにまた吐き気に襲われてしまい、このままじゃ買い物にも行けなそうだったので、甘えてお世話になることにした。

　お義姉さんも類君を妊娠した時つわりがひどかったようで、その時に果物なら食べられたからと様々な種類を用意してくれた。

「紅葉ちゃん、あーんして、僕があげる。どれが食べたい？」

「ありがとう類君。えっと……じゃあ桃をお願いしてもいい？」

「うん！　はい、あーん」

　フォークに刺した桃を口に入れてもらう。……うん、桃は大丈夫そう。

「懐かしいなぁ。俺もよく類みたいに食べさせてやったよな」

「そうだったね」

　私の妊娠の知らせを聞いたお義兄さんは、大量の赤ちゃん用のおもちゃを買い込んで帰宅した。それを見て、お義姉さんは気が早いと呆れていた。

　そこは私も申し訳ないけれど同感だ。でも喜んでもらえて嬉しくも思う。

「あ、類が紅葉ちゃんに食べさせてあげているところをムービーに撮って、静馬に送ってやろう。あいつ、絶対悔しがるぞ」

「もう、意地悪しないの。……でもおもしろそう」

　そんなことを言いながらふたりにスマホを向けられ、困惑してしまう。

　ここでお世話になる以上、お義兄さんから静馬さんに連絡をしてもらった。話を聞いた静馬さんは一番早い便で帰ってくると言っていたらしい。

「だけどそっか、ついに静馬も父親になるのか。……なんか変な感じがするな」

「そうだね。あの静馬君も人の親になるんだから」

　しみじみと話すふたりからは、静馬さんに対する愛情を感じる。とくにお義兄さんは両親が亡くなってからたったひとりの家族となった。きっと特別な思いがあるはず。

「紅葉ちゃん、今回みたいに静馬が家にいない時は、いつでも頼っていいからね」

「そうよ、お父さんは北海道なんでしょ？　お友達も海外にいるようだし、私ならいつも家にいるし、類も紅葉ちゃんが来てくれたら喜ぶんだから遠慮しないでね」

「紅葉ちゃん、僕が力になるからね！」

　三人に温かい言葉をかけてもらって、幸せな気持ちでいっぱいになる。

「あ、ありがとうございます」

　声を詰まらせながらもお礼を言うと、お義兄さんとお義姉さんは目を細めた。

「俺たちは家族なんだから、助け合うのは当然だよ。もちろんなにもなくてもこうして家に来てくれると嬉しい」

「そうそう、私と類みたいに紅葉ちゃんもふらっと遊びに来てくれてもいいのよ。自分の家だと思ってゆっくり過ごしてね」

「はい、本当にありがとうございます」

　果物を食べられたおかげか、寝る頃には吐き気も落ち着いていた。

　この日の夜は類君と同じベッドで眠ることになり、最初は大はしゃぎしていた類君は五分も経つ頃にはスヤスヤと夢の中。

　かわいい寝顔に癒されながら寝る前にスマホを確認すると、遅い時間だったからか、静馬さんからのメッセージには【本当は電話で話したかったけど、寝ていたら悪いからメッセージにした。それに直接紅葉の口から聞きたいから、電話で話すのは我慢するよ。おやすみ】と送られてきていた。

　それに対して【私も直接静馬さんの顔を見て伝えたいので、電話は我慢しますね。おやすみなさい】と返した。

　静馬さんが帰ってくるのが待ち遠しい。

　隣から聞こえてくる規則正しい寝息につられて、私もいつの間にか眠りに就いていた。




　それから静馬さんが帰ってくるまでの間、お義姉さんのおかげで少しずつ食べることができ、戻すことも少なくなった。

　ちょっとでもいいから食べることが大切なようで、本当に食べられるものだけを食べればいいようだ。

　類君も付きっきりで看病してくれて、あっという間に静馬さんが帰ってくる日の朝を迎えた。

　昨夜のメッセージでは、六時発の便で帰ってくると送られてきていた。十時過ぎにはこちらに来ることができると言われていたから、渋々幼稚園に行った類君を見送った後、ずっとソワソワしてしまう。そんな私を見たお義姉さんに何度笑われたか。

　そして十時を回った頃、玄関のドアが開く音がした。

「紅葉！」

　私を呼ぶ大きな声とともに廊下に続くドアが開くと、静馬さんが駆け寄ってきた。

「静馬さん……！　キャッ!?」

　ソファから立ち上がると、彼は勢いのままに私の身体を抱き上げた。

「ただいま、紅葉」

　満面の笑みを向ける彼に、私も頬が緩む。

「おかえりなさい、静馬さん。お仕事お疲れさまでした」

「うん、ありがとう。頑張ってきたから早く嬉しい報告を聞かせてもらってもいい？」

　そう言って頬にキスを落とした静馬さんに、「はい」と返事をして続けた。

　この一週間、ずっと彼はどんな反応をするか想像していた。

「静馬さん、私たちの赤ちゃんができたんです。今、妊娠八週目に入ったところです」

　すると私の話を聞いた静馬さんは、ギュッと唇を噛みしめた。

「そっか。……ありがとう、紅葉」

　少しだけ声を震わせて静馬さんはゆっくりと私を下ろし、再び抱きしめた。

「兄さんから連絡をもらった時は、夢じゃないかと思ったよ。俺が父親になれるなんて夢のようで嬉しくてたまらない」

　喜びを噛みしめるように言う静馬さんに、私まで感極まってしまう。

　喜んでくれるだろうとは思っていたけれど、ここまで喜んでくれるとは思わなかった。

「私も夢のように嬉しいです」

　ゆっくりと彼から離れて顔を覗くと、静馬さんの目は赤く染まっていた。初めて見る姿に胸がギュッと締めつけられる。

「出産まで俺もできる限りサポートするから。ふたりで赤ちゃんを迎える準備をしよう」

「はい……！」

　母は亡くなり、父も北海道に住んでいるからなかなか頼ることは難しい。だからこそ静馬さんがそう言ってくれて嬉しい。

　抱き合ったまま見つめ合っていると、いつの間にかお義姉さんがリビングにいて、わざとらしく咳払いした。

「そろそろいいかしら？」

　お義姉さんの声に私と静馬さんは慌てて離れた。そんな私たちを見てお義姉さんは呆れたように続ける。

「ふたりの甘い雰囲気に胸やけしそうだから、続きは家でやってちょうだい。でもその前に今夜はお祝いさせてよ。創一も早く帰ってくるって言っていたから」

「すみません」

「ありがとう、お義姉さん」

　私と静馬さんがそう言うと、お義姉さんはふわりと笑った。

「当たり前でしょ？　家族が増えるんだから盛大にお祝いしないと。あ、もちろん赤ちゃんが生まれたらもっと盛大にやるからね」

　念を押すお義姉さんに、私と静馬さんは笑ってしまった。




　それから父や由香里にも妊娠したことを報告すると、大喜びしてくれた。父は電話越しで泣いていたほど。

　出産が近くなったら休暇をもらって上京してくると言っていた。

　由香里も自分の時のことを話してくれたり、出産までに必要なものを教えてくれたりとサポートしてくれた。

　だけど誰よりも力になってくれたのは静馬さんだ。つわりがひどい時は看病してくれて、上司にも事情を説明し、長期間、家を空けないで済む任務に就かせてもらえるようにお願いしてくれたのだ。

　病院への定期健診時は休みを取って付き合ってくれて、マタニティ教室には欠かさず参加してくれた。

　周りの人のサポートのおかげでお腹の赤ちゃんは順調に育っていった。

　そして出産予定日まで一カ月を切った休日。

「なぁ、本当に明日から三日も家を空けて大丈夫か？　やっぱり心配だし、今から誰かに代わってもらったほうがいいよな」

　次の日から出張が入り、その準備を進めていたはずなのに静馬さんは急にそんなことを言いだした。

「大丈夫ですよ、静馬さん。まだ予定日まで一カ月もあるんですよ？　それに明後日にはお父さんが来てくれることになっているじゃないですか」

「それはそうだけど……やっぱり心配で」

　そう言うと静馬さんは大きく膨れている私のお腹を見つめる。

「うん、断ろう」

　スマホを手に取り、電話をかけそうな勢いの彼を慌てて止める。

「本当に大丈夫ですから。初産は大抵予定日を過ぎるって聞いたじゃないですか。だから安心して出張に行ってきてください」

　それからも何度かこのやり取りを繰り返し、やっと静馬さんは納得してくれた。

「今夜は俺が夕食を作るから、紅葉はゆっくりテレビでも見てて」

「じゃあ、お言葉に甘えちゃいますね」

　静馬さんは料理を作ってくれる時、テレビを見ててと言うけれど、私はキッチンに立つ彼ばかりを見てしまう。

　エプロンをつけて料理をする姿もかっこよくて、結婚してからもいつも私は静馬さんにドキドキさせられている。

　一応テレビをつけて、チラチラと静馬さんを見つめていると、自分の身体の中でブチッと音がした。

「えっ？」

　スカートまで濡れるほど水が出てパニックになる。これって破は水すいだよね？

「静馬さん、あの……もしかしたら破水したかもしれません」

「本当か？」

　急いで私のもとに駆け寄った静馬さんは、ソファまで濡れていることに驚く。

「待ってろ、今病院に電話する。いや、その前にタクシーを呼ぶべきか？」

「いいえ、病院に電話をお願いします。それでどうすればいいのかを……痛っ」

　急激なお腹の痛みに襲われて言葉が続かない。

「大丈夫か？　紅葉。すぐ病院に電話する」

「は、はい」

　まさかこんなに早く出産の時を迎えるなんて。ううん、今まで静馬さんと準備を進めてきたじゃない。大丈夫、落ち着こう。

　まずは痛みが治まるのを待つものの、治まってもまたすぐに新たな痛みに襲われる。

「はい、破水して……。えぇ、痛みが続いているようです」

　冷静に静馬さんは私の様子を伝えてくれている。

「わかりました、すぐに向かいます」

　電話を切った静馬さんはコンシェルジュにタクシーの手配をした。そしてエプロンを外して、貴重品といつでも入院できるように準備しておいたバッグを持つと、そっと私を抱きかかえた。

「もう少し頑張れ、紅葉」

「すみません」

「謝ることじゃないだろ？」

　優しく言いながら玄関に向かい、家を出てエレベーターに乗り込む。

「それにしても親孝行な子供だ。俺の心配が気になって早く生まれなきゃって思ったのかもしれないな」

「そうかもしれませんね」

　さっきの静馬さんを思い出すと納得できて笑ってしまう。

「ふたりでこの子を迎えてあげよう」

「……はい！」

　それからタクシーで病院に向かった私と静馬さんは、目まぐるしい出産を迎えた。

　初産だとなかなか子宮口が開かず、長期戦になると聞いていたが、私はあっという間に子宮口が開いてしまい、すぐに分娩室に入った。

　そして陣痛が始まってから二時間足らずでその瞬間を迎えたのだ。

「はい、桜堂さん、もう少しです。最後に思いっきりいきんでください」

　静馬さんに手を握ってもらいながら、助産師の指示通りに力を振り絞っていきむ。すると大きな産声が響いた。

「おめでとうございます、元気な男の子ですよ」

　助産師の手には生まれたての元気な赤ちゃんが、大きな声で泣いている。その姿に私も静馬さんも涙があふれる。

「はい、抱いてあげてください」

　綺麗に拭いてもらい、体重などを測ってもらった男の子は私が抱っこするとピタリと泣き止んだ。

「あらあら、ママが大好きな子ですね」

　これには私と静馬さんも泣きながら笑ってしまう。

「どうしようか、紅葉。ずっと前に男の子だったら紅葉の取り合いになりそうだって言ったことが現実になりそうだ」

「ふふ、そうかもしれませんね」

　ただただ、小さな命が愛おしくてたまらない。それは静馬さんも同じようで、そっと赤ちゃんの頬に触れた。

「かわいいな、俺たちの子は」

「はい」

　すでに親ばかを発揮する静馬さんは、赤ちゃんに釘付け。

「紅葉、本当にお疲れさま。……そしてありがとう」

「お礼を言うのは私のほうです。今日まで静馬さんがサポートしてくれたおかげで、こうして無事にこの子が生まれてきてくれたんです」

　彼の存在なしには今日を迎えられなかったと思う。

「夫として父親として当然のことをしたまでだよ。……これからふたりでこの子を大切に育てていこうな」

「はい」

　それから私たちは悩みに悩み、息子に〝優ゆう馬ま〟と名づけた。優しくて逞しい子に育ってほしい。そしてこの子が幸せだと感じる人生を歩んでほしい。

　優馬が生まれてからは毎日があっという間だった。ちゃんと育てられるか不安になる時間もないほど、翻弄されながらも静馬さんと優馬と三人で、楽しくて幸せな日々が流れていった。




　五年後――。

　静馬さんの仕事が休みの日に、家族三人で遊園地を訪れたものの……。

「優馬、今度はパパがママと一緒に乗るからな」

「なに言ってるのパパってば。ママは全部俺と乗るの」

「いや、次は絶対に譲れない」

「俺だって嫌だよ」

　ゴーカート乗り場でバチバチと火花を散らしているのは、静馬さんと優馬だ。

　静馬さんの予想が現実となり、最近はなにかにつけてふたりは張り合っている。

「えっと、どうされますか？」

　困惑するスタッフに「すみません」と謝り、私はさっさとひとり乗り込み、いまだに火花を散らしているふたりに声をかけた。

「ママはひとりで乗るから、優馬とパパは仲良くふたりで乗ってね」

「えっ！　やだよ、ママ」

「待ってくれ、紅葉」

　慌てるふたりを残してスタートすると、すぐに一緒に乗り込んだふたりが追いかけてきた。

「もう、パパのせいだからね？」

「悪いのは優馬だろ？」

　一緒に乗っても言い合っているふたりに呆れるものの、息はぴったりだ。

　出会った頃の静馬さんはなにを考えているかわからないような人だったのに、優馬の前ではまるで子供のよう。

　でもそんな一面を見てさらに好きになっている。

　今の生活を言い表す言葉は、〝幸せ〟しかない。

　もちろん大変なことだってあるけれど、大切な人がいればどんなことも乗り越えられる。それはこの先もずっと……。




END










あとがき




　このたびは『エリートＳＰはウブな令嬢を甘く激しく奪いたい～すべてをかけて君を愛し抜く～』をお手に取ってくださり、本当にありがとうございます。

　私はいつもお話の構成を考える際に、その作品のテーマを決めています。今作はまさに〝奪う〟でした。

　ヒロインの人生をヒーローが奪う。そのテーマに沿って苦労しながらも、書き終えると満足のいく作品に仕上げることができました。

　しかし、婚約者がいながらも惹かれてしまうほど魅力的なヒーローにするには、どんな振る舞いをすればいいのかと、何度も頭を悩ませました。加えて護衛という職業は未知なるもので、大きな事件が背景に潜むストーリーだったため、謎を散りばめながら、事件の真相を明かしていく過程に苦労したり、緊迫のシーンはつい感情移入してしまったりと、思い出深い一作となりました。

　不運な状況からヒロインを救ってくれたヒーローとのラブストーリーを、読んでくださった皆様が少しでもお楽しみいただけたなら幸いです。

　前作に続き、今作もスケジュールを大幅に狂わせるご迷惑をおかけしながらも、こうして作品をかたちに残すことができたのは、担当の若海様をはじめ、この作品に関わってくださった皆様のおかげです。本当にありがとうございました。そして大変ご迷惑をおかけしました……。

　間に合わないかもしれないと追い込まれていた時に、今作のカバーイラストを担当してくれるのが龍本みお先生とお聞きし、一気にやる気がアップしました。イメージ通りのふたりを描いてくださり、ありがとうございました。

　そして読者の皆様、いつもありがとうございます。誰かが読んでくれる、それが執筆の糧になっています。

　ベリーズカフェサイトにも作品に関するご感想をいただき、ありがとうございます。なかなか思うように時間がとれず、おひとりおひとりへのお返事が滞っていること、申し訳ございません。気長にお待ちくださいませ。次作は自分の好きをすべて詰め込んだ作品になる予定です。お楽しみいただけたら幸せです。

　それではまた、このような機会を通して、皆様とお会いできることを願って……。




田た崎さきくるみ
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